
 
 
 
 

平成２６年度 
 

学校関係者評価報告書 
および 

情報公開資料 
 
 
 

平成２６年９月 
 
 

日本工学院北海道専門学校 
 

  



 
 
 
 

 
学生便覧 

  



目   

Ｉ学校 沿革                                 

建学 精神 教育方針 教育目的                      

組 織 図   

履修要綱      

.各科教育指標 履修科目 

  情報処理科   

    自動車整備科   

    ク 科電気工学     

    ク 科情報 ッ ワ ク  

    建築学科     

    公務員学科     

    ク エ タ 科  

Ｇ 科   

    柔道整復科    

    療秘書科     

大学編入 験講        

教育課程 び学習評価       

V各種資格         

Ⅵ学生生活            

 学生心得      

  1-1  学 生 証                       

  1-2  校時間                        

  1-3  服   装                

  1-4  喫   煙               

  1-5  自動車通学 自動 輪 通学 

  1-6  臨時休講              

  1-7  学用品 食券等 販売 び ｲ ﾋ ｰ ｰﾋ ｽ     

学生 務       

2-1  務局 務 扱時間          

2-2  各種証明書 行                

2-3  本人氏 住所 学費支払者氏 住所 保護者氏 住所等 変更    

  

 

 



学生 連絡      

3-1  掲 示  

   3-2  郵 便 物 

   3-3  電   話                

   3-4  遺失 拾得 

学生保健     

  4-1  保 健 室              

   4-2  定 期 検 診               

   4-3  校    

ク 活動     

学校施設 利用    

  6-1  図 書 室                

   6-2  保 健 室                 

  6-3  相 談 室  

6-4  校 内 食 堂  

就  職    

奨学生制      

加入 い 保険     

10 各種申請書 届出用 所在場所 認印 び提出先 覧表     

12 学内諸規則等      

12-1  学則抜粋                 

12-2  学生委員会会則                 

12-3  学 委員制                  

12-4  ク 規定抜粋                 

12-5  校 会会則     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



学校 沿革 

   日             記            

昭和 54   別市長 学校法人日本電子工学院 片柳鴻理 長 対

海道専門学校(仮称) 誘 要請  

昭和 54 9 10日  海道専門学校(仮称) 関 調査研究委員会 設置  

昭和 55 3  1 日  海道専門学校(仮称)設置 決定  

昭和 55 4 4 日  別市 学校用地 譲渡契約調印式  

昭和 55 5  1 日  海道専門学校設立委員会 設置  

昭和 55 6 12日  別市 学校法人日本電子工学院 第 回設置委員会開催 建設

用地 現地視察  

昭和 55 11 日  地鎮祭  

昭和 56 1 20日  校 日本工学院 海道専門学校 決定  

昭和 56 5 30日  日本工学院 海道専門学校 設置申請  

昭和 56 9 25日  専修学校(工業専門課程) 設置認可 く  

昭和 56 8 26日  参議院議員町 金五 誉校長 就任  

理学博士中山浩貴 初代校長 就任  

昭和 56 10 日  一期生募集開始  

昭和 56 10 12日  日本工学院 海道専門学校 竣工式  

昭和 56 10 18日  日本工学院 海道専門学校開校披露  

昭和 57 3 20日  学生寮 新川寮 完成  

昭和 57 3 27日  新川寮 竣工式  

昭和 57 17 日  日本工学院 海道専門学校第一回入学式  

情報処理科 ソ ビ 科 情報工学科 電子工学科  

電気工学科 建築学科 士木工学科 設置  

昭和 57 12 25日  実験棟( 号館)完成  

昭和 58 3 25日  体育館完成  

昭和 58 3 31日  学生寮 千歳寮 完成  

昭和 58 10 14日  1 2 建築士 験資格認定(建設大臣認定 道知 認定)  

昭和 58 12 3日  第 種電気主任技術者学校認定(通商産業大臣認定)  

昭和 59 26 日  土木施工管理技士 験資格認定(建設大臣認定)  

昭和 59 3 24日  日本工学院 海道専門学校第一回卒業式  

昭和 59 4 日  工業専門課程 口 ク 科 開設  

情報ビ 科( ソ ビ 科) 学科 変更  

昭和 59  30日  第 陸 無線技術士試験基礎免除校認定(郵政大臣認定)  

昭和 62 10 9日  建築施工管理技士 験資格認定(建設大臣認定)  



昭和 63 8 18日  工 担任者資格試験基礎免除認定(郵政大臣認定)  

成 1 3 15 日  土木 建築施工管理技士 験資格認定(建設大臣認定)  

成 1 4  日  機械制御工学科( ク 科) 学科 変更  

成 2 3 30 日  電気施工管理技士 験資格認定(建設大臣認定)  

成 3 9 25 日  創立 10周 記念式典 挙行  

成 6 12  日  情報 人 育成学科認定(通産大臣認定)  

成 7  1  1 日  専門士(工業)認定(文部大臣認定)  

成 8  7 8 日  第 陸 特殊無線技士長期型養成課程認定 

( 海道電気通信監理局長認定)  

成  9 日  学校法人 片柳学園 変更  

チ 科( 情報工学科) 称変更  

 

成 12 12 20日  専修学校(文 教養専門課程) 設置認可 く  

成 13 4 1 日  中川明弘 2代目校長 就任  

成 13 4 1 日  文 教養専門課程行政学科 開設  

成 13 4 1 日  工業専門課程情報ビ 科 募集停止  

成 13 4 1 日  java 認定( ン ク 株式会社

認定)  

成 13 7 20日  自動車工学科実習棟完成  

成 13 11 15日  1 2 管工 施工管理技術検定 験資格認定(国土交通大臣認

定)対象学科:電気工学科 建築学科 土木工学科  

1 2 建設機械施工技術検定 験資格認定(国土交通大臣認

定)対象学科:電気工学科 建築学科 土木工学科  

1 2 造園施工管理技術検定 験資格認定(国土交通大臣認

定)対象学科:建築学科 土木工学科  

1 2 電気工 施工管理技術検定 験資格認定(国土交通大臣

認定)対象学科:建築学科 土木工学科  

1 2 建築工 施工管理技術検定 験資格認定(国土交通大臣

認定)対象学科:土木工学科             

1 2 土木工 施工管理技術検定 験資格認定(国土交通大臣

認定) 対象学科:建築学科  

成 13 12 11日  自動車分解整備 業認証( 海道運輸局長認証)  

成 13 12 19日  自動車整備士 一種養成施設指定(国土交通大臣指定)  

成 14 3 25日  専修学校( 療専門課程) 設置認可 け  

成 14 4 日  師 灸師養成施設認定(厚生労働大臣認定) 柔道整復師養成

施設認定(厚生労働大臣認定)  



療専門課程 灸科 び柔道整復科 開設  

自動車工学科( 機械制御工学科) 学科 変更  

総合 ク 科( 電子工学科) 学科 変更  

 

成 14 8 6 日  創立 20周 記念式典 挙行  

成 14 10 日  訪問介護員養成研修 業者指定( 海道知 指定) 

成 14 12 25日  Microsoft Authorized Academic Training Ｐrｏｖｉ r認定 

 ( ク ソ 株式会社認定)  

 

成 16 4 1 日  2 ビ 管理 試験 一部免除校 認定 対象学科:土木

工学科 

成 17 3 31日  学生寮 ほ 完成  

成 17 10 31日  校歌 制定  

成 18 3 31日  別市 IT特 認定 本校 い 国家試験 あ  

初 タ試験 基本情報技術者試

験 午前試験 免除 講 開設  

成 18 4 1 日  自動車整備士( 2輪) 一種養成施設指定追加  

成 19 4 1 日  療専門課程 療秘書科 開設  

工業専門課程総合 ク 科 電気工学科 再編  

工業専門課程 ク 科 称変更 電気工学  

ボッ 設置  

工業専門課程総合 ク 科 募集停止  

成 20 4 1 日  工業専門課程 ク 科 環境土木 設置  

工業専門課程土木学科 募集停止  

科 ボッ 科電子機械 Ａ 称変更  

科 3 体制  

Ｇ Ｗ ｂ科( チ 科) 学科 変更  

工業専門課程 ク エ タ 科 設置  

成 21   文 教養専門課程 行政学科 公務員学科 称変更  

成 22      

 

工業専門課程 ク 科電子機械 Ａ  

科情報 ッ ワ ク 称変更 

成 25 4   工業専門課程 Ｇ Ｗ ｂ科 文 教養課程 Ｇ

科 課程 び 称変更 

 工業専門課程 ク エ タ 科 文 教養専門課程 課程

変更 

   



建学 精神 教育方針 教育目的 

 
 

建 学 の 精 神  

 

建学 精神 科学技術 教育 基底 著 い技術 

革新 い 高 あ 現代社会 変 即応 

創意工夫 重 独立自尊 路 学び 開拓精神  

涵養 学生 人格形成 工業 び 

療技術 展 文 進展 寄 地域 

社会 建設 人類 福祉 献 あ  

 

 

 

教 育 方 針 

 

近 成熟 わ 国 い 少子高齢 福祉 

社会 到来 国際的 影響 環境 関 高い技術 要 

求 情報技術 著 い進展 見過 出来 い  

世紀 い 必要 可 知識 技術 工学  

療福祉 連携 求 い 本校 開校以来 科学技術  

工業力 え 教育 標榜 学生個人 能力 適性 応 

基礎 応用 講義 演習 実習 工学 対 

深い理解 応用力 身 け 人 育成 追求  

来 改 科学教育 知識 活用 実社会  

あ 活躍 広い見識 あ 人 工業技 

術 療技術 公共 担い手 養成  

 

 

 

教 育 目 的 

 

学校教育法 精神 基 一 工業 関 専門  

学理 技術 各自 能力 応 教育 日進 歩 科学技 

術 即応 実践能力 備え 技術者 育成 新  

い時代 先導 う 知識 目的 一 福祉 時代 先 

導 う 知識 理解力 備え 療福祉 担う人 育 

成 目的 あわ 社会人 教養 身 着け真実 

任務 重 心身共 健全 人 育成 工業技術  

展 地域 文 び 療福祉 進展 寄 使命  

 



   

. 組  織  図 
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Ⅳ履修要綱 

１.各科教育指標・履修科目 

  

 



情報処理科 

 

教育指標  

 

現 社会 ンタ ネッ や 洪水 う 供給

情報 効率 く収集 集計 析 必要性 出 い

ン ュ タ 門家 あ 情報処理技術者 普通 企

業 勤 普通 社会人 基本能力 ン ュ タ 活用技術 求

い  

 情報処理科 う ネッ ワ 社会 対応 知識 技術

身 広い視 社会人 素養 常識 あわ 人材 養成

教育 目的 い  

 制 用 い 自 適性 検討 将来 希望や興味

あ 選択 IT ン 国家資格

得 目指 学習 進 IT系 基本的 資格 あ 情報検定 J検

ッ ッ 基本情報技術者試験 応用情報技術者試験 得

IT企業 働 人材 目標 ン タ

仕事 現場 実 ン 活用 状況 想定 様々 ン

ュ タ知識 習得 社会人 必要 一般常識や業務知識

学び卒業時 十 働 人材 目指 い い

間 締 くく 卒業研究 作品制作

行い チ 自 役割 果 仕事 進 人材

目指  

 



履修科目 
 

ン 次         数字 履修時間数 ( ) 単位数 
区

 
科   目 必／選 前期 後期     容 

基

礎

科

目 

ン演習  必 
45  ｉ 使い方や 表計算 ョン 操作法

理解 利用 仕方 い 学び  (1.5)  

J検活用 級対策 必 
30  J検 級 合格 目指  

(2)  

J検活用 級対策 必 
30  J検 級 合格 目指  

(2)  

J検活用 級対策 選 
30  J検 級 合格 目指  

(2)  

検基本 対策 選 
45  検情報 試験 国家試験 基本情報技術者試験

ッ 活用  (3)  

検 ン

対策 
選 

 45 検情報 試験 国家試験 基本情報技術者試験

ッ 活用   (3) 

検

ン 対策 
選 

 45 検情報 試験 国家試験 基本情報技術者試験

ッ 活用   (3) 

 選 

 
45 

(3) 

作成 基本的 考え方 流 図 作成

習得 流 図 基 作成

ッ 事 理解 深  
 

ン

科

目 

修了試験対策  選 
 45 

(3) 

旬 旬 行わ 基本情報技術者試験 午

前免除修了試験 対策 行う   

国家資格対策  選 
45  進 合わ 適 時期 基本情報処理技術者

試験 資格 得 目指 対策講 開設  (3)  

国家資格対策  選 
 45 進 合わ 適 時期 基本情報処理技術者

試験 資格 得 目指 対策講 開設   (3) 

門

科

目 

 選 
90 

(6) 

 10 基本情報技術者試験 合格 く授業 行い 本講

午後 ン あ い 講義   

 選 
 45 

(3) 

基本情報技術者試験 合格 く授業 行い 本講

午後 ン あ い 講義   

演習 選 
 30 

(1) 

本講 い ュ タ 用い 演習形式

授業 展開 い 理解 深   

演習 選 
45 

(1.5) 

 開発環境 使用 簡単 や実務的

ン 演習 目的や 用性 組

楽 学び  
 

演習 選 
 30 学ぶ各種 ュ タ 使

実 試 理解 深 い   (1) 

 選  
45 

(3) 

Java 作成 基本 学び  

一

般

科

目 

就職対策  必 
 30 就職 必要 心得 ネ や面接対策 行い  

 (2) 

ュ ン  選 
45  社会 出 時 要 あ 社会性 人間性 向 目指

 (3)  



区

 
科   目 必／選 前期 後期     容 

 

ワ  選 

 
45 

(3) 

作業 行う 社会 出 必要 ュ

ョン能力 向 図 業務 行

う ういう 学び  
 

体育  選 
30 

(1) 

 
資格 得 脳 ッ ュ 目的 運動 行い

複数人 運動 ュ ョン

能力 向 図   

 



履修科目 
 

ン 次       数字 履修時間数 ( ) 単位数 
区

 
科   目 必／選 前期 後期     容 

基

礎

科

目 

 選 
90 

(6) 

 作成 基本的 考え方 流 図 作成

習得 流 図 基 作成

ッ 事 理解 深  
 

 選 

 
45 

(3) 

作成 基本的 考え方 流 図 作成

習得 流 図 基 作成

ッ 事 理解 深  
 

ン

科

目 

修了試験対策  選 
45  旬 旬 行わ 基本情報技術者試験

午前免除修了試験 対策 行う  (3)  

国家資格対策  選 
90 

(6) 

 進 合わ 適 時期 基本情報処理技術者

試験 資格 得 目指 対策講 開設   

門

科

目 
 
 

ネ ン  選  
45 

(3) 

IT 系 業務 必要 ネ ン 中 IT ネ

ン ネ ン い 学習 業務遂行

役立 人材 目標  

ネッ ワ 構築 選 

 
45 

(3) 

ネッ ワ い 深く勉強 基本情報 応用情

報 ネッ ワ 試験 ネッ ワ

強く 目標  
 

演習 選 
90 

(3) 

 Java 利用 オ 指向 ン

い 演習   

オ 指向 選 
 90 

(6) 

オ 指向 ン い 学び  

 

 選 
45 

(3) 
 

タ 利用 SQL い 学び Oracle Master 

Bronze SQL 得 く 同等 能力 身 付 目

標  

 選 

 
90 

(6) 

タ 利用 SQL い 学び Oracle Master 

Bronze DBA 得 く 同等 能力 身 付 目

標  
 

作品制作 選 
 45 業界 使わ い 技術 学び 効果的

ン 作 方 演習   (1.5) 

一

般

科

目 

就職対策  必 
45 

(3) 

 就職 必要 心得 ネ や面接対策 行い  

 

体育  選 
30 

(1) 

 資格 得 脳 ッ ュ 目的 運動 行い

 

 
 

実

務

科

目 

卒業研究 選 
 90 

(3) 

間 集大成 個人 チ や課題 設

定 行い作品 完成   

ンタ ン ッ  選 
 60 企業 実業務 体験 働く ういう 学び  

 (2) 

職場見学 選 
 30 企業 中 業務 行い 社会 出 時 う立 振 舞え 良

い 学び   (1) 



区

 
科   目 必／選 前期 後期     容 

編

入

科

目 

線形 数 選 
30 
(2) 

 
行列や行列式 関 理論 体系化 数学 一 連立

1次方程式 逆行列 · 行列式 学び  

微 積  選 
45 
(3) 

 
解析学 基本的 部 形成 数学 一 関数 原始

関数 線形性 微 係数 計算 学び  

微 積  選  
45 
(3) 

解析学 基本的 部 形成 数学 一 関数

面積 不定積 面積 計算 学び  

物理  選 
30 
(2) 

 
自然科学 一 運動 力積 運動 力 運動方程式 力

学的 ネ 運動 学び  

物理  選  
30 
(2) 

自然科学 一 水 投射 斜方投射 力 ン 慣

性力 運動 単振動 学び  

 



履修科目 

ン タ 次       数字 履修時間数 ( ) 単位数 
区

 
科   目 必／選 前期 後期     容 

基

礎

科

目 

ン演習  必 
45 

(1.5) 

 ｉ 使い方や 表計算 ョン 操作法

理解 利用 仕方 い 学び   

J検活用 級対策 必 
30  J検 級 合格 目指  

(2)  

J検活用 級対策 必 
30  J検 級 合格 目指  

(2)  

J検活用 級対策 選 
30  J検 級 合格 目指  

(2)  

ン  選 
 45 Visual Basic 作成 通 Windows 環境

ン 基礎 学習   (3) 

MOS(Excel)対策 選 
 45 ｉ  ｉ  ｉ ｌｉ  

得 目指 練習   (3) 

B検 3級対策 選 
45  ネ 検定 級合格  

(3)  

B検 2級対策 選 
 45 ネ 検定 級合格  

 (3) 

門

科

目 

ン演習  選 
 45 表計算 活用法 タ 基本的 使い方 理解

利用 仕方 い 学び   (1.5) 

資料作成 選 
45  Excel 中心 業務 利用 資料作成 手法 い

学習  (3)  

故 求 選 

 
45 

(3) 

PC 解決 方法 学び ンタ 設

定 ネッ ワ OS 設定等様々 場面 適

処置 目標  
 

ワ 演習  選 
45  ネ 文書 作成 い 基礎 学び  

(1.5)  

ワ 演習  選 
 45 1 前期 ワ 演習 1 引 続 ネ 文書 作成

い 学び   (1.5) 

一

般

科

目 

就職対策  必 
 30 就職 必要 心得 ネ や面接対策 行い  

 (2) 

ュ ン  選 
45  社会 出 時 要 あ 社会性 人間性 向 目指

 (3)  

ワ  選  
45 

(3) 

作業 行う 社会 出 必要 ュ

ョン能力 向 図 業務 行

う ういう 学び  

体育  選 
30 

(1) 

 資格 得 脳 ッ ュ 目的 運動 行い

  

基礎 選 
45 

(3) 

 問題 く 解 就職試験 備え  

 

対策 選 
 45 問題 く 解 就職試験 備え  

 (3) 



区

 
科   目 必／選 前期 後期     容 

一

般

科

目 

ン字  選 
15  

美 く文字 書く 技術 ン 学び習得  
(1)  

ン字  選 

 
15 

(1) 

前期 ン字 引 続 美 く文字 書く

技術 ン 学び習得 履歴書や 筒

書 方 学び  
 

簿記  選 
45  企業 活動 各種 帳簿 用い 計数的 記録 計算 整理

企業 必要 諸表 報告書 技術 簿記 記

録 企業経営 合理的 活動 計画 効率

的 企業 運営 いく能力 習得 目標

 

(3)  

簿記  選 

 
45 

(3)  

 



履修科目 
 

ン タ 次       数字 履修時間数 ( ) 単位数 
区

 
科   目 必／選 前期 後期     容 

基

礎

科

目 

MOS(Word)対策 選 
45  ｉ  ｉ  ｉ ｌｉ  

得 目指 練習  (3)  

MOS(Powerpoint/Outl

ook)対策 
選 

45  ｉ  ｉ  ｉ ｌｉ  

得 目指 練習  (3)  

MOS(Access)対策 選 
 45 ｉ  ｉ  ｉ ｌｉ  

得 目指 練習   (3) 

門

科

目 

文書技法 選 
45  ワ 演習 学 文書実務 実践的 更 深く学

習  (3)  

ン  選 
45 

(3) 

 VisualBasic.NET 用い 定期業務 簡略化 効率 良い

業務 出来 作成出来 う

目標  
 

ン  選 

 
45 

(3) 

VisualBasic.NET 用い 定期業務 簡略化 効率 良い

業務 出来 作成出来 う

目標  
 

ン技法  選 
45  ッ 表 あ Photoshop び

Illustrator 利用 画像生成や加工 技術 学ぶ  (3)  

ン技法  選 
 45 ッ 表 あ Photoshop び

Illustrator 利用 画像生成や加工 技術 学ぶ   (3) 

入門 選 
45  情報 発信手段 効 作成方法 学び

 (3)  

タ 演習  選 
45  実習形式 タ 設計 構築方法 学び

 (1.5)  

タ 演習  選 
 45 Access 使 タ 操作方法や構築方法

習得 具体的 作成   (1.5) 

日商 検定 文書

作成  
選 

 45 日商 PC検定 文書作成 合格  

 (3) 

日商 検定 

タ活用  
選 

 45 日商 PC検定 タ活用 合格  

 (3) 

一

般

科

目 

就職対策  必 
45  就職 必要 心得 ネ や面接対策 行い  

(3)  

体育  選 
30  資格 得 脳 ッ ュ 目的 運動 行い

 (1)  

ン字  選 
15  前期 後期 引 続 美 く文字 書く 技術

ン 学び習得  (1)  

旅行業務 選 
45 

(3) 

 観光情報や地理 交通事情 施設等 契約 手配 旅行業務

全般 関連法 学び 国家試験合格 目指   

販売士 験講  選  
45 

(3) 

販売士 級 合格  

 



 

区

 
科   目 必／選 前期 後期     容 

 

ン ョン 選 

 
45 

(3) 

企画 立案 ン ョン いう手法 用い

ン ョン資料 作成 発表 一連 流 学

習  
 

実

務

科

目 

卒業研究 選 
 90 間 集大成 個人 チ や課題 設

定 行い作品 完成   (3) 

ンタ ン ッ  選 
 60 企業 実業務 体験 働く ういう 学び  

 (2) 

職場見学 選 
 30 企業 中 業務 行い 社会 出 時 う立 振 舞え 良

い 学び   (1) 

編

入

科

目 

線形 数 選 
30 
(2) 

 
行列や行列式 関 理論 体系化 数学 一 連立

1次方程式 逆行列 · 行列式 学び  

微 積  選 
45 
(3) 

 
解析学 基本的 部 形成 数学 一 関数 原始

関数 線形性 微 係数 計算 学び  

微 積  選  
45 
(3) 

解析学 基本的 部 形成 数学 一 関数

面積 不定積 面積 計算 学び  

物理  選 
30 
(2) 

 
自然科学 一 運動 力積 運動 力 運動方程式 力

学的 ネ 運動 学び  

物理  選  
30 
(2) 

自然科学 一 水 投射 斜方投射 力 ン 慣

性力 運動 単振動 学び  

 

 

卒業要件 基礎科目 単位 実務科目 単位 得 必要  

 



自動車整備科 

 

 

教育指標  

 

 

自動車 そ 機能性 便利さ 々 社会生活 い

無く い い 一方自動車 排気 公害や

音 地球温暖化 問題 わ 大 問題 い こ

周知 あ こ 問題 対 地球環境 考慮

たハ ブ ッ 車や 燃料電池を搭載 た自動車 技術開発 進

今後 い 電気自動車 主流 こ 確実 あ  

こ う 自動車 今後ま ま 進化 各部装置 改良 制

御系統 電子化 技術的 わ 複雑 自動車業界

を取 巻く環境 大 く変わ う い 従 技術者

自動車 エン ン構造 ャ 構造 電子制御 基本的

知識や技術 不可 そこ 本学科 進化 自動車

社会 対応 技術者 育 を目的  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



履修科目 
 
年                     数字 履修時間数 ( )内 単位数 

区分 科   目 必／選 前期 後期 内    容 

 

工業数学 選 
 15 

工業数学 基礎を学びま  
 (1) 

一般教養 選 
  15 

就職試 対策を行いま  
  (1) 

自動車概論 必 
60   自動車 構造 性能 び ク 排気量 基礎

的 計算 い 学びま  (4)   

電気電子概論 必 
60   

電気 電子 基礎 い 学びま  
(4)   

自動車工学  必 
60   

エン ン 基本的 構造 性能 い 学びま  
(4)   

自動車工学  必 
  60 

自動車 ャ 基本的 構造 性能 い 学びま    (4) 

電気装置 構造 必 
  60 充電 点火 始動 計器 電気装置 機能 構造 

い 学びま    (4) 

自動車整備概論 必 
60   自動車整備を 上 必要 工具や測定器 使い方 

を学びま  (4)   

エン ン整備 必 
  60 

エン ン い 整備方法 い 学びま  
  (4) 

機械工作実習 必 
60   

金属 性質や加工方法を学びま  
(2)   

計測実習 必 
  60 

自動車を整備 上 測定方法を学びま  
  (2) 

基礎エン ン整

備実習 
必 

180   ンエン ン エン ン 整備技術  

基礎を実習 ま  (6)   

基礎 ャ 整備

実習 
必 

  180 ブ やサ ペン ョン 整備技術 基礎を実

習 ま    (6) 

電気装置実習  必 
120   電気 電子回路 コンピュ タ制御 基礎 他 

パ コン演習及び Ａ 実習を ま  (4)   

電気装置実習  必 
  120 

自動車電装品 整備技術 基礎を実習 ま  
  (4) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



履修科目 
 

年                     数字 履修時間数 ( )内 単位数 

区分 
科   目 必／

選 
前期 後期 内    容 

 

自動車整備士

数学 
選 

15   
自動車整備士 必要 応用数学を学びま  

(1)   

自動車工学  必 
60   

応用的 エン ン い 構造を学びま  
(4)   

自動車新技術 必 
  60 

最新 自動車技術を学びま  
  (4) 

二輪自動車講座 必 
  30 

輪自動車 エン ン ャ 等 構造を学びま  
  (2) 

整備士試 講座 必 
  60 

級自動車整備士試 対策を行いま  
  (4) 

ャ 整備 必 
60   

ャ い 整備方法を学びま  
(4)   

電装整備 必 
60   

電装品や電子制御 整備 い 学びま  
(4)   

ブ 原因追

究 
必 

  60 
故障原因 究明方法 い 学びま  

  (4) 

自動車整備検査 必 
  30 

自動車 整備 検査 い 学びま  
  (2) 

自動車整備法規 必 
60   

自動車 関 法規を学びま  
(4)   

電気装置実習  必 
120   

電装品 整備技術 応用を実習 ま  
(4)   

自動車検査実習 必 
60   

自動車 検査 たを学びま  
(2)   

故障原因探求実

習 
必 

  120 
故障原因 究明 そ 処置方法 い 実習 ま  

  (4) 

応用エン ン整

備実習 
必 

180   応用的 ンエン ン エン ン 分解

作業を通 学びま  (6)   

応用 ャ 整備

実習 
必 

  120 
ャ 関 部品 分解整備 実習を行いま  

  (4) 

 

総合整備実習 必 
  120 

総合的 整備実習を行いま  
  (4) 

 



科電気工学コ  

 

 

教育指標  

 

 

近 生活文化 向 産業界 発展 電力消費 著

く増大 そ 伴い 日常生活 け 電気エ 比

々高 い  

  電力設備 発電所変電所あ い 送配電線等 う 電源施

設 工場や高 等 代表 負荷施設 分け

施設 大規模化 自動制御化 省エ 化

著 い た 施設 定 滑 運営管理

いく 専門 理論 技術 幅広く習得 あわ 具体的

対応 う 能力 育成 必要 あ  

  本学科 社会 要求 即応 た電気工学関係技術 各

自 能力 応 基礎理論 具体的技術 最 効果的 教育

あわ 社会人 必要 教養 身 け 勤労 責任

心身 健全 電気技術者 育成 目的

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



修科目 
 

次                    数字 修時間数 ( ) 単位数 
区分 科   目 必／選 前期 後期     容 

 

技術英語 選 
30   技術的 英語 理解 工学 海外 情や時 理解 

目的 い  (2)   

数学  必 
45   工学 基礎 対数 指数 角関数 基 ベ  

複素数 学  (3)   

数学  必 
  45 

微分 積分 基礎的 容 学  
  (3) 

物理学 必 
45   力 釣 合い 質点 運動 運動 力 エ

力学 中心 学  (3)   

電気磁気学  必 
45   静電界 中心 ン 法則 電荷 電界 静電容  

計算 導体 誘電体 い 学  (3)   

電気磁気学  必 
  45 磁界 中心 オ サ 法則 電磁誘導  

ン ン 磁気回路 い 学    (3) 

電気回路  必 
45   直流回路 基礎 あ オ ム 法則 法

則 ン 定理 回路 い 学  (3)   

電気回路  必 
45   交流 瞬時値 波形 実効値 ン ン 記号法  

交流 電力 い 学  (3)   

電気回路  必 
  45 

衡 不 衡 相回路 波交流 学  
  (3) 

電子回路 必 
  45 ン 増幅回路 い 接地回路 種類  

各種増幅回路 動作原理 特性 学    (3) 

電気 電子計測 必 
  45 電気 電子測定機器 構造及 原理 理解 共  

電磁気 電子計測技術 学    (3) 

電子工学 選 
45   固体物性 基礎 オ ン  

動作原理 学  (3)   

発変電工学 選  
  45 水力 火力 原子力発電及 発電方式 変電所 種

類 構成 設備 使用目的 特徴 学    (3) 

電気材料 選  
30   

絶縁 導電 磁気材料 性質 用途 学  
(2)   

電気機器  必 
  45 直流発電機 電動機 構造 原理及 種類 特性  

制御等 い 学    (3) 

 

第一種電気工 士講  選 
30   

第一種電気工 士筆記試験対策 行い  
(2)   

第 種電気工 士講  選 
  15 

第 種電気工 士筆記試験対策 行い  
  (1) 

級 講習 選 
15   

験資格 得 た 講習会 
(1)   

電気実習  必 
60   電線 接続方法 工 行い 基本的  

施工技能 習得  (2)   

基礎実験 必 
  90 整流回路 特性 Ｌ Ｒ回路 共振特性 電力 計 特

性交流回路 ベ 軌跡等 計測    (2) 

 

 



修科目 
 

次                    数字 修時間数 ( ) 単位数 
区分 科   目 必／選 前期 後期     容 

 

 必 
  60 心理 健康問題 基礎 学 た

等 実技 行い    (2) 

回路 選 
30   代数 論理回路 基礎 学 そ 基  

論理Ｉ 原理 順序回路 い 学習  (2)   

送配電工学 選  
45   各種配電方式 配電線路 計算 電力系統 構成  

線路定数 各種接地方式等 学  (3)   

制御工学 必 
45   制御系 構成 特性 伝達関数 制

御 周波数応答特性 定 ,等 学  (3)   

電気機器  必 
45   変圧器 原理 構造 い 基礎的 知識 持ち 

そ 扱いや保 出来 う学習  (3)   

ワ エ

 
必 

  45 誘導機 原理 構造 そ 特性 制御  

同期機 原理 構造 そ 特性 制御 学    (3) 

2 級電気工 施

工講  
選 

  30 
2級電気工 施工管理者試験対策 行い  

  (2) 

電子計算機概論 必 
45   コン ュ 構成 基礎知識 習得 ソコン

扱い ム 作成 行い  (3)   

電子計算機演習 必 
  60 数値計算法 基礎 演習 通 電気工学分  

応用 活用 い 学習    (2) 

照明工学 選  

  30 各光源 原理 特徴 用途及 照明 基礎計算 基  

照明設計 方法 学    (2) 

第 種電気工

士講  
選 

30   第 種電気工 士筆記試験 実技試験対策 

行い  (2)   

電気法規 選  

  15 電気関係法 電気工作物 電気設備技術基準 い  

学    (1) 

電気施設管理 選  

  15 電力需給 電力施設 電力系統 エ 資源

電力 役割 い 学    (1) 

第一種電気工

士講  
選 

30   第一種電気工 士筆記試験 実技試験対策 

行い  (2)   

電気製図  必 
60   図面用文字 線 直線 弧 錐曲線等 学 電気 

設備 必要 図記号 回路図 作図法 学  (2)   

 

電気製図  必 
  60 面図 基 照明設計 配線設計 行い設計書 設計図 

作成    (2) 

応用実験  必 
90   発電機 電動機 特性測定 単相変圧器 各種特性 

測定 長形光 計 光束測定等 行い  (2)   

応用実験  必 
  90 模擬送電装置 形 相誘導電動機等 特性測定  

再生可能エ 高電圧実験等 行い    (2) 

電気実習  必 
60   金属管 合成樹脂管 可 う電線管等 施工技術  

学 第一種電気工 士 実技試験対策  (2)   

 
 

  

 



建 築 学 科 

 

 

教育指標  

 

現在 ＩＴ 発展 建築業界 ＩＴ 導入 急

変革 起 設計業務 全 コン 行わ い い

過言 い 経済 逼塞( そ )感や 市場環境

従来型 大 生産 大 販売方式 見直 進 い  

日本 現在 建築文 渦中 あ 急 変

い う 社会 対 的確 対応 ＩＴ 備

え 個性的 感性 持 建築技術者 養成 必須 あ

急務 あ 少子高齢 社会変 進 ビ

法 象徴 フ 考え方 そ 根本 取得

い そ 高齢者 何 い 有

人々 含 幸福 愛情あ 未来 夢 膨 生活環境

創造 福祉住環境 社会的整備 進 い  う 社会情

勢 中 人々 生活 急 変 複雑 人間性

回復 癒 (いや ) 求 い 建築技術者

生活空間 中 要求 実現 責任 負う  

本校 学生 ＩＴ 基本的技術 学習 個性

的 感性 表現方法 取得 い チ ワ

仕事 対応 考え方 構築 中堅技術者

明 素直 腰 軽 身 生活  

本校 建築学科 教育 日本 建築界 支え 全 人 貢献

建築技術者 養成 目的  

  

 

 



履修科目 クニカ コース 
 
年                            数字 修時

間数 ( )内 単位数 

区分 
科   目 必／

 
前期 期 内    容 

建 
 

築 
 

専 
 

門 
 

科 
 

目 

○建築概論 必 

15  人間生活 広い分 わ 建築 社会

ビ や ンタ ネ 体験 建築社会

入  
(1)  

○建築計  必 
30  建築計 方法 建築設計 応用 い

具体的 学  (2)  

○建築計  必 
 30 住宅 集合住宅 事務所等 様々 建築

い そ 施設計 い 学   (2) 

○西洋建築史 必 
15  ～中世 建物 変 通 建築

技術 建築 ン 発 い 学  (1)  

○近 建築史 必 
 15 近世～現 建築運動 流 通 著

名 建築様式や建築家 い 学   (1) 

○日本建築史 必 
30  日本 建築 源流 中世建築様式 そ

時 背景 学  (2)  

○設備 ン 必 

45  建築物 関わ 給排水 空調 電気設備

い 学  

設備器具 ン 考え い

 

(3)  

○住宅構造 必 

45  和風住宅や洋風住宅 木造 在来工法

フ 工法 い そ 考え方 建築

方法 学  
(3)  

○建築材料 必 

45  建築 使用 基本的 材料 あ 木材

鋼 コン ン 素材等 い

学  
(3)  

○構造力学  必 

45  人々 タ 建築物

全 作 基本的 計算方法 図式

解法 学  
(3)  

○構造力学  必 

 45 基本的 計算技術 実 建築物

近い構造 全 設計 技術 学

 
 (3) 

○構造 ン  必 

 45 鉄骨構造 鉄筋コン 構造 構造

ン いう観点 そ 特徴 設計法 学

 
 (3) 

 福祉住環境  

 60 高齢者や何 害 あ 人

人々 一緒 心 生活 住環境

考え  
 (4) 

 建築ＩＴ 必 

15  コン 基本的操作方法 電子

ンタ ネ 等 技術 学 ＩＴ

入  
(1)  

 級建築士講   

 45 級建築士 必要 建築全般 知識 具

体的 出題問題 解 学習 合

格 目指  
 (3) 

演 
 

習 
 

科 
 

目 

   

30  主 チ プ 必要 行

い 耐力 向上 チ ワ 構築 学

習  
(1)  

○ ン 演習 
 

 

60  建築物 色彩計 目標 色彩 基礎 学

演習 色 関 基本的

身  
(2)  

 ン 必 

60  
ン 作成 い

ン 基礎 造形 色彩 感性 い

い  
(2)  

○ Ａ Ｇ演習 必 

30  
設計製図授業 Ａ 使用方法

Ｇ 使用方法 習得  (1)  



○ ュ ョン  

45 45 ン ン

ュ ョン プ ン ョン

技術 習得  
(1.5) 

(1.5) 

 Ａ 演習  

 30 建築図面 Ａ

Ａ 実践的 技術 建築図面 製図方

法 学  
 (1) 

○住宅設計製図 必 

 90 間取 等 プ ン ン 過程 経 身近

木造専用住宅 設計 Ａ 確認申請

用 図面 作成  
 (3) 

○住宅 ン 設計 必 
 60 自分 設計 住宅 立体 ン

設計 透視図( ) Ｇ 作図   (2) 

 ※建築施工演習  
 60 実 建築施工現場 必要 基本的 技

術 技能や考え方 演習 育成   (2) 

 
 
 
 
 
 
 
 
年                            数字 修時

間数 ( )内 単位数 

区分 
科   目 必／

 
前期 期 内    容 

建 
 

築 
 

専 
 

門 
 

科 
 

目 

○建築法規  必 
15  建築物や街並 設計 工事等 必要

知  

建築基準法等 法 知識 基礎 学  
(1)  

○建築法規  必 
 45 建築基準法 施行 民法

都市計 法等 法 知識 具体的 学

 
 (3) 

○建築環境 必 
45  日照 採 換気 熱環境等 生活環境 関

基本的 考え方 学 快適 空間 提

供 知識 習得  
(3)  

○建築 ネ ン  必 
30  建築物 作 請負契約 施工管理 施

工業務等や建築物 値段 算出 積算 基

本的知識 学  
(2)  

○建築施工  必 
15  建築物 作 工事 進 方や 内装

外装 仕上 工事 い 学習

 
(1)  

○※建築施工   
 45 建築工事 技術的 経済的問題 対象 施

工 基本原理や施工要領 具

体的 学  
 (3) 

○※構造 ン   
45  鉄骨鉄筋コン 構造等 複雑 構造

特徴 学 超高 建築等 最 端建築構造

技術 学  
(3)  

○都市地域計  必 
 45 世界 都市 学 そ 機能や美 問題

点 考察 実 計 や

ン 行い  
 (3) 

○ ン プ ン  

30  世界各地 風景 海 風景 建築

観点 鑑賞 風景 対

批評 提案 行い  (2)  

○見積  必 

 45 
官公庁 実 建築各分 最 要

視 建築工事 コ 算出 実践的

技術 習得  
 (3) 

 施工管理技士講   

60  
各種施工管理技士 必要 知識 習得

施工管理技士 活躍 心構

え 身 付 い  
(4)  



○ ン  

45  世界各地 住空間 学習 空間

ン い 感覚 育成 空間

ン  
(3)  

 宅建講   
45  不動産 売 や賃 仲介 不可 宅

地建物取引主任者 知識 習得  (3)  

 級建築士講   
 45 高 建築 行う 級建築士

建築全般 知識 学習 免許取得 目指

 
 (3) 

演 
 

習 
 

科 
 

目 

○※構造設計  
60  構造力学 習得 知識 加え 実 鉄

筋コン 構造設計 技術 習得

 
(2)  

○※建築施工図  
 60 建築施工現場 必要 施工図 知識

や技術 実践的 演習 行う

習得  
 (2) 

○ 演習 必 
60  コン 実 製作 性質 調

ン 材料 い 各

性質 調 い  
(2)  

○建築測 演習 必 
60  建築施工現場 必要 測 機器 取

扱い方や 測 技術 実 演習

習得  
(2)  

○公共建築設計 必 
60 60 公共建築設計 公立図書館 そ 企

設計 行い  (2) (2) 

○※商業建築設計  
45 45 ン 喫茶店等 商業建築

企 設計 Ｇ プ ン

ョン 行い  
(1.5) (1.5) 

 卒業研究 必 
 90 建築 関 学習 集大成 各自

追求 い 成感

あ 研究 目標  
 (3) 

 
○ 建築士試験指定科目 
※ コ 修科目 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



履修科目 イン ア ザインコース 
 
年                            数字 修時

間数 ( )内 単位数 

区分 
科   目 必／

 
前期 期 内    容 

建 
 

築 
 

専 
 

門 
 

科 
 

目 

○建築概論 必 

15  人間生活 広い分 わ 建築 社会

ビ や ンタ ネ 体験 建築社会

入  
(1)  

○建築計  必 
30  建築計 方法 建築設計 応用 い

具体的 学  (2)  

○建築計  必 
 30 住宅 集合住宅 事務所等 様々 建築

い そ 施設計 い 学   (2) 

○西洋建築史 必 
15  ～中世 建物 変 通 建築

技術 建築 ン 発 い 学  (1)  

○近 建築史 必 
 15 近世～現 建築運動 流 通 著

名 建築様式や建築家 い 学   (1) 

○日本建築史 必 
30  日本 建築 源流 中世建築様式 そ

時 背景 学  (2)  

○設備 ン 必 

45  建築物 関わ 給排水 空調 電気設備

い 学  

設備器具 ン 考え い

 

(3)  

○住宅構造 必 

45  和風住宅や洋風住宅 木造 在来工法

フ 工法 い そ 考え方 建築

方法 学  
(3)  

○建築材料 必 

45  建築 使用 基本的 材料 あ 木材

鋼 コン ン 素材等 い

学  
(3)  

○構造力学  必 

45  人々 タ 建築物

全 作 基本的 計算方法 図式

解法 学  
(3)  

○構造力学  必 

 45 基本的 計算技術 実 建築物

近い構造 全 設計 技術 学

 
 (3) 

○構造 ン  必 

 45 鉄骨構造 鉄筋コン 構造 構造

ン いう観点 そ 特徴 設計法 学

 
 (3) 

 福祉住環境  

 60 高齢者や何 害 あ 人

人々 一緒 心 生活 住環境

考え  
 (4) 

 建築ＩＴ 必 

15  コン 基本的操作方法 電子

ンタ ネ 等 技術 学 ＩＴ

入  
(1)  

 級建築士講   

 45 級建築士 必要 建築全般 知識 具

体的 出題問題 解 学習 合

格 目指  
 (3) 

演 
 

習 
 

科 
 

目 

   

30  主 チ プ 必要 行

い 耐力 向上 チ ワ 構築 学

習  
(1)  

○ ン 演習 
 

 

60  
建築物 色彩計 目標 色彩 基礎 学

演習 色 関 基本的

身  
(2)  

 ン 必 

60  
ン 作成 い

ン 基礎 造形 色彩 感性 い

い  
(2)  

○ Ａ Ｇ演習 必 
30  設計製図授業 Ａ 使用方法

Ｇ 使用方法 習得  (1)  



○ ュ ョン  

45 45 ン ン

ュ ョン プ ン ョン

技術 習得  
(1.5) 

(1.5) 

 Ａ 演習  

 30 建築図面 Ａ

Ａ 実践的 技術 建築図面 製図方

法 学  
 (1) 

○住宅設計製図 必 

 90 間取 等 プ ン ン 過程 経 身近

木造専用住宅 設計 Ａ 確認申請

用 図面 作成  
 (3) 

○住宅 ン 設計 必 
 60 自分 設計 住宅 立体 ン

設計 透視図( ) Ｇ 作図   (2) 

※フ ワ ン ン   

 60 第一線 活躍 指導者 実

ン ン フ ワ 制作 そ 技術 習

得  
 (2) 

 
 
 
 
 
 
年                            数字 修時

間数 ( )内 単位数 

区分 
科   目 必／

 
前期 期 内    容 

建 
 

築 
 

専 
 

門 
 

科 
 

目 

○建築法規  必 
15  建築物や街並 設計 工事等 必要

知 建築基準法等 法 知識 基礎

学  
(1)  

○建築法規  必 
 45 建築基準法 施行 民法

都市計 法等 法 知識 具体的 学

 
 (3) 

○建築環境 必 
45  日照 採 換気 熱環境等 生活環境 関

基本的 考え方 学 快適 空間 提

供 知識 習得  
(3)  

○建築 ネ ン  必 
30  建築物 作 請負契約 施工管理 施

工業務等や建築物 値段 算出 積算 基

本的知識 学  
(2)  

○建築施工  必 
15  建築物 作 工事 進 方や 内装

外装 仕上 工事 い 学習

 
(1)  

○都市地域計  必 
 45 世界 都市 学 そ 機能や美 問題

点 考察 実 計 や

ン 行い  
 (3) 

○ ン プ

ン 
 

30  世界各地 風景 海 風景 建築

観点 鑑賞 風景 対

批評 提案 行い  
(2)  

○見積  必 
 45 官公庁 実 建築各分 最 要

視 建築工事 コ 算出 実践的

技術 習得  
 (3) 

 施工管理技士講   
60  各種施工管理技士 必要 知識 習得

施工管理技士 活躍 心構

え 身 付 い  
(4)  

○※ ン プ ン  
45  家具 や ン 択 照明

設備器具 択方法 学 ン 調

和 考え  
(3)  

○※ ン

ン 
 

 45 ン 知識 実 ン ン

例 考察 ン 設計 手法 習得

 
 (3) 

○ ン  

45  世界各地 住空間 学習 空間

ン い 感覚 育成 空間

ン  
(3)  



 宅建講   
45  不動産 売 や賃 仲介 不可 宅

地建物取引主任者 知識 習得  (3)  

 級建築士講   
 45 高 建築 行う 級建築士

建築全般 知識 学習 免許取得 目指

 
 (3) 

演 
 

習 
 

科 
 

目 

○ 演習 必 
60  コン 実 製作 性質 調

ン 材料 い 各

性質 調 い  
(2)  

○建築測 演習 必 
60  建築施工現場 必要 測 機器 取

扱い方や 測 技術 実 演習

習得  
(2)  

○公共建築設計 必 
60 60 公共建築設計 公立図書館 そ 企

設計 行い  (2) (2) 

○※ フ

ン 
 

60  住宅 店舗等 主 ン フ

計 提案 実 フ 設計

行い  
(2)  

○※ ン コ

ネ  
 

 60 内装材 家具 窓 等 建具 照明器具

等 基本的 知識 実 コ ネ

行い 手法 学  
 (2) 

※

ン 
 

45 45 建築物 外観 ン 基本的知

識 学習 実 建物 設計

行う技法 習得  
(1.5) (1.5) 

 卒業研究 必 
 90 建築 関 学習 集大成 各自

追求 い 成感

あ 研究 目標  
 (3) 

 
○ 建築士試験指定科目 
※ ン ンコ 修科目 
 

 

 

 

 

 



公務員学科 
 
教育指標  

 

 2011 3 11日 巨大 地震 津波 東日本 襲 そ 後

報道 こ 安時代初期 起こ 大震災 千数

百 時 隔 再来 いう 当時 現地 遠

都 伝聞資料 知 得 災害 現代

被災 人々自身 映像 生々 記録 詳細 報

道 私 そ 映像 見 言葉 失う

あ  

そ 未曾 災厄 い 日本人 混乱 少 あ

いえ 秩序正 整然 行動 こ 国内外 報道

特 公務 職 あ 人々 自 被災 わ 骨身

惜 全力 地域 人 救助 当 そ 公務員

目指 当学科 者 わ 誇 いこ  

日本 震災 被害 立 直 容易 こ い 日本

今後何 間 経 面 文化 含 あ ゆ 分

根源 再出発 こ 日本人 活力 勤勉

そ 類い希 能力 直面 い 困 必 克服 再び価値

あ 国 作 出 い あ う  

そ う 時代 要請 あ 当学科 何 公務員

験指 置 公務員 採用枠 今後 そ ほ 減少

い 思わ 公務員 仕 安定 福利厚生制

い 男女差 少 い職場 魅力的

あ 安心 自分 能力や意欲 生 充分 働 い あ

誇 持 仕 あ  

当学科 社会全般 関 広い知見 識見 養い

状況 対応 総合的 実務能力 身 そ

う 日本 再建 強い志 あ 人材 育成 い  



履修科目 
 
次                    数字 履修時間数 ( )内 単位数 

区分 科目 必/選 前期 後期 内容 

 公務員講  選 
30 

(2) 
 公務員 職種や仕 概要 心得 学習 理解  

専 

 
公務員講  選  

30 

(2) 
特 講義 公務員 教養や必要 知識 身  

門 

 
政治  選 

15 

(1) 
 政治 分 総合的 学習  

科 

 
政治  選  

15 

(1) 
引 続 政治 分 総合的 学習  

目 経  選 
15 

(1) 
 経 分 総合的 学習  

 経  選  
15 

(1) 
引 続 経 分 総合的 学習  

 社会  選 
15 

(1) 
 
現代社会 総合的 眺 視点 学び

 

 社会  選  
15 

(1) 

引 続 現代社会 総合的 眺

視点 学び  

 日本史  選 
30 

(2) 
 日本史 広 概観 総合的 学習  

 日本史  選  
30 

(2) 

引 続 日本史 概観 現代日本 総合的 理解 深

 

 世界史  選 
30 

(2) 
 世界史 概観 総合的 学習  

 世界史  選  
30 

(2) 

引 続 世界史 概観 国際社会 理解 一助

 

 地理  選 
15 

(1) 
 地理 総合的 学習 基礎的知識 身  

 地理  選  
15 

(1) 

引 続 地理 学習 人文科学系 総合的知識 身

 

 
文学･芸術･哲学

 
選 

15 

(1) 
 文芸や哲学 広 学習  

 
文学･芸術･哲学

 
選  

15 

(1) 
引 続 文芸や哲学 広 学習 知識 深  

 国語･ 論文  選 
15 

1  
 
国語力 身 頭 自己表現や作文 文章表現

基礎 身  

 国語･ 論文  選  
15 

1  

引 続 国語力 身 頭 自己表現や作文

文章表現 総合化 図  

 数学･数的推理  選 
45 

(3) 
 
数学系 基礎 主 学習 数的推理 様々

問題パタ ン 学習 各分 基本的解法 学び  

 数学･数的推理  選  
45 

(3) 

数学系 問題 数的推理 様々 問題パタ ン 学習

各分 総合的解法 学び  



区分 科目 必/選 前期 後期 内容 

 物理  選 
15 

(1) 
 
物理学 主 学習 自然科学系 基礎的知識 身

 

 物理  選  
15 

(1) 

物理学 主 学習 自然科学系 総合的知識 身

 

 化学  選 
15 

(1) 
 
化学 科目 主 学習 自然科学系 基礎的知識 身

 

 化学  選  
15 

(1) 

化学 科目 主 学習 自然科学系 総合的知識 身

 

 生物  選 
15 

(1) 
 
生物学 科目 主 学習 自然科学系 基礎的知識

身  

 生物  選  
15 

(1) 

生物学 科目 主 学習 自然科学系 総合的知識

身  

 地学  選 
15 

(1) 
 
地学 科目 主 学習 自然科学系 基礎的知識 身

 

 地学  選  
15 

(1) 

地学 科目 主 学習 自然科学系 総合的知識 身

 

 文章理解  選 
15 

(1) 
 
現代文 文 漢文 いわゆ 文章理解系 過去問 分析

基礎学習 行い  

 文章理解  選  
15 

(1) 

現代文 文 漢文 いわゆ 文章理解系 過去問 分析

総合学習 行い  

 英文解釈  選 
15 

(1) 
 
英文解釈 基礎 学び 内容 大 え 練習

 

 英文解釈  選  
15 

(1) 

引 続 英文解釈 基礎 学び 内容 大 え

練習  

 断推理  選 
45 

(3) 
 

断推理 問題パタ ン 学習 物 柔軟

考え 力 養成  

 断推理  選  
45 

(3) 
引 続 断推理 各分 学び  

 資料解釈  選 
30 

(2) 
 
様々 資料 い い タ 読 訓練 い

 

 資料解釈  選  
30 

(2) 

引 続 様々 資料 タ 読 高 訓練

い  

 適性対策  選 
30 

(2) 
 公務員試験 多 対応 適性 解法 習得  

 適性対策  選  
30 

(2) 

引 続 公務員試験 多 対応 適性 解法 習得

 

 模擬試験 A 選 
15 

(1) 
 
公務員試験 模擬試験 利用 各分 解法 総合的 学

び  

 

ス  選 
30 

(2) 
 
基礎体力 養成 筋力ア プ 図 基本的

種目 ル ルや技術 学習 行い  

ス  選  
30 

(2) 

基礎体力 養成 筋力ア プ 図 基本的

種目 ル ルや技術 学習 行い  



区分 科目 必/選 前期 後期 内容 

 体力試験対策  選 
45 

(3) 
 特 公安系 希望 者 筋力ア プ 図  

 体力試験対策  選  
45 

(3) 
特 公安系 希望 者 筋力ア プ 図  

 

インタ ンシ

プ 
選 

15 

(1) 
 希望 官公庁 交 職場体験  

総合演習  選 
60 

(2) 
 公務員試験直前 対策 行い  

総合演習  選  
60 

(2) 
公務員試験 向 対策 行い  

実 

  

務 

  

科 

  

目 

パソコン入門 必 
30 

(2) 
  
パソコン 操作 OS インタ ネ メ ル 基本 学び

タイピング スタ  

MOS Excel 対策 選  
30 

(2) 
Microsoft Office Specialist 得 目指 練習  

日商 PC 検定 文

書作成 講  
選  

30 

(2) 
日商 PC検定 文書作成 合格  

日商 PC 検定

タ活用 講  
選  

30 

(2) 
日商 PC検定 タ活用 合格  

ペン字 選  
15 

(1) 
美 文字 書 技術 イン 学び習得  



履修科目 
 
次                    数字 履修時間数 ( )内 単位数 

区分 科目 必/選 前期 後期 内容 

専 公務員講  選 
30 

(2) 
 

引 続 特 講義 公務員 教養や必要 知識

身  

門 政治  選 
15 

(1) 
 政治 分 験 向 実践的 学習  

科 経  選 
15 

(1) 
 経 分 験 向 実践的 学習  

目 社会  選 
15 

(1) 
 現代社会 時 的 問題 験 向 実践的 学び  

 日本史  選 
30 

(2) 
 日本史 験 向 実践的 学習  

 世界史  選 
30 

(2) 
 世界史 験 向 実践的 学習  

 地理  選 
15 

(1) 
 地理 実践的 学習 総合的知識 身  

 
文学･芸術･哲学

 
選 

15 

(1) 
 文芸や哲学 深 学習 験 備え  

 国語･ 論文  選 
15 

(1) 
 
国語力 頭 自己表現や作文 文章表現 応

用力 身  

 数学･数的推理  選 
45 

(3) 
 
数学系 問題 数的推理 様々 問題パタ ン 学習

各分 実践的解法 学び  

 物理  選 
15 

(1) 
 
物理学 主 学習 自然科学系 実践的応用力 身

 

 化学  選 
15 

(1) 
 
化学 主 学習 自然科学系 実践的応用力 身

 

 生物  選 
15 

(1) 
 
生物学 主 学習 自然科学系 実践的応用力 身

 

 地学  選 
15 

(1) 
 
地学 主 学習 自然科学系 実践的応用力 身

 

 文章理解  選 
15 

(1) 
 
現代文 文 漢文 いわゆ 文章理解系 過去問 分析

応用力 身  

 英文解釈  選 
15 

(1) 
 
英文解釈 過去問 内容 大 え 実践

的練習  

 断推理  選 
45 

(3) 
 

断推理 各分 解法 学び 応用力 パワ ア

プ  

 資料解釈  選 
30 

(2) 
 
様々 資料 タ 読 高 訓練 解釈力

パワ ア プ い  

 

適性対策  選 
30 

(2) 
 ほ 公務員試験 対応 適性 解法 習得  

模擬試験 B 選 
15 

(1) 
 
公務員試験 模擬試験 利用 各分 解法 実践的 学

び  



区分 科目 必/選 前期 後期 内容 

 ス  選 
30 

(2) 
 
体力 養成 筋力ア プ 図

多 種目 ル ルや技術 学習 行い  

 体力試験対策  選 
45 

(3) 
 特 公安系 希望 者 筋力ア プ 図  

 総合演習  選 
60 

(2) 
 公務員試験直前 対策 行い  

実 

務 

科 

目 

卒業研究 必  
135   

9  

パソコン 操作 習熟 Word や Excel

PowerPoint 機能 理解 深 操作能力 高

そ 上 間 集大成 行い  

検定対策 選   
135   

9  

簿記検定や漢字検定 秘書検定 危険物乙４ 各種検定

資格 得 目指  

 



タ 科 

 

教育指標  

 

ン タ ン 同様 日本を代表

ン ン 産業 ン タ 小説 映

画 漫画 ンタ ン 要素

や ン 知識 向上 ま ま ン

仮想世界 創造 ネ ワ を通 多く 遠く離 た

人 ン そ 利用方法 ま

ま 事を提供 ま  

 ン タ 機器 ハ 最

先端 技術 利用 いま ハ 面 人間工学

基 いた ンを具現化 電子回路や生産技術 使わ

面 次元 ン タ を用いた表現

手法 生産性向上 技術 用い いま

 

 本学科 必要 ン タ 基礎

知識を身 付け ネ ワ 次元 次元 ン タ

実写映像 タ ン 等 タ作成を学

ま ン ン 制作 基本を理解 ン 技

術を学 更 ン タ 技術者 素養を身

付けま  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



履修科目 
 

年次                    数字 履修時間数 ( ) 単位数 
区

分 
科   目 必／選 前期 後期     容 

一

般

科

目 

ネ キ  必 
45 

(3) 
 

社会人 必要 事 能力を身 付け た

ネ 能力検定試験 合格を目指 ま  
ネ キ  必  

45 

(3) 

キャ ン  必 
30 

(2) 
 就職活動 備え 履歴書 書 方 面接 対応を学

ま また 事 対 理解を深 キャ パ

構築 い 学 ま  キャ ン  必  
30 

(2) 

専

門

科

目 

概論  必 
45 

(3) 
 業界 い 学 タ 職業理解を

深 ま また タ ン

タ 知識を身 付けま  概論  必  
45 

(3) 

数学  必 
45 

(3) 
 

制作 必要 数学 知識を基礎 学 ま  

数学  必  
45 

(3) 

 必 
45 

(1.5) 
 制作 必要 タ 対 知識

を学 ンを 滑

進 う ま   必  
45 

(1.5) 

ン  必 
45 

(1.5) 
 

制作 必要 ン 言語 習得を目指

ま  
ン  必  

45 

(1.5) 

ン 演習 1 必 
45 

(1.5) 
 

制作 必要 言語を実習を通 学

習 ま  
ン 演習  必  

45 

(1.5) 

制作  必 
60 

(2) 
 

次元 を用いた 制作 基本を確

実 身 付けま  
制作  必 

60 

(3) 
 

制作  必  
60 

(2) 
各自 企画 た 制作を行い 修了制作 展

示会 出品 ま また ま

方法を学 ま  制作  必  
60 

(2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



履修科目 
 

年次                    数字 履修時間数 ( ) 単位数 
区

分 
科   目 必／選 前期 後期     容 

一

般

科

目 

キャ ン  必 
30 

(2) 
 

就職 必要 ま 方を学 就職

活動 入 た 具体的 準備を始 ま  
キャ ン  必 

30 

(2) 
 

キャ ン  必  
30 

(2) 
社会人 必要 知識や自己表現力を学 ま  

キャ ン  必  
30 

(2) 

専

門

課

程 

キ  必 
60 

(2) 
 制作 必要 各種 キ ン 作成

素材 作成 必要 利用 関 知識を得ま

 キ  必  
60 

(2) 

数学  必 
45 

(3) 
 

制作 必要 数学 物理 知識を学 ま

 

ン  必 
45 

(1.5) 
 

制作 必要 高度 ン 言語 習得

を目指 ま  

 必  
45 

(1.5) 

制作 関わ 幅広い知識 習得 今後 技術

動向 い 考察 ま  

 必 
45 

(3) 
 

企画 役立 た 研究 評価 分

析 を行いま  

制作  必 
45 

(1.5) 
 

制作を体験 制作 必

要 技術を身 付けま  
制作  必 

45 

(1.5) 
 

ン 実習  必 
60 

(2) 
 

必要 ン 言語 習得を目指 ま

 

卒業制作  必  
60 

(2) 

年間 集大成 学科 ン

個人 また 作品を制作 ま

また 卒業制作展を開催 作品展示を行いま  

卒業制作  必  
60 

(2) 

卒業制作  必  
60 

(2) 

卒業制作  必  
60 

(2) 

卒業制作  必  
60 

(2) 

 

                                          

                                          

 



 

CGデザイナー科 

 

教育指標 
 

 

 映画 出版 音楽 Ｗｅｂ 代表 ンタ ン 産業

ン タ ネ ワ 技術 発展 急 形態 変わ いま 劇場や

ン 空間や情報 映像 音を時間 共 共有 いま た 情報を

ン タ 取 入 ネ ワ ン出来 う 空間 時

間 壁 無く 更 代表 う 情報 流 提供者

一方向 く タ ンタ ま た  

また ンタ ン 産業 情報 記録 や ン

タを利用 タ 化 ま た こ 作 方法 実写や録音 ン

タ 作 た 合成 チャ 世界 作 う

成 ま た  

 本学科 キャ タ 専攻 専攻 ン専攻

専攻 ン専攻 Ｗｅｂ ン専攻 を設け 映画 放

送 ン タ ンタ ン 関連業界や 広告 出版 印 業界

ンタ ネ 電子商取引 ｅ－ 運営 活躍 広い

視 幅広い知識を備えた タ タ 育成を目指 ま  

  



履修科目 

1 次 
数字 履修時間数 ( )内 単位数 

区分 科 目 必/選 前期 後期 内 容 

一

般

科

目 

ネ キ 1 必 
45 

(3) 
 

社会人 必要 事 能力を身 付け た ネ 能力検定試験

取得を目指 ま  
ネ キ 2 必  

45 

(3) 

キャ ン 1 必 
30 

(2) 
 

就職 備え 履歴書 書 方 面接 対応を学びま また 事 対

理解を深 キャ 構築 い 研究 ま  
キャ ン 2 必  

30 

(2) 

専

門

科

目 

研究 1 必 
45 

(3) 
 

ま ま 作品を鑑賞 構成 基本 ン 演出

ワ 特殊効果を作成者 観点 研究 ま  
研究 2 必  

45 

(3) 

タ ワ 1 必 
60 

(2) 
 

タ 作 基本 操作法を学びま  

タ ワ 2 必 
60 

(2) 
 

タ ワ 3 必  
45 

(1.5) 
タ 作 応用 操作法を学びま  

ン 1 必 
45 

(1.5) 
 

作品 作 必要 彩色 い 学び ネ 技術を習得

ま  
ン 2 必  

45 

(1.5) 

美術基礎 必 
45 

(3) 
 ンや キ を通 基本的 画力を身 付けま  

キャ タ 基礎 1 
必 

※1 
45 

(1.5) 
 

キャ タ ン 方法論 キャ タ 作 基礎を

学びま  
キャ タ 基礎 2 

必 

※1 
45 

(1.5) 
 

キャ タ 基礎 3 
必 

※1  
45 

(1.5) 
キャ タ ン 必要 を習得 キャ

タ 作を通 作 技術を身 付けま

 キャ タ 基礎 4 
必 

※1  
45 

(1.5) 

基礎 1 
必 

※2 
45 

(1.5) 
 

ン 絵本 関 知識 技術を学びま  

基礎 2 
必 

※2 
45 

(1.5) 
 

基礎 3 
必 

※2  
45 

(1.5) 

ン 絵本 関 知識 技術を学び作品を 作 ま  

基礎 4 
必 

※2  
45 

(1.5) 

3D ン基礎 1 
必 

※3 
45 

(1.5) 
 

3DCG 映像処理 タ 表現技法 基礎を学びま  

3D ン基礎 2 
必 

※3 
45 

(1.5) 
 

3D ン基礎 3 
必 

※3  
45 

(1.5) 
映像 び ン 関 タ 表現技法を幅広く学びま

 
3D ン基礎 4 

必 

※3  
45 

(1.5) 

基礎 1 
必 

※4 
45 

(1.5) 
 

必要 知識を習得 必要 知

識を得ま  
基礎 2 

必 

※4 
45 

(1.5) 
 

基礎 3 
必 

※4  
45 

(1.5) 
映像 び ン 関 タ 表現技法を幅広く学びま

 
基礎 4 

必 

※4  
45 

(1.5) 

Web基礎 1 
必 

※5 
45 

(1.5) 
 

HTMLや CSS い 学びま  

Web基礎 2 
必 

※5 
45 

(1.5) 
 

Web基礎 3 
必 

※5  
45 

(1.5) 

作品 作を通 高度 Web作成技法を学びま  

Web基礎 4 
必 

※5  
45 

(1.5) 



DTP基礎 1 
必 

※6 
45 

(1.5) 
 

PC 基本的 印 原稿 作 い 学びま  

DTP基礎 2 
必 

※6 
45 

(1.5) 
 

DTP基礎 3 
必 

※6  
45 

(1.5) 

印 工程を理解 高度 印 原稿 作 い 学びま  

DTP基礎 4 
必 

※6  
45 

(1.5) 

修了 作 1 必  
60 

(2) 

1 次 修了 向け 作品 作を行いま  

修了 作 2 必  
60 

(2) 

 
※1 キャ タ 専攻を選択 た場合 必修科目  

※2 専攻を選択 た場合 必修科目  

※3 ン専攻を選択 た場合 必修科目  

※4 専攻を選択 た場合 必修科目  

※5 Web ン専攻を選択 た場合 必修科目  

※6 ン専攻を選択 た場合 必修科目  

  



履修科目 

2 次 
数字 履修時間数 ( )内 単位数 

区分 科 目 必/選 前期 後期 内 容 

一

般

科

目 

キャ ン 3 必 
30 

(2) 
 

就職 必要 ま 方を学び 就職活動 入 た

具体的 準備を始 ま  
キャ ン 4 必 

30 

(2) 
 

キャ ン 5 必  
30 

(2) 

社会人 必要 知識や自己表現力を学びま  

キャ ン 6 必  
30 

(2) 

専

門

科

目 

キ 1 必 
60 

(2) 
 

キ ン 作成 素材 作成 必要 操作 び利用

関 知識を得ま  
キ 2 必  

45 

(1.5) 

キャ タ ンワ 1 

必 

※1 

60 

(2) 
 

キャ タ ン 作 け を 実践的 専門

的 身 付けま  
キャ タ ンワ 2 

必 

※1 

60 

(2) 
 

ンワ 1 

必 

※2 

60 

(2) 
 

作 け を 実践的 専門的 身 付け

ま  
ンワ 2 

必 

※2 

60 

(2) 
 

3D ンワ 1 
必 

※3 

60 

(2) 
 

3D ン 作 け を 実践的 専門的

身 付けま  
3D ンワ 2 

必 

※3 

60 

(2) 
 

ワ 1 

必 

※4 

60 

(2) 
 

作 け を 実践的 専門的

身 付けま  
ワ 2 

必 

※4 

60 

(2) 
 

タ 演習 1 

必 

※5 

60 

(2) 
 

Web 作 け を 実践的 専門的 身 付けま  

タ 演習 2 

必 

※5 

60 

(2) 
 

DTP演習 1 

必 

※6 

60 

(2) 
 

DTP 作 け を 実践的 専門的 身 付けま  

DTP演習 2 

必 

※6 

60 

(2) 
 

ン演習 必 
45 

(1.5) 
 面構成 演習を通 ン 基礎 構成理論を学びま  

ン演習 必 
45 

(1.5) 
 

作 必要 意志 伝達を 視 た ンを身

付けま  

ワ 1 必 
45 

(1.5) 
 

作品 作を体験 ン ン 作 必要 技術を身 付

けま  
ワ 2 必 

45 

(1.5) 
 

 必  
45 

(1.5) 
作品 作 必要 高度 や 今後 技術動向を学びま  

卒業 作 1 必  
60 

(2) 

2 間 集大成 学科 ン 個人また

作品を 作 ま  

卒業 作 2 必  
60 

(2) 

卒業 作 3 必  
60 

(2) 

卒業 作 4 必  
60 

(2) 

卒業 作 5 必  
60 

(2) 

 ※1 キャ タ 専攻を選択 た場合 必修科目  

※2 専攻を選択 た場合 必修科目  

※3 3D ン専攻を選択 た場合 必修科目  

※4 専攻を選択 た場合 必修科目  

※5 Web専攻を選択 た場合 必修科目  

※6 ン専攻を選択 た場合 必修科目  

 



道整復科 

 

 

教育指標  

 

 

道整復 整形外科的 障害 一分野 骨折 捻挫 脱臼

打撲 非観血治療 古く 伝 さ た 近年

西洋 学 取 入 科学的 裏付 得 さ 進 い  

本学科 人体 構造 そ 働 解剖学や生理学

西洋 学 探 さ 治療 枠組 理論 術 伝統

療 領域 習得 同時 必要 さ コン ュ タ

や チ 税務 容 学 療人 幅 広

患者 治療 ち 領域や ハ ション

社会 多様 対応 能力 学  

 



履修科目 

 
年                     数字 履修時間数 ( ) 単位数 

分 科   目 必／選 前期 期     容 

基

礎

分

野 

情報科学  必 
30 

(2) 

30 

(2) 

情報処理 シ 教育 ワ一プロ 表計算 い や

ンタ ネ 使 た 療情報 収集 学  

時事教養 必 
30 

(2) 
 

政治 社会 文 法 各領域 時事的問題 中心 学

 

心理学 必  
30 

(2) 

心理学 競 健康 2側面 捉え 必要 さ

心理的 キ や心理的要因 い 理解 深  

保健体育 必 
30 

(2) 
 

各種目 特性 触 効果的 練習方法 学習

理解 協力 責任 態度 育 体育活動

実践 姿勢 養う  

概論 必  
30 

(2) 

通 健康 維持･増進させ 必要 知識 養

う  

英会話 必 
30 

(2) 
 日常英会話 療現場 取上 学  

専

門

基

礎

分

野 

解剖学  必 
45 

(3) 

45 

(3) 

人体 仕組 立ち 学ぶ学問 あ 疾病 原因 た

そ 治療 当た 人 く い学問 各器官

系統立 学 筋骨格系解剖学 人体 骨格 筋 神

経 い 学 人体 基本構造 学   

生理学  必 
45 

(3) 

30 

(2) 

人体 生命活動 必要 細胞等 役割 理解 人体 基礎的

生理学 学 正常 人体 見 生命現象 基礎

学  

道  必 
30 

(1) 

30 

(1) 
道 通 礼法 学 基礎体力 養い  

専

門

分

野 

基礎 道整復学総論 必 
45 

(3) 
 道整復 術 基礎 学  

基礎 道整復学

 
必 

45 

(3) 

45 

(3) 

外傷 関わ 外力や損傷程度治癒過程 学 た 道整復治

療 基礎 学  

道整復実

 
必 

90 

(3) 

90 

(3) 

包 学や 道整復治療 せ い材料 加工法や使用法 基

礎 学  た 症例 合わせ 治療法 学  

応

用

分

野 

社会福祉  選  
30 

(2) 
福祉理念 福祉行政 い 学  

道  選  
30 

(1) 
昇段試験 向 た強 練習 行い  

 

 

 

 

 

 

 



履修科目 

 
年                     数字 履修時間数 ( ) 単位数 

分 科   目 必／選 前期 期     容 

専

門

基

礎

分

野 

運動学 必  
30 

(2) 
基礎力学や身体 動 歩行 カ 学  

病理学概論 必 
30 

(2) 
 

疾病 立ち 学 た炎症や腫瘍 基礎知識 学

た 各疾病 特徴 学  

一般臨床 学  必 
30 

(2) 

30 

(2) 

診察 進 方や方法 い 基礎知識や具体的方法 学

 

外科学概論 必 
30 

(2) 
 外科的治療 基礎 具体的方法 学  

整形外科学 必  
30 

(2) 
整形外科治療 基礎知識や代表的治療方法 学  

公衆衛生学 必 
30 

(2) 
 

健康 生活 上 必要 知識 情報 学 感 症予防

や消毒法 い 具体的 学 々 生活環境 い

学  

道  必 
30 

(1) 

30 

(1) 

道 試合 審 含 滑 行え う 投 形 具

体的 学  

専

門

分

野 

臨床 道整復学

 
必 

60 

(4) 

60 

(4) 
部位 具体的 外傷 立ちや治療方法 学  

道整復実

 
必 

90 

(3) 

90 

(3) 

部位 具体的 外傷 整復や固定 治癒 至 注意事

項 学  

応

用

分

野 

社会福祉  選 
60 

(4) 
 社会人 療人 広く ン 活動 行う  

障害概論 選 
30 

(2) 
 

運動器 外傷や障害 概念 理解

そ 予防 正確 断 そ 復 学習 い

く  

基礎救急法 選  
30 

(2) 

療人 基礎的 心肺蘇生法 一 救命処置 修得

 

学演習  選  
60 

(4) 
診察及 治療 関 学的知識 検査等 い 学  

解剖整理演習  選  
30 

(2) 

解剖学 生理学 知識 ンク 人体 働 総合的 学

 

道  選  
30 

(1) 
昇段試験 向 た強 練習 行い  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



履修科目 

 
年                     数字 履修時間数 ( ) 単位数 

分 科   目 必／選 前期 期     容 

専

門

基

礎

分

野 

ハ ショ

ン 学 
必 

30 

(2) 
 ハ ション 意味やそ 具体的方法 学  

関係法規 必 
15 

(1) 
 道整復師法や 療法 た関係法規 い 学  

道  選 
30 

(1) 

30 

(1) 
道整復師 道 仕上  

専

門

分

野 

臨床 道整復学  必 
90 

(6) 
 部位 具体的 外傷 立ちや治療方法 学  

整 学 必 
30 

(2) 
 外傷や障害 立ち 治療方法 い 学  

道整復実 10 必 
90 

(3) 
 

部位 具体的 外傷 整復や国定 治癒 至 注意事

項 学  

臨床演習 実習 必 
45 

(1) 
 

指導 道整復師 診察 治療 一連 流 実習

 

応

用

分

野 

社会福祉  選 
60 

(4) 
 社会人 療人 広く ン 活動 行う  

海外研修 選  
60 

(2) 

本学園 学術提携 結 い 京中 薬大学 研修 行い

 

療現場研修  選 
60 

(2) 

60 

(2) 
接骨院 道整復師 仕事 体験学習  

解剖生理演習  選 
30 

(2) 

30 

(2) 
解剖生理学 統括 理解 深 試験対策  

学演習  選 
30 

(2) 

30 

(2) 
基礎 学分野 統括 理解 深 試験対策  

整 学演習

 
選 

60 

(4) 

30 

(2) 
整専門分野 統括 理解 深 試験対策  

道  選  
30 

(1) 
昇段試験 向 た強 練習 行い  
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医療秘書科 

教育指標  

 

現在 ほ 病院 医事コン ュ 導入さ 変わ

電子 導入さ 医療 現場 Ｉ 化 進 い す

世 中 高齢化社会 病院 人 増え 診療内容 多様

化し 医療 質 問わ 時 し  

 こ う 状況 医療機関 い 医療事務 知識や コン

操作 け く 効率 く 事 す 道具 し コン 使え 人や 患

者 立場 考え行動す こ 人 求 い す  

 医療秘書科 こ う こ 医療事務系 秘書系 コン系

柱 持 医療事務 資格 得 ン し 相手 気持 状況

理解し 行動 う す 秘書的 素養 身 け す 資

格 得 向け ュ 設定し 授業 知識習得 け く対策講

実践的 試験対策 合格 目指し さ 第一線 現場 病院

実習 実施し す 様々 選択科目 幅広い人間性 身 け

こ 目標 し い す コン い 年間 通し ップ

う ュ 設定し 使え 医療秘書 目指し す  
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履修科目 

 年次    数字 履修時間数 ( )内 単位数 

分野 科   目 必／選 前期 後期 内    容 

医

療

福

祉

系 

基礎医学 1 選 
30 

(2) 
 
医学 基礎知識や基本 概念 学び す  

基礎医学 2 選  
30 

(2) 

 

医療事務概論 必 
45 

(3) 
 
医療機関 け 付業務 管理業務 全

般的 事 組 学び す  

医事関連法規 必 
45 

(3) 
 
保険医療機関 関す 各種 制 や関係法 学

び す  

診療報酬 基礎 必 
45 

(3) 
 
診療報酬 点数計算 基礎 学び す  

外来診療報酬請求事務演習 必  
45 

(1.5) 

医療事務検定 準拠し 外来 プ 学び す  

入院診療報酬請求事務演習 必  
45 

(1.5) 

医療事務検定 準拠し 入院 プ 学び す  

診療報酬請求事務能力

認定試験対策  
選  

45 

(3) 

診療報酬請求事務能力認定試験 対策 行い す  

対策  選  
45 

(3) 

医療事務技能審査試験 対策 行い す  

サ  選  
30 

(2) 

医療補助 い 学び す  

調剤事務  選  
15 

(1) 

調剤薬局事務 必要 薬学一般 知識や調剤報酬

点数計算 基本 学び す 

秘

書

系 

プ ン ョン 必 
45 

(3) 
 
説明 発表 通し 知識 吸収  

情報 整理 発表 ッ 学び す  

秘書知識 必 
45 

(3) 
 
秘書検定 準拠し 秘書 資質 い 学び す  

秘書技能 選  
45 

(3) 

秘書検定 準拠し 秘書 技能 い 学び す  

秘書検定対策講  選  
30 

(2) 

秘書検定 対策講 行い す  

秘書実務 必 
30 

(1) 
 
秘書 し 基本的 情報活用能力 身 付け

す  

医療 介護 サ

 
選  

30 

(2) 

医療や介護 現場 け やサ

い 学び す  

ネ

系 

ン字  選 
15 

(1) 
 

ン字 学び す ン字 得す こ 可

能 す  

ン字  選  
15 

(1) 

ン字 学び す ン字 得す こ 可

能 す  

Ｉ対策 必  
45 

(3) 

就職試験 く出 Ｉ 勉強 し す  

就職対策  必  
45 

(3) 

就職活動 ン 就職用 模擬試験や演習

行い す  

ネ 文書演習  選 
45 

(1.5) 
 
ワ プ 機能修得 び基本的 商業事

務通信文 罫線 び表 作成方法 修得し す  

ネ 文書演習  選  
45 

(1.5) 
 

コン 基礎 必 
45 

(1.5) 
 

Ｗｉ 使い方や 表計算 プ ョ

ン 操作法 理解す 利用 方 い

学び す  
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コン実習 必  
30 

(1) 

表計算 活用法 基本的

使い方 理解す 利用 方 い 学

び資格 得 目指し す  

 

 
年次       数字 履修時間数 ( )内 単位数 

分野 科   目 必／選 前期 後期 内    容 

医

療

福

祉

系 

薬理学 選 
 

15 

(1) 
検査資料 値 見方 学び す  

保険請求演習 必 
45 

(1.5)  
外来入院 保険請求 作成 い 演習し す  

診療報酬請求事務能力認定

試験対策  
選 

30 

(2)  

厚生労働省認定診療報酬請求事務能力認定試験

対策講 す  

対策  選 
15 

(1)  
医療事務技能審査試験 対策 行い す  

対策  選 
15 

(1)  
医療事務技能審査試験 対策 行い す  

医療事務検定対策講  選 
30 

(2)  
診療報酬 技能審査試験 対策講 行い す  

介護概論 選 
45 

(3)  

検定 準拠し 概論 患者心理 医

学一般 い 学び す  

介護報酬請求事務 選 
 

30 

(2) 

検定 準拠し 介護報酬請求事務

社会福祉 老人福祉 い 学び す  

調剤事務  選 
15 

(1)  

調剤事務 事内容 明細書 作成 点検

技能 習得し す  

医療事務コン ュ 演習 選 
 

45 

(1.5) 
医事コン ュ 操作 学び す  

電子  必 
45 

(1.5)  

電子 ン 運用 操作

基本 身 付け す  

福祉コ ュ ョン 選 
 

30 

(2) 

聴覚 害 方 コ ュ ョン

う 手話 学び す  

医療事務病院実習 必 
 

120 

(4) 

病院 い 実 医療事務 関す 事 実習

行い す  

秘

書

系 

臨床心理学 選 
45 

(3)  
基本的 心理学 知識 習得 目指し す  

医療秘書実務 選 
45 

(3)  

プ ン 形式 窓口応対 い 学

び す  

医療 介護 サ  選 
30 

(2)  

医療や介護 現場 け やサ

い 学び す  

コ ュ ョン学 選 
30 

(2)  

医療秘書 必要 コ ュ ョン能力 身

け す  

ネ

系 

ン 対策 選 
 

45 

(3) 

Ｍｉ  ｉ  ｉ

ａｌｉ 始 し 様々 資格 得 目指

し す  

体育 選 
15 

(1)  

ッ

実技 中心 行い す  

 選 
 

30 

(2) 
コ ネ 基礎 学び す  

ン  選 
45 

(3)  

患者さ 効果 あ ン コ ネ

い 基本 学び す  
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分野 科   目 必／選 前期 後期 内    容 

 

ワ ン ン  選 
15 

(1) 
 
患者さ 心 癒す ワ ン ン

い 基礎 学び す  

ネ

系 

簿記 選  
45 

(3) 

企業 活動 各種 帳簿 用い 計数的 記録

計算 整理 し 企業 必要 す 諸表 報告書

技術 簿記 記録 し 企業

経営 合理的 活動 計画 効率的 企業

運営し いく能力 習得し す  

日商 Ｃ検定対策 選  
45 

(3) 

日本商工会議所主催 日商 Ｃ検定

べく授業 行い す  

就職対策  選 
15 

(1)  

説明会 参加し 面接 練習 社会

求 コ ュ ョン能力 高 す  

ン プ ン ン  選 
 

15 

(1) 

研修旅行や学院祭 計画 し 実 実施し

そ 報告 し す  

 

実

務

科

目 

 

医療実務演習  必 
45 

(1.5)  

実務 く使用さ Ａ 使

効率的 処理す 方法 学び す  

Ｅ ｌ実務 選 
 

45 

(1.5) 

秘書 し 効率 くＥ ｌ 使いこ す

技術 練習し す  

医療実務演習  選 
 

45 

(1.5) 

実務 く使用さ Ａ 使

効率的 処理す 方法 学び す  

ン ン ップ 選 
 

60 

(2) 
職場 実務 通し 専門的 知識 学び す  

職場見学 選 
 

30 

(1) 
実務 行う職場 事内容 い 学び す  

 

※実務科目 中 単位 得し け い  



.大学編入 験講座 

 

大学編入 験講座 

講 座 名 
学

年 

単位数 
授

 
 

業 

総

時

間

数 

対象学科 

担

当 

学

科 

資 格 の 内 容 
前

期 

後

期 

基礎英語 1 1  15 全学科 教務 社会生活 欠くこ く 英語 い 学びます  

英会話 1 
 

 
1 15 全学科 教務 日常 英会話 い 学びます  

基礎の中国語 2 1  15 全学科 教務 中国語 基本 い 学びます  

中国語会話 2  1 15 全学科 教務 中国語 日常会話 い 学びます  

保健体育理論 1  1 15 全学科 教務 スポー 心理 健康問題 基礎 学びます  

日本工学院 年あ い 年間学 後さ 学問的知識 身 け い学生さ 大学編入 

さ こ 勧め お ます  

大学 編入後 専門学校 学 専門 関す 知識やテクニ ク そ まま利用 め多く 大学 専門学校 得し 単位 認

め お ます 数学や体育 教養科目 単位 不足し す  

そこ 本校 教養科目 い 講座 開講し 大学編入さ 学生さ サポートし お ます  

ま 就職活動 必要 基本的 ウ ウ 修得し 就職活動 有利 進め め 就職対策講座  

開講さ います  

 

 

 

 



. 教育課程及び学習 価 

 

本校 教育課程 時間及び単位制 基 い 編成 各学年 い 定  

学科目を履修し所定 授業時間数及び単位数を習得し い  

3-1.履修上の 般的注意 

 履修 いし 項を守 い 

( ) 年 科目 原則 し 履修 い  

( )クラスを指定 科目 い 原則 し 自己 クラス 科目以外 履修 

  い  

( )一 単位を修得し 科目 再び履修 い  

3-2.授業科目 

 各学年 授業科目 年間授業時間数及び単位数 履修科目表 通  

3-3.単位について 

  (単位 計算方法) 

  授業科目 単位数 基準 計算  

(1)講義 い 1時間 講義 対し教室外 準備 学習時間を 2時間 

  必要 を考慮し 15時間 講義を 1単位  

(2)演習・実習及び製図等 授業 い 2時間 演習・実習及び製図等 授業  

   対し教室外 い 準備 学習時間を 1 時間必要 を考慮し 30      

時間 演習を 1単位  

(3)実験 授業 い 学習 べ 実験室等 行わ し 45時間 実 

   験を 1単位  

3-4.学科目制について 

卒業 要件 し 履修し い 否 う 分類  

  必 修 科 目 必 履修し い科目  

  必修選択科目 数科目 中 学生 選択し 各学科所定 単位数を必 履修し  

         い科目  

 選 択 科 目 自由 選択し 履修 科目  

 

3-5.出席に関する件 

(1 出席 各科目 科目担当教師  

(2 遅刻者 早退し う 者 科目担当教師 届出  

(3 席し う 者 席し 者 席届を学 担任 届出  

 

 

 



3-6.試  験 

(1 履修科目 単位 認定 試験 行う  

(2 試験 筆記試験 口述試験 報告書 び論文審査  

(3 単位認定 試験 科目担任教師 計画 従 随時実施  

(4 学生 定 規程 従 履修し 授業科目 い 験  

(5 験者 試験場 い 指定 席 着席し 試験中 常 学生証を試験監督者  

  く見え う 机 置く  

(6 験者 遅刻 当該試験開始後 30分以内 を認 試験時問 延長 し  

  い  

(7 験者 退場 当該試験開始後 30分以内 を許可し い  

(8 追試験 急病等や を得 い 情 試験を 者 対 

  し 行う試験をいう 追試験 80 満 を原則  

(9 再試験 験 一授業科目 い 原則 し 回限  

(10 追 再試験 験者 追 再試験申込書 験科目 験理由を記入 うえ 追・再試験

験料相当 証 を 付し 学 担任 指定日 提出  

(11 試験中 正行 を行 者 い 試験監督者 答案用 等を 退場を

命  

   者 対し 内規 従 懲戒を加え  

(12 試験中態 良 しく 試験監督者 注意 反し 者 試験監督者 退場を命 

   

 

3-7.成績評価 

(1) 各科目 100 満 価し 60 以 を 合格 し 所定 単位 え

し 合格 達し い科目 対し 再試験を行い 合否を決定  

(2) 得し 科目 い 再 価し い  

(3) 成績証明書 語 用い  

 

 数 100～80 79～70 69～60 59以  

 語    表示  

 

 

3-8.進級及び卒業条件 

進 条件 

 進 条件を全 満 い  

1 各学科所定 授業科目 合格し い  

(2) 期日 学 等を全額納入し い  

 

卒業条件 

 卒業 条件を全 満 い  

1 各学科所定 授業科目 合格し い  

(2) 期日 学 等を全額納入し い  



 (3) 卒業 時期 足単位数 10 単位以 場合 限 年以内 足単位を 得

卒業  

 

3 -9. 学科変更に関する件 

(1) 入学当初 ヶ月以内 い 学科変更を希望 者 学科変更届 第 号様式  

  必要 項を記入し学 担任 願い出 希望学科 定員 余裕 あ 場合 限

選考 うえ 変更 認 変更を認 者 変更届 学 担任 認印を

写真一葉を添え 務局 提出 新学生証 務局 指定し 日 旧学生証

引 替え 渡  

 

(2 学 担任 指示 本人 希望 同一学科を繰返し履修し う 者 学科 

  変更届 第 号様式 必要 項を記入し 父母 保証人 承諾書を添え 学

担任 願い出 変更を認 者 変更届 学 担任 認印を 父母  

  保証人 承 書 写真一葉を添え 務局 提出  

 

3-10.休学 復学および自主退学に関する件 

(1) 休  学 

 イ 傷病 や を得 い理由 休学し う 者 休学届 第 号様式     

必要 項を記入し 医師 診断書 傷病 場合 父母 保証人 承諾書

をそえ 学 担任 願い出 休学を認 者 休学届 学 担任 認印

を 医師 診断書 傷病 場合 承諾書 び学生証を添え 務局 提出

 

(ロ) 休学期間 休学 認可を 日 一ヶ年以内  

 (ハ) 休学期間中 あ そ 由 終 許可を得 復学

但し 休学時 学 復学 い  

 休学期間中 学 を納入し く い  

② 復  学 

 イ 復学 時期 原則 し 月 日  

 ロ 復学 手続期間 月 日～ 月 2９日                           

ハ 復学し う 者 復学届 第 号様式 必要 項を記入し 休学時 学

担任 願い出 休学前 成績 出席状況等を考慮し 該当学科 復学 認

 

   復学を認 者 復学届 学 担任 認印を 写真一葉を添え 務 

提出  

3 自主退学 

  傷病 や を得 い理由 退学し う 者 退学届 第 号様式

必要 項を記入 医師 診断書 傷病 場合 父母 保証人 承諾書を添え

学 担任 願い出 退学を認 者 退学届 学 担任 認印を 医師

診断書 傷病 場合 承諾書 び学生証を添え 務局 提出  

 

 



V. 各 種 資 格 
 

資格 意義 
 

 職業 中 人 生 や 産 直接 間接 影響 え あ う  

従 最 限 知識や能力 え い 要求 能力 定  

職業資格制度 国家試験や 能検定試験 あ  

 故 資格 得者 法 一定 社会的地 や業 解決 処理能力 客観的 保証

い 企業 い 特 昇格 特 手当や人 考査 対象 評価  

い 勉学 資格 得 い い  

 得可能 資格 い 説明 勉強 成果 十 揮 悔い い 

学生生活 送 ほ い  

 興味 あ 資格 い 担当学科 先生 相談 い い  

 

得資格－覧表 

 

得 資 格 
指定(認定) 

権   者 
 摘      要  得可能学科 

第   種 

電 気 工 士 

経 産 業 

大   臣 

電気工 術 修得 者 都 府県知

実 試験 合格 得

 

科 

電気工学  

第 種電気 

主 任 術 者 

経 産 業 

大   臣 

電気工作物 工 維持 運用 関 術 修

得 者 通産大臣 実 国家試験 合格

者 及び通産大臣 認定 者 資格 え

 

科 

電気工学  

応用情報 術者 
経 産 業 

大   臣 

情報処理 基本的 国家試験  

情 報 処 理 科 

基本情報 術者 
経 産 業 

大   臣 

情 報 処 理 科 

ﾞ ｰ ﾑ ﾘ ｴ ｲ ﾀ ｰ科 

I T 卜 
経 産 業 

大   臣 

ン ン ン

人材 育成 初級 級 評価

行う  

情 報 処 理 科 

ﾞ ｰ ﾑ ﾘ ｴ ｲ ﾀ ｰ科 

CG-ARTS 協会検定 文部科学省 
公益 団法人画像情報教育振興協会 略称：

CG-ARTS協会 実 検定試験  

 

CG 科

ﾞｰ ﾑ ﾘ ｴ ｲ ﾀ ｰ科 

情 報 処 理 科 

旅 行 業 扱 

管理者(総合 国内) 旅行業協会 

総合 日本旅行業協会 実 試験 国内 全

国旅行業協会 実 試験 合格 得

 

情 報 処 理 科 

公 員 学 科 

O r a c l e 認定

J a v a 

 

日 本 

 

㈱ 

基礎知識 習得 日本

(株) 実 試験 合格 得

試験 ～金 毎日 験可能  
情 報 処 理 科 



得 資 格 
指定(認定) 

権   者 
摘      要 得可能学科 

Ｍ Ｐ  

認定 術 

資 格 

 

卜 

米 社 製品 術的資格 関

認定資格制度 世界共通 試験問題

言語 験 世界的 通用 資格

認 本校 ワ

系 MCP ン 認定校( ＴＰ)

い  

情 報 処 理 科 

消 防 設 備 士 
自 治 省 

( 総 省 ) 

電気関 術 修得 者 消防法 基

国家検定試験 合格 得

 

科 

電気工学  

建 築 学 科 

級  

士 
労 働 局 長 

関 術 修得 者 労働基準

局長 実 国家試験 合格

得  

科 

電気工学  

級 自 動 車 

整  備  士 
運 輸 省 

運輸省 指定 養成 設 所定 課程 修了

社 日本自動車整備振興会連合会 行

う試験 合格 得  
自動車整備科 

中 自 動 車 

査  定  士 
日 本 自 動 車 

査 定 協 会 
日本自動車査定協会 行う研修 終

了 能検定試験 合格 得  
自動車整備科 

溶 接 能 

講     習 
労 働 基 準 

局   長 

労働基準局長 指定教育機関 実 全講習

講 修了試験 合格 得

 
自動車整備科 

溶接特

教 育 講 習 
労 働 基 準 

局   長 

労働基準局長 指定教育機関 実 全講習

講 修了試験 合格 得

 
自動車整備科 

利 用 

  術  者 

(社)日本

ン タ 

卜 協会 

利用 一定水準 術 い 人

認定 行い 1級 2級 あ  
自動車整備科 

一 級 建 築 士 
国 土 交 通 

大   臣 

建築関 術 修得 者 国土交通大臣

実 国家試験 合格 得

験資格 学 一定期間 実

経験 必要 い  

建 築 学 科 

級 建 築 士 
都 府 県 

知    

建築関 術 修得 者 都 府県知

実 試験 合格 得

験資格 学 細 わ

い  

建 築 学 科 

級 級 工 

管 理  士 

( )全国建設

研修 ンタ

( ) 建 設 業 

振 興 基 金 

各種目 関 術 得 者 各指定権者

実 術検定試験 合格

得 験資格 学

い 実 経験 必要  

科 

電気工学  

建 築 学 科 

乙 種 第 四 類 

危 険 物 扱 者 

( ) 消 防 

試 験 研 究 

ン タ  

火災 災害 予防 危険物 一定

貯蔵 扱う危険物 設 い

扱い作業や保 督 設 定期 検

行い 験資格 い 制限 あ

 

全  学  科 



得 資 格 
指定(認定) 

権   者 
摘      要 得可能学科 

簿 記 検 定 
日    本 

商    工 

会  議  所 

各商工会議所 実 級～ 級 簿記検定

資格 合格 得 験資格

制限 無 誰 験  

情 報 処 理 科 

日 商 Ｐ 検 定 

文 書 作 成 

日    本 

商    工 

会  議  所 

日本商工会議所 実 1級～3級 検定試験

合格 得 試験 各級

知識試験 実 試験 2科目 行わ  

情 報 処 理 科 

日 商 Ｐ 検 定 

タ 活 用 

日    本 

商   工 

会 議 所 

日本商工会議所 実 1級～3級 検定試験

合格 得 試験 各級

知識試験 実 試験 2科目 行わ  

情 報 処 理 科 

   

能 力 検 定

   検  
文部科学省 

社会人 必要 知識 社会常

識 や 等 学習成果 客観的評価

級 級 級 行う  

全  学  科 

福 祉 環 境 

タ

検 定 級 級 

東 京 商 工 

会 議 所 

各商工会議所 実 級 級 福祉 環境

タ 検定試験 合格

得  

全  学  科 

Microsoft 

Office 

S p e c i a 1 i s t 

 

 

米 卜社 用 卜

Microsoft Office 世界的 認定試験 合格

全世界 資格 認

本校 IT Academy ン

通常 格 験科 験 本

校 験会場 録 い 本校 試験

 

全  学  科 

建築 検定 

準 1 級 2 級 3 級 

( 社 ) 全 国 

建築  

連 盟 

建築用 面 使 試

験 え 課題 面 使

能 あ い え

条件 基 建築一般 作成 実力

術 基礎的 建築

知識 必要 い 資格試験  

建 築 学 科 

  売  士 
日 本 商 工 

会  議  所 

流通業界 唯一 公的資格 社会的

高い信頼 評価 得 い  
情 報 処 理 科 

診療報酬請求 

能力認定 

( )日本

療保険  

協 会 

診療報酬請求 従 者 資質 向

団法人日本 療保険 協会 実

全国一斉統一試験  

療 秘 書 科 

 療  

 能 審 査 
( )日本

療教育 団 

療 職 能や知識 い 客観

的 断 試験 療機関

意義 高 評価 い  

療秘書科 



得 資 格 
指定(認定) 

権   者 
摘      要 得可能学科 

商業 設士補 

(社 )商業

設 術者 団

体 

連 合 会 

商業 設士試験認定課程 卒業 方(卒業見

込者 含 ) 対 学校長 推薦 あ

所定 資格講習会 講 資格

得  

建 築 学 科 

商業 設士 

(社 )商業

設 術者 団

体 連 合 会 

商業 設全体 専門家 認定 資格 満

20 学科試験 設計製 試験 両方 合

格 者 え 商業 設士補 得者

学科試験 免 設計製 試験  

建築学科 

秘 書 検 定 
( )実

能検定協会 

文書 作成や ン 管理

接遇 秘書 必要 基本能力

試 検定試験 毎 20万人近い人 験 定

番資格 認知度 高 多 企業 資格手

当 出 人 考課 材料 い  

療 秘 書 科 

柔 整 復 師 
厚 生 労 働 

大   臣 

3 文部科学大臣 指定 学校 厚

生労働大臣 認定 養成 設 卒業 厚

生労働大臣 実 国家試験 合格

得  

柔 整復科 
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Ⅵ 学生生活 
 

．学生心得 

 

1-1 学生証 

1 校 際 必 学生証 携行  

2 学生証 入学手続 完了 交付 学生証 学校当局者 外 者 入

禁 学生 入欄 除  

3 学生証 場合 呈示 い  

イ 本校職員 び本校警備員 請求 あ 場合  

本校 書室 閲覧 場合  

各種証明書 び学校学生生 旅客 賃割引証 学割証 交付 場合  

ニ 試 場合  

4 学生証 場合直 務局 返納 い  

イ 業  

学あ い 除籍 学籍 失  

休学  

5 学生証 失又 破損 失 破損 務局 提出 再交付  

 

1-2 下校時間 

 校時間 午前 8時 校時間 午 7時 前 許可 得 指

場所 学校行 活動等 校舎 利用 場合 規程  

 

1-3 服装 

学生 い清潔 服装 通学 学生 い服装 い 流行 流

学業 修 ふ わ い清潔 服装 あ  

 

1-4 喫煙 

1 満 20 未満 学生 絶対 煙 い  

2 校地 指 煙所 外 煙 禁  

 

1-5 自動車 自動 輪によ 通学 

 通学 自動車 自動 使用 希望 場合 前 500 収入証 付

所 許可願い 提出 学校長 許可 い  

 許可 学生 学生駐車場 び駐 場 美化 維持管理

い  

 

1-6 臨時休講 

1 公共交通機関 場合 始 中 出 い時 休講  

2 異常気象等 場合 状況 応 決  

 

1-7 学用品 食券等の販売及びコインコ サ ス 

1 学用品等 販売 売店 食券 販売 売店 食堂 行う  
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2 勉学 能率向 目的 文献等 サ 売店 備え付 あ

所 料金 払込 使用  

3 売店 営業時間 常授業期間 時間帯 休 時間  

曜 ～金曜  9:00～15:00 

土 曜 祭  原則 営業 い 

 

 

．学生 務 

 

 

2-1 務局業務 扱時間 

 務 付 び金銭出納 扱時間  

曜 ～土曜  9:00～17:00 

曜 祭  原則 行わ い 

 

2-2 各種証明書の 行 

 各種証明書 必要 場合 前 務局備付 証明書交付願 旅行用学割証

交付申請書 等 必要 項 入 学 担任 認印 手数料 添え 務局 提

出  

 各種証明書 原則 翌 行 学生証 提示 授業料

未納 者 対 各種証明書 行 行わ い  

各種証明書 行手数料 表 通  

 

証明書 種別 手数料 通  備   考 

在 学 証 明 書 300   

績 証 明 書 300   

業 証 明 書 400   

業見込証明書 300  業学 前学期 終了 時 い 行 ※ 

休 学 証 明 書 300   

学 証 明 書 300   

出 席 証 明 書 300   

推 薦 状 300  ※ 

仮 学 生 証 100   

電 気 工 士 300   

修 了 証 明 書 300   

学 証明書 300   

 300   

建 築 士 試  

指 科目修得単位

証明書 業証明書 

400   

英文 各種証明書 500   

学 生 証 再 行 2000  ※ 

旅行用学割証明書 20   

証明書 300   

 

注 1 各種証明書手数料 納入 務局 扱う  

注 2 ※印 学 担任 認印  
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1 推薦状 行 

就職 必要 学校長 び教育部長 推薦状 績 び出席良好 操行善良

者 対 行  

2 通学証明書 び旅行用学割証 行 

イ 通学証明書 行 

通学 期券 購入 場合 務局 通学証明書 交付

JR通学 期券 購入 場合 学生証 証明書 販売

窓口 提示  

通学証明書 行 15 間 効 あ 申請  

旅行用学割証 行 

 旅行用学割証 必要 旅行用学割証交付申請書 務局

提出 交付  

旅行用学割証 行 3ヵ 間 効 あ  

 

2-3 本人氏名 住所、学費支払者氏名 住所、保護者氏名 住所等の変更 

 本人氏 住所 学 支払者氏 住所 保護者氏 住所等 変更 場合 氏

住所変更 必要 項 入 担任 認印 務局 提出  

 

 

．学生への連絡 

 

 

3-1 掲示 

 学生 対 学校通 掲示 行う  

 掲示 通 項 関係 あ 学生全員 通 扱う 掲示

見 通 項 知 いう 理 い  

 え 校時 際 必 掲示 見 病気等 校 い 人等

連絡 貰う う心  

1 掲示板 位置 

イ 学校通 項 教室棟 階学生 掲示板 学生食堂掲示板 び各教室

掲示板  

各 対 通 項 各教室 掲示板  

求人関係 関 通 項 教室棟 階学生 掲示板 び本部棟 階

ャ サ センタ 求人関係掲示板  

ニ 活動関係等 関 通 項 教室棟 階学生 掲示板  

 

3-2 郵便物 

学生個人 郵便物 自宅 学生寮 う 手配  

 

3-3 電話 

 学生個人 対 的電 出 原則 行わ い 家族

関係者 周知  
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3-4 遺失 拾得 

 学校 忘 物 落 物 際 務局 拾得 場合 直

務局 出  

 

 

．学生保健 

 

 

4-1 保健室 

6-2参照  

 

4-2 定期検診 

 学生 健康管理 入学時 ン ン間接撮影 検診 行う  

 

4-3 校医 

開 院 

所 在 地／ 別 中央町 5 目 4-3 

電  ／0143-85-2746 

診療時間／9:00～17:00 祭 び木 土 午 休診  

診療範 ／ 科  

 

 

． ブ活動 

 

 

 課 学習活動 ほ 自 個性 趣味 合 活動 参加 人間

形 要 意義 い 活動 単 勉強疲 逃避

的 び 作 場 あ い 自身 研究心 盛

能 磨 体力 増 いう う 目的 追求 喜び 得

活動 過程 い 指導性 調性 身

出会い 教師 心 触 合い 充実 学生生活 あ

う  

 本校 あ 好会活動 可能 あ  

動部：テニ 部 球部 柔 部 ン ン部 サッ 部 

  部 ッ 部 ニ 部 

文化部：軽音楽部 ン部 
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．学校施設の利用 

6-1 図書室 

 書室 学生 び教職員 学習 研究 本校 教育活動 長充実 本部棟

3階 設 あ  

1. 書室 開室時間  

午前 10時～午 6時(午 1時～午 2時 昼休 利用出来 ) 

書室 付 荷物 学生証 預  

  書整理 情 臨時 変更 あ 都度 書

室入口 掲示  

2.休室  

1 曜 休  

2 春 夏 冬期 学校 休業期間 

3 学校 臨時休室  

3. 書閲覧方法 

    閲覧希望者 自習室 使用 自習室利用規 利用  

4. 書閲覧 

1 書 自習室 い 閲覧 室外 持 出 場合 5. 書貸出規程 う  

2 閲覧中 室外 出 返納 時教職員 預  

3 書 失 破損 汚損 弁償 い  

4 破損 汚損 書 見 直 教職員 申 出  

5 室 飲食 煙 い  

6 室 常 清潔 保 う 注意 屑等 散乱 い  

7 談 等 人 迷惑 う 行 い  

心得 守 い者 室  

5. 書貸出規程 

1 本校学生 勉学 利便 学力 増 知識 拡大 資 目

的 学習用 書 貸出 行う  

2 利用 対象 本校学生 限  

3 本校 書室 学習用 書 貸出 書 禁帯出 書 2種類 あ 学生 利用

範 貸出 書 あ  

4 学生 書 貸出 要領 行う  

学生 1人 時 冊 貸出期間 1 間  

学生 担当教職員 学生証 提示 手続 行う  

6.罰則 

1 貸出期間 過 返却 怠 場合 理 如何 問わ 貸出 停 返却

遅延 数 等 数 貸出停 処  

2 書 失 破損 汚損 場合 理 如何 問わ 現品 弁償  

3 業時 未 返却 終わ い い学生 い 業証書 授 保留

あ  
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6-1-2自習室 study room  

 

自習室 校 会 寄贈 部  

 

1.自習室開室時間 

午前 10時～午 6時(午 1時～午 2時 昼休 利用出来 ) 

2.自習室 利用 者 

本学校 学生 聴講生 研究生 

3.自習室利用規  

(1)入室 際 書室 付 学生証 必 預  

(2)自習室 土足厳禁 (靴 駄箱 い ) 

(3)自習室 持 込 物 貴 品 自己 責任 管理  

(4)自習室 携帯電 使用 飲食 禁  

  (5)自習室 電源 ンセン ン ュ タ 照明 使用  

(6)自習室利用 関 掲示 い 自習室 人 迷惑 行 慎  

(7)自習室備え付 個席 物品 自習室 機器 設備 失 破損 又 汚損

者 損害弁償 要求 あ  

(8) 席 時 個席 清掃 原状回復  

(9) 規 守 い者 学校 自習室 利用 停 禁 あ  

 

 

6-2 保健室 

 保健室 学生 び教職員 健康管理 応急処置 目的 治療行 行わ

い  

講中気 悪 怪 等 保健室 応急手当

本校職員 指示 休養  

1 場所 

  本部棟 1階 設 あ  

2 保健室利用時間 

  9:00～16:00 

3 保健室利用 心得 

イ 静粛 患者 迷惑  

患者 外 者 ベッ 使用 禁  

本校職員 指示 う  

 

6-3 相談室 カウンセ ン ム  

 学生 相談室 ウンセ ウンセ ン 出来  

1 場所 

本部棟 3階 設 あ  

2 利用時間 

火曜 金曜  12:00～17:00 

3 利用申 込  

本校職員 携帯サイ 約  
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6-4 校内食堂 

 教室棟 階 食堂 設 あ  

1 食券 利用  

2 食券 売店 食堂 あ 自動販売機 購入  

3 食堂利用時間 

原則 11:00～13:00 

休 び休業期間中 休  

 

 

．就職 

 

 

7-1 組織 

 本部棟 2階 ャ サ センタ 設 本校 求人 付 対

学生 ャ サ び 応募申込 付 求人側 書類 求人側

当 学生 連絡業務 び ワ 連携 就職サ 等 行う 保

護者 方 就職相談 付 い  

 

7-2 求人状況の 表方法 

 本校 直接 い 求人情報 Ｗｅ 企業情報検索 テ J-Navi 見

学生 ＩＤ ワ 配  

求人 い 関係 掲示板 掲示 イ 保管  

 必要 応 学 企業説明会 開催  

 

7-3 就職の申込 方法 

 表 求人企業 就職 希望 ャ サ センタ 備付 就職

申込書 必要 項 入 学 担任 申 出  

 学 担任 本人 績 将来 見通 等 考慮 適当 認 者 対 捺印

 

 捺印済 就職 申込書 提出 要求 い 書類 統 履 書 写真 付 績証

明書 業 見込 証明書 健康診断書等 求人側 相 あ 指 期

ャ サ センタ 提出 学校紹介状 ャ サ センタ 行

添え 企業 付  

書 方等 ャ サ センタ 相談  

 

7-4就職 験申込票提出後 

 就職 申込書 書類提出 務連絡 試 時 試 場所 試 科目 合否

通知等 求人側 ャ サ センタ 通 本人 行わ 場合 あ

明 ャ サ センタ 尋  

 報告書 作 提出  

 

7-5 多 求職 

 就職 決 者 い 原則 就職 申込 理 い 求職

中 あ 合否未 者 い 無断 就職 禁 併願 応募
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希望 場合 必 ャ サ センタ 相談  

 

7-6 合否決定 

1 合否決 通知 場合 必 学 担任 び ャ サ センタ 報告

学校紹介 個人的 場合 あ 就職 決

場合 学 担任 び ャ サ センタ 報告  

2 採用試 合格 原則 辞 い 得

い 情 辞 い 必 学 担任 び ャ サ センタ

申 出  

 

7-7 就職確定 内定者  

 採用試 合格 通常 業 条件 い あ 本人

業条件 満 失格  

 

7-8 卒業後の就職申込 につい  

 業 就職 決 い い者 対 求人 紹介 び就職 申込 付

 

 

7-9 就職 験学生心得 

1 就職 申込書 び 報告書 本部棟 2階 ャ サ センタ 常備

あ 必要 項 入 学 担任 認印 得 提出  

2 時 複数 学校推薦 い 時 複数 推薦 行わ い理 来

企業 学校 信用 失い 利 影響 え あ 合

格 場合 合格 何回 企業 い  

3 募集締 各社 指 あ 確認 提出書類 指 間

合う う 目 ャ サ センタ 持参  

4 健康診断書 特 指 い限 師 い  

※ ン ン写真 指 い限 要  

5 入社試 容 般 面接 筆 試 適性検査等 主体  

6 写真 脱帽 半身 ッ 無地 あ  

   ( 写真 可) 

7 電 就職 対 諸々 問合 遠距離 急 要 外 避

 

8 募集締 過 会社 再 問い合わ 個人 必 ャ サ

センタ 議  
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7-10 就職 験申込 よ 合格 内定 の経路 

1 求人申込 

 

2 応募者 紹介 採用試 通知 

 

3 採用試 結果 通知 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
求人企業 採 用 試  

結 果 通 知 

ャ サ

センタ  
応募学生 

ャ サ センタ

応募学生 両方 通知  

求人企業 応募者紹介 

●紹介状 

●履 書 

● 績証明書 

● 業見込証明書 

●健康診断書 

●推薦状 

う 指

あ  

ャ サ

センタ  

採用試 通知 

応募学生 応募申込 

●就職 申込書 

●履 書 

● 績証明書 

● 業見込証明書 

●健康診断書 

●推薦状 

う 指

あ  

応募学生 直接通知  

求人企業 求人申込 

●求人申込票 1通 

●会社案 書 

経 書 可  

ャ サ センタ  

厚生労働大臣認可：無料職業紹介所  

閲覧 

●求人申込票 

●会社案 書 

学生 
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．奨学生制度 

 

 

8-1 日本学生支援機構奨学生制度 

 本学生支援機構 奨学金 人物 び学業優 経済的 理 学 足 い者

対 希望者 中 選考 貸  

奨学金 種類 募集時期  

1 第 種奨学金 無利子貸  

 利息：無利息 

 貸 数：2 課程 24ヵ 間 3 課程 36ヵ 間  

 選考基準：高校 績 3.2 2 降 本人 属 学科 位 1/3  

 金額：自宅通学者 30,000 53,000  

自宅外通学者 30,000 60,000  

 申込 時期：4 新規申込者説明会 5 申込 手続  

2 第 種奨学金 利子  

 利息： 場金利 決 利率固 方式 利率見直 方式 選択可能  

い 方式 利率 3.0% 限 奨学金貸 中 び在学中猶 返

還期限中 無利息  

 貸 数：2 課程 24ヵ 間 3 課程 36ヵ 間  

 選考基準：勉学意欲 あ 学業 確実 修了 見込 あ 認 者  

 金額：3万 5万 8万 10万 12万  

 申込 時期：4 新規申込者説明会 5 申込 手続  

3  

 期採用 1回  

 ､家計 急変 主 家計支持者 失職､破産､ 故､病気若 死亡等又 災害

風水害等 奨学金 緊急 必要 場合 奨学金担当者 申 出  

 

．加入し い 保険 

 

9-1 専修学校各種学校学生生徒災害傷害保険 

本校 全学生 入学時 加入 い  

 

期間 

入学式当 業式当 期間 

注： 学 場合 給資格 失う  

休学 学科変更等 在学期間 変更 生 者 保険料 延長 納付  

 

保険金 支払わ 場合 

 災害傷害保険 加入者 掲 間 保険金 支払わ  

学校 課中 講義 実 実習 演習 実 授業 い 間

賠償補償 い 療関連 実習 除  

学校 休憩中 授業開始前 授業 授業 間 昼食時 休憩時間中 学校

い 間  

学校行 中 学校 主催 学校行 参加 い 間  

課外活動中 サ 活動等 学校 認 団体 管理

行う文化活動 体育活動 行 い 間  

   通学中    住居 学校施設 間 往復い 間  
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保険金 支払わ い場合 

 災害傷害保険 加入者 故意 闘 行 自殺行 犯罪行 疾病 無資格 転 酒

酔 転 故 頚部症候群 いわ う 症 腰痛 覚症状 い

自動車 イ 等 賠償 故 借 物等 物 関 賠償 故 物 提供

伴う賠償 故  

 

支払わ 保険金 

種  類 支 払 の 条 件 金  額 

死亡保険金 
(注 1) 

故 180

亡 遺族 支払

わ  

2,000万  

後遺障害保険金 
(注 2) 

故 180

身体 部 失 機能

 

程度 応  

90万 ～3,000万  

入院保険金 

師 指示 入院

故 180

口数 対象  

1  4,000  

手術保険金 

治療 手術 手

術 種類 応 4 万 8 万

16 万 支払わ 入院保険金

支払わ 場合 限  

 

通院保険金 

入院 師 治療

故 180

う 90 限度  

1  1,200  

賠償責任保険金 
療関連 実習中 除  

学校管理 い 偶然 故

人 身体 び 物 い 法

賠償責任  

対人(1 ) 5,000万  

   (1 故)    5億  

対物     500万  

 

注 1 保険金 支払わ 場合 外 理 学校施設 い 間 び 支払保

険金 い 金額 半額  

注 2 入院保険金 支払わ 期間中 通院 対 通院保険金 支払わ い  

注 3 臨床実習 看護実習 う あ ッサ 理学療法 診療放射線 柔

整復師 実習 療関連 実習 賠償責任保険 対象 い  

 

9-2 医療分 学生生徒賠償責任保険 

療専門課程 灸科 柔 整復科 国 療関連実習 際 学生

人 人 物 損壊 被 法 損害賠償 補償

故 対 最高限度額 億 支払わ  

 

期間 

入学式当 業式当 期間 

注： 学 場合 給資格 失う  

休学 学科変更等 在学期間 変更 生 者 保険料 延長 納付  

 

 

保険 支払わ い主 場合 

自動車 イ 昇降機 航空機 船舶 動物等 所 使用 管理 起因
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賠償 故  

自動車 イ 昇降機 航空機 船舶 動物 楽器 幣 美術品

類 借 物等 物 関 賠償 故  

故意 心 失 賠償 故  

排水 排気 起因 故  

地震 噴火 津波 戦 暴動 う等 故  

生産物 瑕疵 起因 当 生産物 目的部 損壊自体 賠

償責任  

 

9-3 学生総合補償制度 

学生総合補償制度 本学 学生 学生 扶養 者等 各種 補償 行う制度 あ

 

常生活全般 病気 補償 損害賠償 故 対 補償 学

外 問わ 24時間学生生活 補償 扶養者 方 万 あ 場合

育英 用 学 用 補償 行う 幅広い補償 容 い  
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．各種申請書 届出用紙の所在場所 認印および提出先一覧表 

 

種   別 所在場所 認 印 提出先 備   考 

証 明 書 

交 付 願 

在 学 務局 - 務局  

績 務局 - 務局  

業 務局 - 務局  

業見込 務局 担 任 務局  

休 学 務局 - 務局  

学 務局 - 務局  

出 席 務局 - 務局  

推 薦 務局 担 任 務局  

修 了 務局 - 務局  

旅 行 用 学 割 証 交 付 申 請 務局 - 務局  

通 学 証 明 書 務局 - 務局  

学 科 期 変 更 願 務局 担 任 務局 

保護者 諾書添付 

学生証返納 

写真 2枚添付 

本 人 氏 住 所 変 更  務局 担 任 務局  

学 支払者氏 住所変更  務局 担 任 務局  

保護者氏 住所変更  務局 担 任 務局  

休 学 願 教務課 担 任 担 任 
保護者 諾書添付 

学生証返納 

復 学 願 教務課 担 任 務局 写真 2枚添付 

学 願 教務課 担 任 担 任 
保護者 諾書添付 

学生証返納 

再 履 修 科 目 聴 講 願 務局 担 任 務局 写真 1枚添付 

科 目 聴 講 願 務局 担 任 務局 写真 1枚添付 

研 究 生 願 書 務局 担 任 務局 写真 1枚添付 

就 職 申 込 書 
ャ サ  

センタ  
担 任 

ャ サ  

センタ  
 

報 告 書 
ャ サ  

センタ  
担 任 

ャ サ  

センタ  
 

追 再 試 申 込 書 教員室 担 任 担 任 1回 500  

追 再 実 申 込 書 教員室 担 任 担 任 1回 1,000  

破 損 失  務局 担 任 務局  

席  教員室 担 任 担 任  

入 寮  務局 担 任 務局  

寮 変 更  務局 担 任 務局  

寮  務局 担 任 務局  

 

手数料 い 別途  
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学内諸規則 

12- 1 日本工学院北海道専門学校学則抜粋 

 

第 章   総    則                      

 

   第  節   校 称                   

   称                               

第 条   校 称 日 工学院 海 専門学校 称                  

    第  節   校 位置  

                   

 位   置                               

第 条   校 位置 海 定                

    第  節   目的 び使  

                   

 目的 び使                             

第 条 校 学校教育法 精 基 一 工業 関 専門 学理 術

各自 能力 応 教育 日 歩 科学 術 即応 実践能

力 備え 術者 育成 新 い時代 う 知識 理

解力 兼 備え 公共 事 担う人材 育成 目的 一 福

祉 時代 う 知識 理解力 兼 備え 療福祉 担う人材

育成 目的 あわ 社会人 教養 身 真実

任務 心身共 健全 人材 育成 工業 術 展 地域

文 び 療福祉 展 寄 事 使  

 

 

第 章   組    織 

 

 課程 学科 修業 限 び学生定員                   

第 条 . 校 工業専門課程 療専門課程 び文 教養専門課程 置く  

       . 工業専門課程 療専門課程 び文 教養専門課程 置く学科 修業 

限 び学生定員 通  

         . 一 授業科目 い 時 授業 行う学生 数 工業専門課程

文 教養専門課程 び 療専門課程 療秘書科 あ 人 標

準 療専門課程柔 整復科 あ 人 標準

学 学  

 



2 
 

専門課程  

  学     科 昼夜  修業 限 入学定員 総定員 学 数 

工 業 

情 報 処 理 科 昼  間  人 人 学  

自 動 車 整 備 科 昼  間  人 人 学  

ﾃ ﾉ ﾛ ﾞ ｰ 科 昼  間  人 人 学  

建 築 学 科 昼  間  人 人 学  

   療 
柔 整 復 科 昼 間  人 人 学  

療 秘 書 科 昼 間  人 人 学  

文 教養 

公 務 員 学 科 昼  間  人 人 学  

ﾞ ｰ ﾑ ﾘ ｴ ｲ ﾀ ｰ 科 昼  間  人 人 学  

ＣＧﾃ ﾞ ﾞ ｲ ﾅ ｰ科 昼  間  人 人 学  

 

 

第 章   職員組織 

 

 職員組織                               

第 条   校 校長 教員 手 事務職員 師 必要 職員 置く  

尚 灸科 び柔 整復科 以 専任教員 配置  

 

 校  長                                

第 条   校長 校務 掌 所属職員 統督  

    

 

章   学 学期 授業日数 び休業日 

 

 学 学期 授業日数                         

第 条  . 学 日 始 翌 日 終わ       

       . 学 学期  

           前学期  日 日            

           学期  日 翌 日         

       教育 必要 あ 場合 校長 学期 始業日 終業日 変更  

 

授業時間                               

第 条 校 授業時間 通         
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    工業専門課程 文 教養専門課程 療専門課程 療秘書科  

時 限 授 業 開 始 ～ 終 了 時 間 休 憩 時 間 

第 時 限  ～  ～  

第 時 限 ～  ～  

第 時 限 ～  ～  

第 時 限 ～  ～  

第 時 限 ～  ～  

第 時 限 ～  ～  

第 時 限 ～  ～  

第 時 限 ～   

 

    療専門課程 灸科 柔 整復科  

時 限 授 業 開 始 ～ 終 了 時 間 休 憩 時 間 

第 時 限  ～  ～  

第 時 限 ～  ～  

第 時 限 ～  ～  

第 時 限 ～  ～  

第 時 限 ～   

 

 休業日                                

第 条   . 校 休業日 通               

         日曜日                         

         国民 日 関 法 昭和 法 号 規定 

                  休日 

         創立 念日 日 

         春期休業日 日 日  

         夏期休業日 日 日  

                  冬期休業日 日 日  

       . 教育 必要 あ 場合 校長 前 休業日 臨時 変更  

                事 出来  

       . 第 定 非常変災 急迫 事業  

                あ 校長 臨時 休業日 定 事 出来  
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第 章   課     程 

                                      

    第  節   入    学                    

 

 入学時期                               

第 条  入学 時期 学 初  

 

 入学資格                               

第 条  校 入学 出来 者 各号 一 当 者  

                                   

      (1) 高等学校 卒業 者  

      (2) 通常 課程 学校教育 修了 者  

      (3) 外国 い 学校教育 課程 修了 者  

      (4) 文部科学大臣 指定 者  

      (5) 文部科学大臣 行う高等学校卒業程 定試験 大学入学資格検定

合格 者  

      

 

 入学願書                               

第 条  校 入学 志願 者 指定 期日 校 定 入学願書  

出身高等学校長 提出 調査書 検定試験合格書 び成績証明 

書 所定 検定料 添え 提出 い  

 

 入学選考                              

第 条  工業専門課程 入学志願者 い 書類選考 行い 入学者 決 

定  

      療専門課程 入学志願者 い 所定 学科試験 面接試験  

行い 入学者 決定 療秘書科 入学者 い 書 

類選考 行い 入学者 決定  

      文 教養課程 入学志願者 い 書類選考 行い 入学者  

決定  

 

編入学  

 第 条  

       校 編入学 者 各号 一 当 者  

      (1) 専修学校 卒業 専門士 高 専門士 得 い 者 



5 
 

      (2) 大学 卒業 者 

      (3) 短期大学 高等専門学校 卒業 者 

      (4 校 い 前各号 者 等以 学力 あ 者 

転入学  

第 条  

       校 転入学 者 各号 一 当 者  

      (1) 大学 短期大学 高等専門学校 在学  

      (2) 校 い 前各号 者 等以 学力 あ 者 

  

 編入学 転入学 手続  

第 条  

       校長 定員 余裕 あ 場合 限 編入学 び転入学希望者 対 選 

考 うえ 相当 入学 許可 既 修得 科目  

要件 満 互 い場合 入学 い  

      (1) 入学 志望 者 入学願 校長 必要 書類 提出 

い  

      (2) 入学 許可 者 指定期日 入学 手続  

い  

      (3) 入学 時期 学 始  

 

 入学手続                               

第 条  選考 結果 合格 通知 入学 う 者 書類 入学料 

授業料 施設設備費 維持費 必要諸経費 添え  指定 期日 

提出 い  

      (1)保証人連署 誓約書   

      (2)出身高等学校 卒業証明書 

      (3) 必要書類 

 

第 条  保証人 父 く 独立 生計 営 成 者 人 身 関 一 

責任 う者 い  

       

 入学許可                               

第 条  校長 入学手続 完了 者 入学 許可  
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   第  節   在学 限                    

 

 在学 限                               

第 条  学生 修業 限 倍 越え 在学 出来 い  

 

    第  節   教育課程 び学習評価   

 

 授業科目 授業時間数 び単位数   

第 条  各学科 授業科目 間授業時間数 び単位数 表第 通  

 

 

第 条  校 教育課程 時間 び単位制 基 い 編成 各学  

い 定 学科目 履修 所定 授業時間数 び単位数 修得  

い 補講 教員 必要 応 申 出 学校長  

許可 得 所定 授業 実施  

 

 校以外 学修 定  

第 条  

校入学前 学修 い 各号 一 当 場合 校長  

学修 定 行う  

専修学校 専門課程 授業科目 修得単位 授業時数 

大学 短期大学 高等専門学校 修得単位 授業時数 

定 校 授業科目 修得 授業時数 当 学科 課程 修

了 必要 総授業時数 超え い  

 

 単位 計算方法   

第 条  授業科目 単位数 基準 計算  

      (1) 講義 い 時間 講義 対 教室外 準備 学 

習時間 時間必要 考慮 時間 講義  

単位  

      (2) 演習 実習 実 び製 等 授業 い 時間 演習 実習 

実 び製 等 対 教室外 い 準備 学習時間 時 

間必要 考慮 時間 授業 単位  

      (3) 実験 授業 い 学習 実験室等 行わ

時間 実験 単位  
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試   験  

第 条  科目 授業時間数 以 授業 対 試

験 所定 単位 え 事 学科目修了 定 行う  

 

第 条  試験 種類 定期試験 臨時試験 追試験 び再試験  

      (1) 定期試験 各学期 学期 行う試験 いう  

      (2) 臨時試験 科目担当教師 臨時 行う試験 いう  

      (3) 追試験 病気 や 得 事情 験出来 学生

対 行う試験 いう  

      (4) 再試験 成績 良 単位 修得 事 出来 学生

対 行う試験 いう  

 

 成績 評価  

第 条  . 成績 評価 い 試験や学習態 科目担当教師 定

実験 実習 び製 等 実 科目 い ポ 口答試

問 び学習態 評価 決定  

      . 成績 満 数 評価 以 合格

 

    第  節   び卒業   

 

     

第 条  あ い 校 あ い 以 在

学 各科 定 基準 単位数 修得 い 基準

各科 定  
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 卒   業  

第 条  卒業 必要 単位数 び総授業時数 教育課程 定 全 必修科目

単位数 含 通             

     専門課程  

      学 科          単 位 数        総 授 業 時 数 

工 業 

情 報 処 理 科  80単位以  1,700時間以  

自 動 車 整 備 科 100単位以  1,800時間以  

科  80単位以  1,700時間以  

建 築 学 科  80単位以  1,700時間以  

療 
柔 整 復 科 100単位以  2,040時間以  

療 秘 書 科 80単位以  1,700時間以  

文 教養 

公 務 員 学 科 70単位以  1,700時間以  

ﾞ ｰ ﾑ ﾘ ｴ ｲ ﾀ ｰ 科  75単位以  1,700時間以  

Ｃ Ｇ ﾃ ﾞ ﾞ ｲ ﾅ ｰ 科 70.5単位以  1,700時間以  

     注 自動車整備科 い 自動車整備士養成施設指定基準 定  

出席時間数 1,800時間 教育科目 時間数 満足  

療専門課程 国家資格 科目 履修 必要  

 療秘書科 除く  

 

第 条  前条 卒業要件 者 校長 卒業 定 専門士 工業

専門士 療 び専門士 文 教養 称号 卒業証書 授

 

          卒業証書 第 号様式 通  

 

 留    

第 条  又 卒業要件 事 出来 い者 留  

 

 

第 章   休学 復学 退学 び除籍 

 

 休   学  

第 条  . 傷病 家庭 事情 一身 都合等 休学 う 者

理由 明 保証人連署 校長 願い出 許可 得 休学

 

      . 病気 休学 場合 休学願 師 診断書 添付
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い  

      . 校長 疾病 修学 事 適当 い 者 休学

事 あ  

 

 休学期間  

第 条  休学期間 休学 許可 日 以 特 理

由 あ 場合 限 休学期間 延長 あ

通算 ヵ 超え い  

 

第 条  在学 数 休学中 期間 算入 い  

 

 復   学  

第 条  休学期間中 理由 消滅 校長 許可 得 復学

出来  

 

第 条  復学 う 者 復学願 必要事 入 校長 願い出             

 

 退   学  

第 条  . 退学 う 者 願い出 校長 許可 い  

      . 校長 病気 理由 成業 見込 い 者 退学

事 あ  

      . 休学中 学生 休学期間満了 復学 見込 い 校長 退

学 事 あ  

      . 学生 修業 限 倍 所定 履修 修了 い者 校

長 退学  

 

 除   籍  

第 条  校長 授業料等 納付 怠 督 納付 い者 除籍処

 

第 章   検定料 入学料 授業料 び必要諸経費 

 

 検定料   

第 条  校 入学 志願 者 入学検定料 納付 い  

 

 入学料 授業料 び必要諸経費   

第 条  選考 結果 合格 校 入学 う 者 校指定 期日迄 入学
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料 授業料 び必要諸経費 納付 い  

 

第 条  校 入学料 授業料 び必要諸経費 通 尚 定

納付金以外 徴 い  

工業専門課程 

 入学料 

           情報処理科 科 自動車整備科 建築学科 

                                       

授業料  

   情報処理科 科 自動車整備科 建築学科 

                               

施設設備費  

情報処理科 科 自動車整備科 建築学科 

            

   療専門課程 

        入学料 

柔 整復科                        

療秘書科                  

        授業料  

           柔 整復科                        

           療秘書科                 

  施設設備費  

柔 整復科                           

療秘書科                 

      文 教養専門課程 

        入学料 

公務員学科 ム エイタ 科 ＣＧ ザイ 科 

                       

        授業料  

           公務員学科                  

ム エイタ 科 ＣＧ ザイ 科   

        施設設備費  

公務員学科 ム エイタ 科 ＣＧ ザイ 科 

                       

以  
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第 条  

      第 条 規定 入学 者 入学料 授業料 施設設備費 

      入学 在学者    

 

第 条  経済的理由 納付 困難 あ 学業優秀又 や 得 い事情

あ 者 対 校長 所定 手続 授業料 納又 徴

猶予 事 あ  

 

第 条  休学 許可 又 者 い 休学 翌 復学

前 授業料等 全部又 一部 免除 事 あ  

 

第 条  追試験料 び再試験料等 費用 定 徴  

 

第 条  窓会活動等 用 費用 徴 委 い 授

業料等 等 徴 事 あ  

 

第 条  検定料 入学料 び授業料等 納付金 諸納付金 い 納付 い

理由 あ 原則 返還 い  

 

 

第 章   賞   罰 

 

第 条  校学生 学業成績 人物 び 健康 優 者 対 校長 卒業

時 選考 表彰  

 

第 条  校学生 特 表彰 行う事 あ  

 

第 条  校長 学則 く 基 い 定 学 諸規則 又

学業 怠 学生 行 者 対 軽 従

い訓告停学 び除籍 懲戒  

 

第 条  在学 限 停学期間 算入 修業 限 算入 い  

 

第 章   保健 衛生 

 

第 条  学生 保健 衛生 管理 一回健康診断 実施  
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第 章   学生指 就職 

 

第 条  学生 組織 学術 教養 体育等各方面 団体中 校 適当 団

体 公 学校 活動 許可  

 

第 条  公 団体 一人以 顧問 顧問 校 専任教師 準

者  

 寄  宿  舎   

第 条  共 生活 通 学生相互 心身陶治 目的 校 寄宿舎 指定

 

 

第 条  校長 寄宿舎 関 事 定    

 

 就   職  

第 条  校学生 就職斡旋並び 職業補 当 就職課 置く 就職課

い 定                   
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附則 成 日 成 学則第 号改  

学則 成 日 適用  

成 日現在在学 学生 適用 学則 規定 い

従前 例  

改 学則第 条 規定 わ 成 述 第 条 適用

 

 

 課程 学科 修業 限 び学生定員                   

第 条   . 校 工業専門課程 療専門課程 び文 教養専門課程 置く  

       . 工業専門課程 療専門課程 び文 教養専門課程 置く学科 修業 

限 び学生定員 通  

         . 一 授業科目 い 時 授業 行う学生 数 工業専門課程

文 教養専門課程 び 療専門課程 療秘書科 あ 人 標

準 療専門課程 灸科 び柔 整復科 あ 人

標準 学 学  

 

専門課程  

  学    科   昼夜   修業 限 入学定員 総定員 学 数 

工 業 

情報処理科   昼  間    人  人 学  

自動車整備科   昼  間     人  人 学  

ﾃ ﾉﾛ ﾞｰ科   昼  間      人  人 学  

建築学科   昼  間      人  人 学  

 療 

灸科   昼 間         人 学  

柔 整復科   昼 間      人   人 学  

療秘書科   昼 間      人   人 学  

文 教養 

公務員学科   昼  間      人  人 学  

ﾞｰﾑ ﾘｴｲﾀｰ科   昼  間      人   人 学  

ＣＧﾃﾞ ﾞｲﾅｰ科   昼  間       人   人 学  

 

学則施行前 工業専門課程 科情報 ッ ワ び 療専門

課程 灸科 改 学則第 条 規定 わ 成 日

当 学科 在学 学生 当 学科 在学 く 間

存続 当 学科 関 事 従前 例  

以  
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12- 2. 学生委員会会則 

 

第 章 総  則 

第 条 称 び所在地 

    会 日 工学院 海 専門学校学生委員会 称 部 日 工学院 海 専 

   門学校 置く  

第 条 目  的 

   1. 会 学校 モッ 学生 教職員 び学校当局 者間 相互理解  

    協力関 推 教育効果 向  

   2. 会 学生相互 親睦 学校生活 滑 人格 形成 寄 

     

第 条 会員 構成 

    会会員 学校 在籍 学生全員 構成  

第 条 会員 組織 

    会 学生委員会 表 掲 う 組織  

  

 

第 章 学生委員会 

 

第 節 学生委員会 

第 条 目的 び権限 

   1.第 章第 条 掲 目的 遂行 任  

2. 会 定 付議事 び学生委員会 い く 必要 事 議

事採択 行う  

第 条 構  成 

   1.学生委員会 日 工学院 海 専門学校学 委員制 選出 学 委員

中 各 役員 除く 構成  

   2. 会運営 役員 置く  

       イ 会 長  

       副会長 2  

       書 長  

       書 適宜 

       ホ 議 長  

       副議長 適宜 

    但 必要 応 役員 置く  

    役員 会長 あ 必 学生委員 あ 問わ い  



15 
 

                                 除会計  

 

第 条 付属機関 

    会 常 滑 運営 計 付属機関 執行委員会 置く  

 

第 2節 運  営 

第 条 学生委員 召集 会長 行う 学校長 必要 断 時 学校長 召集

事 あ  

第 条 学生委員会 成立 

    学生委員会 2 3以 数 出席委員 成立  

第 10条 議  決 

    第 条 議決 行 う  

    議決 各 決定  

    イ 議決 出席 学生委員 行う  

会則 関 以外 議決 行 う場合 出席委員 過半数 賛成 必要

賛否 数 場合 議長 決定  

    会則 関 議決 行 う場合 出席委員 2 3 以 賛成 必要    

 

第 11条 議決事  

    学生委員 各ホ ム ム 意志 代表 映 議決事 各ホ

ム ム 報告  

第 12条   言 

    言権 資格者 原則 学生委員 び役員 学生委員会

担当い 教職員 限 但 議長 特 必要 時 傍聴者 言

 

    言 挙手 議長 指 得 言権 得  

    第 12条第 議事 行 妨害 恐 あ 議長 時  

      議長権限 者 退場  

第 13条 学生委員会 公開 

     学生委員会 原則 公開 但 会長 権限 傍聴 拒否  

    

 

第 3節 役  員 

第 14条 役員 選出 

    会 行員 選出 学生委員会 い 互選 行い 学生委員会  

   得 決定  
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第 15条 役員 任務 

    会 役員 任務 通  

   1.会長 会 代表 会務 総理  

   2.副会長 会長 補 会長 事故あ 時 代理 当  

   3.書 長 び書 会 事務 当  

   4.議長 び副議長 会会議 行 任 当  

   5.副議長 議長 補 議長 事故あ 時 代理 当  

第 16条 役員 任期 

    役員 任期 日 翌 31日  

   会 役員 卒業 場合 改選 残 役員 代行  

第 17条改選期 

    会 役員 改選期  

第 18条 役員補充 規定 

    会 役員 卒業以外 員 生 時 第 節第 14条 補充 任期  

前任者 残任期間  

第 19条 役員 辞任 び解任 

    会 役員 場合解任  

   1.役員 辞任願い 提出 役員 時  

   2.学生委員会 提出 学生委員会 い 2 3以 賛成 

    可決 時  

   3.校規 処 時  

 

第 20条 職権乱用 禁  

    役員 職権 乱用 い  

 

 

第 章 学生委員会付属機関 

第 4節 執行委員会 

第 21条 目  的 

    会 学生委員会 方針 従い 第 章第 条 掲 目的 遂行  

第 22条 構成 び運営 

   1. 会 学生委員会役員 構成  

   2. 会 運営 計 付属機関 く  

    イ 体育祭実行委員会 

    工学院祭実行委員会 

第 23条 執行委員会 再構成 
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    全役員 解任 場合 執行委員会 再構成 役員改選 10日以  

    行わ い  

 

 

第 5節 体育祭実行委員会 

第 24条 目  的 

    会 日 工学院 海 専門学校体育祭 開催 必要 準備 び実行  

   目的  

第 25条 構  成 

    委員長 副委員長 必要 応 設 各部 部長 び実行委員 

   構成  

   1.実行委員長  

   2.副委員長  

    

第 26条 選  出 

    会 実行委員長 副委員長 び実行委員 選出 掲 各  

   1. 会 実行委員長 第 条第 基 く学生委員 互選 選出  

   2.副委員長 実行委員長 指 学生委員会  

   3. 会実行委員 各 以 学 委員 兼務 実行委員長 必要

応 学 委員以外 実行委員 指 学生委員会 得 任 事

出来  

第 27条 運  営 

   1. 会 運営 委員長 一任  

   2.副委員長 委員長 補 一 全管理 一 会計監査 任 当  

   3. 会 運営 委員長 必要 場合 全学生 対 公募 行 

    い 適時補充  

   4.委員長 必要 応 学生委員会 対 積極的 必要事 依頼  

     

第 28条 任  務 

    会 第 24条 掲 目的 遂行 任務  

第 29条 任  期 

    会 委員長 副委員長 任期 一 実行委員 会計報 

   告終了 任期 終え  

第 30条 改選期 

    会 委員長 副委員長 改選期  

第 31条   員 
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    会 実行委員 委員長 副委員長 含 員 生 時 第 44条  

   45条 補充 又 任期 前任者 残任期間  

第 32条 義  務 

    会 会長 要請 あ 時 活動 報告書 学生委員会 提出  

   い  

第 33条 委員 辞任 び解任 

    会 委員 場合解任  

   1.委員長 び副委員長 辞任願い 学生委員会 提出 理 時  

    又学生委員 提出 学生委員会 2 3以 賛成 可 

    決 時  

   2. 実行委員 委員 辞任願い 提出 委員長 時  

   3.委員長 び副委員長 適任 者  

第 34条 職権乱用 禁  

    実行委員 職権 乱用 い  

 

第 6節 工学院祭実行委員会 

    工学院祭 学生 日頃 研究 学習 活動 成果 表  

   場 あ  

第 35条 目  的 

    会 日 工学院 海 専門学校工学院祭 開催 必要 準備 び実行  

   目的  

第 36条 構  成 

    会 掲 部 置 委員長 副委員長 部長 び実行委員  

   構成  

   1.実行委員長  

   2.副委員長 ( 会計監査担当) 

   3.各  部 

    イ 企  部 部長  

    会 計 部    

    広 報 部    

    但 実行委員長 必要 応 前 以外 部 び部長 置く  

第 37条 選  出 

    会 委員長 副委員長 部長 び実行委員 選出 掲 各  

   1. 会 委員長 第 条第 基 く学生委員 互選 選出  

   2.副委員長 各部部長 び実行委員 全学生 募集  

    副委員長 執行委員会 得 各部部長 実行委員 実行 
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    委員長 得 決定  

第 38条 運  営 

   1. 会 運営 委員長 一任  

   2. 会 運営 委員長 必要 時 全学生 公募 実行委員 

    員数 適時補充  

   3.前 補充者 配属 委員長 一任  

   4.委員長 必要 応 学生委員会 対 積極的 必要事 依頼  

     

第 39条 任  務 

    会 第 53条 掲 目的 遂行 任務  

第 40条 任  期 

    会 委員長 副委員長 び部長 任期  

第 41条 改選期 

    会 委員長 会計監査担当副委員長 改選期  

 

第 42条   員 

   会 員 生 時 第 37条 補充  

第 43条 義  務 

    会 会長 要請 あ 時 活動 報告書 学生委員会 提出  

   い  

 

第 44条 委員 辞任 び解任 

   会 委員 場合解任  

   1.委員長 副委員長 辞任願い 学生委員会 提出 理 時 又 

    学生委員 提出 学生委員会 2 3以 賛成 可決 

   時  

   2. 実行委員 委員 辞任願い 提出 委員長 時  

   3.委員長 び副委員長 適任 者  

第 45条 職権乱用 禁  

    実行委員 職権 乱用 い  
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第 章 附 則 

第 46条 施  行 

   1. 会会則 昭和 57 日 施行  

   2. 会会則 昭和 63 日 施行  

   3. 会会則 成 3 日 施行  

   4. 会会則 成 8 日 施行  

   5. 会会則 成 23 日 施行  
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日 工学院 海 専門学校学生委員会組織 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本工学院北海道専門学校学生委員制度 

目  的 

 学 委員 常 学生 教師 学校当局 連絡 密 者間 意志 疎通

合理的 教育 行 い得 う協力 学校 秩序 維持 校則 厳 学生

人格 教養 び 校風 高 力  

第 条 学 委員 選任 

   1.学 委員 学 担任並び 学生 推 者 学 全体 (選挙 )     

得 教員会議 経 学校長 任  

第 条 学 委員 定数 

    学 委員 定数 概数 30 学 状態 増員

 

第 条 学 委員 任期 

   1.学 委員 任期 ヵ 再選 妨 い 学 2 3以 学生

必要 時 期間 い 一部改選 任期 前任者

残任期間  

者間会議 

教

職

員 

学生委員会  

学 生 委 員  

学  

学 委 員  

全 学 生  

執 行 委 員 会  

学

校

当

局 

学

担

任 
ホ

ー

ム

ー

ム 

体

育

祭

実

行

委

員

会 

学

校

祭

実

行

委

員

会 



22 
 

   2.学生委員会 役員 選出 学 委員 任期 条 わ 学生

委員会役員 在任期問  

第 条 学 委員 補充 

    学 委員 員 生 場合 第 条 規定 選出 任

任期 前任者 残任期間  

第 条 学 委員 業務 

   1.校則 励行 

    校則 学習態 向 学 善行 あ 時

良 行 あ 学 担任 報告  

   2.ホ ム ム 

    学 担任 指示又 学生 希望 学 担任出席 ホ ム ム 開く  

   3.環境美  

    教室 び 担 域 整頓 美 校舎校具 愛護 破損や汚損 見

や 学 担任 報告  

   4.環境衛生 

    教室 清潔 気 採 等 対 適 処置 学生 病 傷

や 担任教師 報告  

   5.服装容姿 

    常 学生 く 人 迷惑 い服装容姿 通学 う学 指

 

   6.授業 前 挨拶 

    節 あ 授業 行 う 授業間始前 び終了時学 委員 ｰ 起立 指示

挨拶 行う  

   7.教材 教具 借出返納 

    講義 使用 教材 教具 借出 び返納 協力 破損 失等 事故

う学 指  

   8.教育資料 宿 配 集 

    教育資料 宿 配 び 集 滑 行う う学 指  

   以 業務 学 担任 指示 適宜 担 行う  
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12-4クラブ規定抜粋 

第 章 部 規 定 

 

第 条 称 び所在地 

    部 日 工学院 海 専門学校○○部 称 部室 校 ＜  

第 条 構  成 

    部 校在校生 構成 校専任教職員 う 顧問 迎え

い  

第 条 目  的 

    部 校則 健全 活動 通 学生相互 親睦 計 人格 形成

寄 目的  

第 条 部 期間 

    部 期間 日 翌 31日 間  

第 条 部 更新 

    部 28 日 所定 部更新願 教務課長 経 学校長 提出

許可 得 い  

第 条 部員 簿 提出 び変更 

    部 日 新入生 部員 簿 教務課長 経 学校長

提出 い 変更 あ 場合 教務課長

文書 報告  

第 条 学外団体 加入 

    部 学外 団体 加入 う あ 所定 学外団体加入

当 学外団体 規約 添え 教務課長 経 学校長 提出 許可

い  

第 条 部活動 制限 

    部 特定 政党 支持若 く 対 政治活動 び 特定 宗

教 宗教活動 行 い  

第 条 学校 び部 使用 

    部 部員 部 活動 場合 学校 び部 使用

い  

第 10条 部活動 報告 

    部 日 所定 部活動報告書 教務課長 経 学校長 提出

い  

第 11条 会計報告 

    部 日 所定 会計報告書 教務課長 経 学校長 提出
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い  

第 12条 備品簿 提出 

    部 3 日 所定 備品簿 教務課長 提出 い  

第 13条 事故防  

    部 部員 部活動 行う あ 綿密 計 周到 準備 行い 事故

防 万全 期 い  

第 14条 事故 処理 び報告 

   1.万一事故 生 当 事故 大 く連々 顧問 び教務課

長 連絡 指示 従わ い  

   2.部 所定 事故報告書 教務課長 経 学校長 提出 い  

第 15条 部活動 停 部 解散 

    部 各号 一 当 学校長 当 部 活動 停 解散

あ  

   1.校則 諸規則 活動 行  

   2.部活動中 事故 生 部 運営 滑 行わ  

   3.部員 祥事 関 部活動 密接 関連 あ  

   4.部活動 長期 わ 行わ  

第 16条 部活動細則 

   1.部 校 活動場所 部室 体育館 定 一般教室 び

場所 教務課長 得 使用  

   2.前 活動場所 各部 目的以外 使用 い 使用場所

各部責任者 厳 管理 い  

   3.部 合宿 び対外試合等 校外活動 場合 実施日 問前 所

定 合宿 び校外活動申請書 教務課長 経 学校長 提出 許可

得 い 終了 や 合宿 び校外活動報告書 教

務課長 経 学校長 提出 い  

   4.部室 使用 い 体育館使用規定 定  

   5.体育館 使用 い 体育館使用規程 定  

   6.部 定期試験 期間中 び 前 間 活動 い  

   7.部 活動時間  

    曜日～金曜日 15時 30 ～17時 45  

    土曜日 12時 00 ～17時 45  

   8.前 以外 時間 活動 場合 事前 所定 活動時問延長許可願  

    教務課長 提出 許可 得 い  

   9.休業日 活動 場合 事前 所定 休業日活動許可願 教務課長 提出

許可 得 い  
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   10.前(1)～ 9 以外 部活動 い 定  

第 章 好会規定 

 

第 17条 好会規定 

    好会 関 規定 部規定 準用  

 

 

-  校 会会則 

第 章 総 則 

第 条  称  

    会 日 工学院 海 専門学校校 会 称  

第 条  部  

    会 部 海 184-3日 工学院 海 専門学校  

   置く  

第 条 支 部  

    会 会 活動 滑 東京 幌 支部 設置  

 

第 章 目的 び活動 

第 条 目 的  

    会 会員相互 び会員 校 親睦 向 合わ 社 

   会 学術 文 展 寄 目的  

第 条 活 動  

    会 前条 目的 成 活動 行う  

   1.会 び 会員 簿 行 関 業務  

   2. 校 援 関 事業  

   3.学術 文 関 講演会 見学会 び研修会 開催  

   4.会員相互 び会員 校 親睦 向 援 関 事業  

   5. 会 目的 成 必要 事柄  

 

第 章 会員 び会費 

第 条 会員 種  

    会 以 会員 組織  

   1. 会員 日 工学院 海 専門学校 卒業生 会費 納入 者  

   2.準会員 日 工学院 海 専門学校 在校生 会費 納入 者  

   3.特 会員 日 工学院 海 専門学校 現職員 職員 会費  

    納入 者  
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   4.賛 会員 会 目的 賛 賛 金 納入 者 団体  

   5. 誉会員 部役員会 推薦  

第 条 会員 義務  

    会 会員 以 義務 う  

   1.会員 会 会員 自覚 校 会 高 う  

    恥 う活動  

   2.会員 会 目的 充 理解 会 活動 協力  

    い  

   3.会員 会 活動 滑 所 職業 移動 あ 時 

    や 部 連絡 い  

第 条 会 費  

    会 会費 び賛 金 終身会費 10,000 賛 会費  

   10,000  

    既納 会費 理由 い 問わ 返還 い  

 

第 章 入会 び資格喪失 

第 条 入 会  

    会 入会手続 定  

   1.准会員 入会手続 い 入学 時 学校事務局 代行  

   2. 校 卒業生以外 会員 う 者 会費 く 賛 金 添え 

    入会申込書 会長 提出 い  

   3.以 入会申込者 役員会 審査 入会 可否 決定  

第10条 資格喪失  

    会 会員 理由 資格 失う 審査 役員会  

   行う  

   1. 人 意志 脱会  

   2. 会 目的 者  

   3. 会 び 校 誉 著 く傷 者  

 

第 章 組織 び役員 

第11条 部 び顧問 会計監査  

   部役員 

    会 会会員 中 役員 選出 部役員会 構成  

   任期 各 再任 妨 い  

   1.会 長  

   2.副会長  
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   3.会 計  

   4.編集委員  

    以 条文 特 断 限 役員 言え 部役員 指  

    

   顧問 

    会 顧問 置 日 工学院 海 専門学校学校長 委  

   5.顧問 日 工学院 海 専門学校学校長 

   会計監査 

    会 会計監査 置 日 工学院 海 専門学校事務局 委  

   6.会計監査 日 工学院 海 専門学校事務局 

第12条 役員 び顧問 会計監査 職務  

    各役員 び顧問 会計監査 職務 以 あ  

   1.会長 会 代表 会務 総理  

   2.副会長 会長 補 会長 事故 あ 時 職務 

    代行  

   3.会計 会 会計一 担当  

   4.編集委員 会 会 び 会員 簿 行 関 業務 一 担当 

     

   5.顧問 会 会務一 出席 び 言  

   6.会計監査 会 会計監査一 担当  

第13条 支 部  

    会 各支部 支部役員 置 幹事会 構成 部役員会 

   活動 補 行う  

   1.支部長  

   2.幹 事 各期 科  

    幹事 卒業時 選出 任期 無期 あ 職務 支 あ 時  

   代わ 者 推薦 支部長 会会員 中 役員会 選出  

   任期 再任 妨 い  

第14条 支部役員 職務  

    各支部役員 職務 以 あ  

   1.支部長 幹事 通 支部 会員 把握 部 連絡  

   2.幹事 各期各科 所属 会員 移動 把握 親睦  

 

第 章 会 議 

第15条 役員会  

    役員会 開催 い 定  
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   1.役員会 回 会長 招集 役員 過半数 開催  

    請求 あ 場合 必 役員会 招集 い  

   2.役員会 成立 役員現在数 過半数 出席 当  

    議事 書面 あ 意思表示 者 出席者  

     

   3.会長 支部長 役員会 招集  

   4.役員会 議長 会長  

第16条 役員会 職務  

    役員会 職務 行う  

   1.諸 規 制定  

   2.支部 設置 び廃 決定  

   3.会員 入退会 審査 び  

   4.幹事会 総会 開催  

   5. 誉会員 推薦  

   6.事業計 び 支予算 い 審査  

   7.事業報告 び 支決算 い 審査  

   8. 会 産 管理 い 審査  

   9. 会 関 事  

第17条 幹事会  

    幹事会 開催 い 定  

   1.幹事会 招集 必要 応 会長 随時行う 幹事現在数  

    以 開催 請求 あ 場合 必 招集  

    い  

   2.幹事会 成立 幹事現在数 過半数 出席 当  

    議事 書面 あ 意思表示 者 出席者  

     

   3.幹事会 議長 出席者 選出  

第18条 幹事会 職務  

    幹事会 職務 行う  

   1.総会 提出 議案 審査 決定  

   2. 役員会 必要 事  

第19条 総 会  

    総会 開催 い 定  

   1.総会 招集 必要 応 会長 随時行う 会員現在数  

    20 以 開催 請求 あ 場合 必 招集  

    い  
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   2.総会 成立 役員 過半数 出席 任意 会員 出席  

    当 議事 書面 あ 意思表示 者 出 

    席者  

   3.総会 議長 出席者 選出  

第20条 総会 職務   

    総会 職務 行う  

   1.事業計 び 支予算 い  

   2.事業報告 び 支決算 い  

   3. 会 産 管理 い  

   4. 役員会 び幹事会 必要 事柄  

 

第 章 産 び会計 

第21条  産  

    会 産  

   1.会 費  

   2. 産目録 載 産  

   3.事業 伴う 入  

   4. 産 生 果実  

   5.寄付金品  

   6.  

第22条 会費 徴 び 産 管理  

    会 会費 徴 び 産 管理  

   1.会費 徴 日 工学院 海 専門学校事務局 委  

     

   2. 会 産 日 工学院 海 専門学校事務局 委  

    現金 役員会 議決 基 普通預金 び定期預金  

    預金  

第23条 予 算  

    会 活動計 び 伴う 支予算 会計 開始前 役員会 

   編成  

第24条 決 算  

    会 支決算 会計 終了 作成 役員会  

    

第25条 会計  

    会 会計 日 始 翌 31日 終わ  

附 則 



30 
 

施行期日  

会則 昭和59 日 施行  

会則 昭和63 日 施行  

会則 成20 日 施行  

会則 成24 11 10日 施行  

会則 成25 20日 施行  

 

 

 

 

- 校 会運用規定 

 

第 章 第 条 4 条文 則 う 運用規定 設  

 

日 工学院 海 専門学校校 会支部主催事業援 規程 

 

規定 日 工学院 海 専門学校校 会各支部 主催 校 会会員 親睦 対

資金 援 行う び資金援 手続 い 定  

 

 各支部 主催 窓会 対 金銭 支援 行う  

 各支部 主催 窓会 あ 会場使用料 飲食代 通信費等 費用

一部 全 支援  

 各支部 主催 窓会 あ 一人当 必要経費 半 以  

 

 資金援 求 各 目 載 申請書 校 会事務局 提出  

 事業  校 会○○ 窓会 

 事業 概要 目的 主  

 開催日時 

 開催場所 会場  

 支予算案 

 参加予定者 び参加教員 人数 簿 

 参加費 徴 場合 金  

 援 金 銀行 支店 口 番号 義人 

 代表者  

 10 代表者 連絡 所 電 FAX E-mailア  
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 補 基準 一回 開催 20 以 校 会会長

一回 開催 補  

 

部 中 校 会事務局 置く  

 

 代表者 資金援 事業 終了 や 支報告書 参照 作成

校 会事務局 提出 必 領 書 添付  

校 会報 掲載 写真等 準備 く  

 

役員 び支部長 出席 関  

出席 役員 び支部長 交通費 宿泊費 会費等 学校旅費規程 準 領 書 添

え 校 会事務局 提出 規程範 精算  

 

教職員 出席 関  

出席 教員 交通費 宿泊費 会費等 実費 日当 い 学校旅費規程

出張報告書 領 書 添え 校 会事務局 提出 規程範 精算  

 

 

７ 日本工学院北海道専門学校研究生規則 

  (趣 ) 

第 条 学 い 特定 課 い 研究 者 在学 希望  

選考 研究生 入学 許可 あ  

  (入学 時期) 

第 条 研究生 入学 時期 原則 学 又 学期 始 特  

事由 あ 場合 限 い  

  (入学資格) 

第 条 研究生 入学資格 校 卒業 者  

  (入学 出願) 

第 条 研究生 入学 志願 者 各号 掲 書類 添え 学校長  

願い出 い  

  ( )願書 

  ( )履歴書 

  ( )卒業証書あ い 卒業証明書 

  ( )学科 指定 書類 

  (入学者 選考) 
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第 条 前条 入学志願者 い 希望 学科 い 選考 行う  

  (入学許可) 

第 条 前条 選考 結果 基 合格 通知 者 所定 期日  

所定 書類 提出 手続 完了 入学 許可 い  

  (研究期間) 

第 条 研究期間 以  

  (指 教員) 

第 条 研究生 指 教員 学科長 決定  

  (講義又 実験等 出席) 

第 条 研究生 指 教員 必要 場合 学校長 許可 得 講義又 実 

験 実習 演習等 出席  

  (研究生修了証明書) 

第 10条 研究 修了 研究生 人 請求 研究生修了証明書 交付  

あ  

  (授業料) 

第 11条 研究生 授業料 定  

  (実験 実習等 費用) 

第 12条 研究生 実験 実習 演習等 要 費用 研究生 担 あ 

 

  (既納 授業料等) 

第 13条 納付 検定料 び授業料 返還 い  

  (学則等 準用) 

第 14条 規則 定 研究生 関 必要 事 学則 学  

規則 準用  

   附 則 

 規則 成 22 日 施行  

 

 





 

 

 

 

 

行事日程表 



１ 月 １ 水 創立記念日 １ 土 クラス懇談会 １ 月 １ 木 １ 日 第19週

２ 火 ２ 木 振替休日(5/6) ２ 日 第９週 ２ 火 ２ 金 ２ 月

３ 水 ３ 金 憲法記念日 ３ 月 ３ 水 ３ 土 ３ 火

４ 木 ４ 土 みどりの日 ４ 火 ４ 木 ４ 日 ４ 水

５ 金 ５ 日 第５週　こどもの日 ５ 水 交通安全集会 ５ 金 ５ 月 ５ 木

６ 土 第32回入学式 ６ 月 授業実施日 ６ 木 ６ 土 ６ 火 ６ 金

７ 日 第１週 ７ 火 奨学金新規申込者手続き ７ 金 ７ 日 第14週 ７ 水 ７ 土

８ 月 オリエンテーション ８ 水 奨学金新規申込者手続き ８ 土 ８ 月 ８ 木 ８ 日 第20週

９ 火 ９ 木 奨学金新規申込者手続き ９ 日 第10週 ９ 火 ９ 金 ９ 月

１０ 水 １０ 金 １０ 月 １０ 水 １０ 土 １０ 火

１１ 木 オリエンテーション合宿 １１ 土 １１ 火 １１ 木 １１ 日 １１ 水

１２ 金 オリエンテーション合宿 １２ 日 第６週 １２ 水 新入生レントゲン検査 １２ 金 １２ 月 １２ 木

１３ 土 １３ 月 １３ 木 １３ 土 振替休日(6/23) １３ 火 １３ 金

１４ 日 第２週 １４ 火 １４ 金 １４ 日 第15週 １４ 水 １４ 土

１５ 月 奨学金新規申込者説明会 １５ 水 １５ 土 １５ 月 海の日 １５ 木 １５ 日 第21週

１６ 火 奨学金新規申込者説明会 １６ 木 １６ 日 第11週 １６ 火 １６ 金 １６ 月 敬老の日

１７ 水 奨学金新規申込者説明会 １７ 金 １７ 月 １７ 水 １７ 土 １７ 火

１８ 木 １８ 土 １８ 火 １８ 木 工学院祭準備日 １８ 日 第17週 １８ 水 体育祭

１９ 金 １９ 日 第７週 １９ 水 １９ 金 工学院祭準備日 １９ 月 １９ 木 体育祭

２０ 土 ２０ 月 ２０ 木 ２０ 土 工学院祭　 ２０ 火 ２０ 金 振替休日

２１ 日 第３週 ２１ 火 ２１ 金 ２１ 日 第16週　工学院祭 ２１ 水 ２１ 土

２２ 月 奨学金予約申込者手続き ２２ 水 ２２ 土 ２２ 月
撤収日

２２ 木 ２２ 日 第22週

２３ 火 奨学金予約申込者手続き ２３ 木 ２３ 日 第12週　OC+体験入学 ２３ 火 振替休日(7/21)　 ２３ 金 ２３ 月 秋分の日

２４ 水 奨学金予約申込者手続き ２４ 金 ２４ 月 ２４ 水 夏季休暇 ２４ 土 ２４ 火 振替休日

２５ 木 ２５ 土 ２５ 火 ２５ 木 ２５ 日 第18週 ２５ 水 振替休日

２６ 金 ２６ 日 第８週 ２６ 水 避難訓練 ２６ 金 ２６ 月 ２６ 木 後期ガイダンス

２７ 土 ２７ 月 ２７ 木 ２７ 土 ２７ 火 ２７ 金

２８ 日 第４週 ２８ 火 第２回合同企業説明会 ２８ 金 ２８ 日 ２８ 水 ２８ 土

２９ 月 昭和の日 ２９ 水 献血(12:30～16:30) ２９ 土 ２９ 月 ２９ 木 ２９ 日 第23週

３０ 火 振替休日(3/31) ３０ 木 ３０ 日 第13週 ３０ 火 ３０ 金 ３０ 月

３１ 金 ３１ 水 ３１ 土

曜 ８月 日 曜 ９月

日本工学院北海道専門学校

７月曜 ６月 日 曜

平成25年度　行事日程表（前期）　 　　　　　学生　1/2

日 曜 2013/４月 日 曜 ５月 日 日



１ 火 １ 金 １ 日 第32週 １ 水 １ 土 １ 土

２ 水 ２ 土 ２ 月 ２ 木 ２ 日 第37週 ２ 日 第41週

３ 木 ３ 日 第28週　文化の日 ３ 火 ３ 金 ３ 月 ３ 月

４ 金 ４ 月 振替休日 ４ 水 ４ 土 ４ 火 ４ 火

５ 土 ５ 火 地域懇談会(青森) ５ 木 ５ 日 ５ 水 ５ 水

６ 日 第24週 ６ 水 地域懇談会(函館) ６ 金 ６ 月 ６ 木 ６ 木

７ 月 ７ 木 ７ 土 ７ 火 ７ 金 ７ 金

８ 火 ８ 金 地域懇談会(札幌) ８ 日 第33週 ８ 水 ８ 土 ８ 土

９ 水 ９ 土 地域懇談会(本校) ９ 月 ９ 木 ９ 日 第38週 ９ 日 第42週

１０ 木 １０ 日 第29週 １０ 火 １０ 金 １０ 月 １０ 月

１１ 金 １１ 月 １１ 水 １１ 土 １１ 火 建国記念の日 １１ 火

１２ 土 振替休日 １２ 火 １２ 木 １２ 日 １２ 水 振替休日 １２ 水 卒業式

１３ 日 第25週 １３ 水 １３ 金 １３ 月 成人の日 １３ 木 １３ 木

１４ 月 体育の日 １４ 木 １４ 土 １４ 火 １４ 金 １４ 金

１５ 火 １５ 金 １５ 日 第34週 １５ 水 １５ 土 １５ 土

１６ 水 １６ 土 １６ 月 １６ 木 １６ 日 第39週 １６ 日 第43週

１７ 木 １７ 日 第30週 １７ 火 １７ 金 １７ 月 １７ 月

１８ 金 第３回合同企業説明会 １８ 月 １８ 水 １８ 土 １８ 火 １８ 火

１９ 土 １９ 火 １９ 木 １９ 日 第35週 １９ 水 １９ 水

２０ 日 第26週 ２０ 水 ２０ 金 ２０ 月 ２０ 木 ２０ 木

２１ 月 献血(12:00～16:30) ２１ 木 ２１ 土 ２１ 火 ２１ 金 ２１ 金 春分の日

２２ 火 ２２ 金 ２２ 日 ２２ 水 ２２ 土 ２２ 土

２３ 水 ２３ 土 勤労感謝の日 ２３ 月 天皇誕生日 ２３ 木 ２３ 日 第40週 ２３ 日

２４ 木 ２４ 日 第31週 ２４ 火 冬期休暇(12/24～1/20) ２４ 金 ２４ 月 ２４ 月 期末休暇

２５ 金 地域懇談会(旭川) ２５ 月 ２５ 水 ２５ 土 ２５ 火 ２５ 火

２６ 土 地域懇談会(北見) ２６ 火 ２６ 木 ２６ 日 第36週 ２６ 水 ２６ 水

２７ 日 第27週 ２７ 水 ２７ 金 ２７ 月 ２７ 木 ２７ 木

２８ 月 ２８ 木 ２８ 土 ２８ 火 ２８ 金 ２８ 金

２９ 火 ２９ 金 ２９ 日 ２９ 水 ２９ 土

３０ 水 地域懇談会(釧路) ３０ 土 ３０ 月 ３０ 木 ３０ 日

３１ 木 地域懇談会(帯広) ３１ 火 ３１ 金 ３１ 月

曜 ２月 日 曜 ３月

　　　　　学生　2/2

日 曜 2013/１０月 日 曜 １１月 日 １２月 日 日

日本工学院北海道専門学校 平成25年度　行事日程表（後期）  
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日本工学院北海道専門学校 

平成２５年度自己点検自己評価 

（点検大項目） 

 

 

 
 

 

平成２６年６月３０日 

 
 

 

 

 

 

 



 

基準１ 教育理念・目的・育成人材像等 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 日本工学院北海道専門学校は、北海道登別市札内町１８４の３に位置し、

昭和５７(１９８２)年に学校法人片柳学園（当時は学校法人日本電子工学院で

あり、平成９年に改称）が設立した、私立専門学校である。設立当時は工業

専門課程の７学科であったが、現在は工業、文化教養、医療の３専門課程に

１０学科１５コースを持つ、総合専門学校である。卒業生は一万人を超え、

平成２５年５月現在５４１名の学生が在籍している。 

 教育理念･目的・育成人材像等については明確に定められ、学生便覧に明文

化されており、教職員･学生等に周知している。建学の精神は、「科学技術の

教育を基底とし、著しい技術革新に伴い、高度化しつつある現代社会の変化」

に対して「即応」、｢創意工夫｣、「開拓精神」を持ち合わせることによって「地

域社会の建設」と「人類の福祉」に貢献することであると明確に記述されて

いる。 

 教育の目的は「一つは工業に関する専門の学理と技術を各自の能力に応じ

て教育し、日進月歩の科学技術に即応する実践能力を備えた技術者の育成」

であり、「一つは新しい時代を先導しうる知識と理解力を兼ね備えた公共の仕

事を担う人材の育成」であり、「一つは福祉の時代を先導しうる知識と理解力

を兼ね備えた医療福祉を担う人材の育成」である。 

 育成人材像は「社会人としての教養を身につけ、真実と任務を重んずる心

身ともに健全な人材」である。 

３専門課程を持つ総合専門学校 

 

 

 

 

 

工業専門課程（４学科） 

 情報処理科、自動車整備科、テクノロジー科、建築学科 

教養・文化専門課程（３学科） 

 公務員学科、ゲームクリエイター科、ＣＧデザイナー科 

医療専門課程（３学科） 

 しん灸科、柔道整復科、医療秘書科 

 

 

 

 

 

「社会人としての教養を身につけ、真実と任務を重んずる心身ともに健全な

人材」 

 
最終更新日付 ２０１４年６月２４日 記載責任者 俵藤 亥久生 



 

 

 

基準２ 学校運営 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 専門学校の使命は職業人としての能力を身につけ就職させることにあり、

そのための前提条件の一つは資格をきちんと取得させることである。｢資格｣

と｢就職｣は本校の柱である。これを基本として学校を運営している。具体的

には中期計画(3～5 年)、短期計画(1 年)の各構想に基づき作成される事業計画

がその中心となる。なお平成 25 年度は平成 21 年度に作成された中期計画の

5 年目である。 

学校の運営組織は、組織図にまとめられ、それぞれの分野や部門における

責任や役割なども明確化されている。 

学校運営における意思決定は、学校法人及び学校内の会議によってなされ

る。（理事会･評議員会、合同部長会議、課長会議、主任会議など）理事会・

評議員会での議決や合同部長会での方針等は、速やかに課長会議や主任会議

で伝達され、課長や主任が職員に直接伝えるほか、主任会議での議事録は全

職員が目を通すことができるシステムとなっており、効率的なものとなって

いる。                                    

 人事や賃金など処遇に関する制度は「就業規則」、「管理運営規程」、「業務

分掌規程」に明確に規定され、毎年所属職員の人事考課や昇進検討を行って

いる。 

 学生に関する成績管理、出席簿や個人情報まで全ての情報処理を一元化し、

入学から卒業までの教育指導や就職相談に活用している。また、授業料の納

入情報や教職員の賃金の支払まで全ての情報を一元化処理している。 

 

 

 

 

「資格」と「就職」 

 

 

 

中期 5 年計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就業規則等の明文化 

 

 

事務･教育の一元処理 

 
最終更新日付 ２０１４年６月２４日 記載責任者 俵藤 亥久生 



 

 

基準３ 教育活動 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 本校は、建学の理念に基づき実学教育を行なっている。日夜激動し、進展

する実社会で活躍する技術者・医療従事者・公務員を育成するために教育内

容は日々研鑽を重ねている。 

カリキュラムは学科ごとに作成し、その実施は作成されたシラバスにのっと

り確実に実施されている。また、その点検は教務課、教育部全体で行ない、

適切に改善を行なっている。さらに学生による授業評価を各学期末に全教員

が受け、授業運営の改善に努めている。 

 本校は、生活指導も重要な教育と位置づけている。教育部全体では、学生

規則の点検を日常的に行い、学生に遵守を求める指導を行なっている。さら

に交通安全教育、防災訓練も定常的に行い、危機管理も教育している。担任

は日常的に学生と面談等を行なうなど肌理の細かい教育・指導を行い、日常

の相談に応じている。教育部はスクールカウンセラーを配置し、専用のカウ

ンセリング室を設け、プライバシーの保護の徹底の元、相談体制を充実させ

ている。 

 就職に対する教育は、担任を始めとする学科の教員が主体であり、日常的

に就職課と連携しながら学生の適性等に応じて指導している。学生には就職

課と連携してマナー講習やフォーラム等を定常的に行い、さらに授業開始・

終了時の挨拶の徹底など、社会人としての心構えを取得させている。 

 クラブ活動は放課後に体育館・グラウンド・市の施設等で活発に行なわれ

ている。日常の練習で、学科を越えた交流が行なわれており、社会人となる

ための団体生活の心構えの構築に寄与している。さらに顧問と共に対外試合

を行い、他校や一般市民との友好関係の樹立も行なっている。 

 本校は、学生の自主性を育成するための教育も重視している。学生委員会

の活動は活発であり、学校祭・体育祭は、顧問の教員と一体となって自主的

に計画し、責任を持って実施している。さらに、日常的に福祉活動やまちづ

くりのためのボランティア活動を積極的に行い、市民からの感謝をいただく

と共に、全学生の人格の陶冶の場としての教育的効果は大きい。 

 

 

 

シラバスと授業評価 

 

 

 

 

 

 

スクールカウンセリング 

 

 

 

 

就職指導 

 

 

 

 

 

 

 

活発なボランティア活動 

 

 

 
最終更新日付 ２０１４年５月１５日 記載責任者 俵藤 亥久生 

 



 

 

基準４ 教育成果 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 就職率はわが国の経済状況が好転しないこともあり、ここ数年間は厳しい

状況が続いていたが、今年度は企業の求人積極的な状況も相まって設定目標

を超え、９７．８％（平成２６年３月末）に達した。就職指導についてはク

ラス担任が学生のいろいろな希望や考え方を聞き、面接指導等も行うが、就

職をサポートする組織としては就職課がある。就職課では受験企業開拓や学

内合同企業説明会の開催、就職模擬試験の実施のほか、個別に面接や履歴書

の書き方をレクチャー、就職相談など細やかな支援体制をとっている。 

 資格の取得については各学科の年間計画の中でも重要な位置を占めるもの

であるが、分野の特性、難易度等によって大きく変わる。資格対策を正規の

授業の終了後に行ったり、長期休暇中に組むなど各学科で工夫が見られるが、

国家資格を目指す学科において全国平均との差が大きい学科もある。カリキ

ュラムの見直しなど資格の特性に合わせた対策が必要である。 

 休退学についてはクラス担任や学科長との相談、保護者への連絡、同じク

ラスメイトからの働きかけなどを通して、防止を図ってきた。しかし、適応

障害など従来の対策だけでは対応できない事例も増えてきたので、平成 22

年度に学生相談室を設置し、スクールカウンセラーを配置した。その結果、

一定の成果を挙げている。 

 卒業生･在校生の社会的な活躍及び評価に関しては、まず就職先での本校卒

業生の評価を聞き取り、良いものについては入学案内書やＨＰで紹介したり、

学生募集や学校運営に活用している。また評価の低いものについてはその改

善を図るべく、学科の運営やカリキュラムの変更に生かしている。在校生の

活躍や評価については口コミなども大きな情報源であり、地域の方に知って

もらいたいものは新聞社やＴＶ局などマスコミに取り上げられるよう情報を

伝えている。 

就職支援体制の充実 

就職状況の好転と高い就職率 

 

 

 

 

 

資格取得 

 

 

 

 

休退学対策 

 

 

 

 

 

卒業生･在校生の社会的な活躍及び評価 

 
最終更新日付 ２０１４年５月１０日 記載責任者 俵藤 亥久生 

 



 

基準５ 学生支援 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 就職活動支援として就職専任の職員がおり、面接指導やエントリーシート

の記入方法などきめ細やかな指導を行っている。なお面接指導は専用の就職

指導室を設け、実際の面接と変わらないシュミレーション型の指導方法を取

り入れている。 

 学生相談に関しては担任がまず相談に応じて、学生のケアをしているが、

解決に至らない場合には、スクールカウンセラーと相談する形式を取ってい

る。基本的に予約によってカウンセリングが行われるが、学生の心理的な抑

圧を軽減するため、メールでの予約を可としている。カウンセリングは専用

の学生指導室が用意されており、平成 25 年度の予約状況は昨年度と同様にほ

ぼ満杯であり、平成 23 年度から週 2 回に増やしている。 

 学生の経済的側面からの支援としては①学生寮の寮費を食事 2 食付で

22000 円から提供、②無料スクールバスの運行、③授業料の分割･延納、④学

校法人片柳学園の独自の奨学金などがあり、また新たに平成 26 年度より校友

会による支援制度が始まり、経済的支援制度の充実が見込まれる。また学生

支援機構の奨学金等の専任の担当者を決め、対応している。 

 学生の健康管理に関しては保健室を設け、軽微な怪我や体調不良に当たっ

ている。毎年 5 月に健康診断が行われるほか、入学前に健康管理シートを提

出してもらい、事前に健康相談に応じる体制をとっている。 

 課外活動に関しては現在 13 の部が活動を行っており、専任の教職員が顧問

として指導している。登録費や遠征費、運営維持費などについては年度計画

に従い、全額を拠出している。 

 遠隔地からの学生が多いので学生寮を学校が運営し、またスクールバスを

無料で運行し、安心･安全な環境を提供している。 

 保護者には平時より学生の様子を伝えており、また前後期の成績表送付時

に保護者へコメントを記入している。また年に一度であるが北海道内 9 箇所

で地域懇談会を開催し、保護者との連携を図っている。 

 卒業生は全員校友会の会員となり、年 1 回会報が送付される。また退職し

た卒業生には再就職の斡旋等も行っている。 

就職支援 

 

 

 

心のケア 

 

 

 

 

 

 

経済的支援 

 

 

 

 

部活動支援 

 

 

廉価な学生寮と無料スクールバスの運行 

 
最終更新日付 ２０１４年６月３０日 記載責任者 俵藤 亥久生 

 



 

 

基準６ 教育環境 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 施設・設備は、専修学校設置基準及び法令等の指定学科にあってはその指

定にかかわる要件を満たしております。 

校舎敷地 21,690 ㎡、その他 179,237 ㎡の合計 200,927 ㎡の広大な敷地に

教室 30、実習室 21、学校管理室 21、体育館及び武道場 1、グラウンド１、

テニスコート 4 面、学校寮３棟、駐車場２か所を有している。本校が所在す

る登別市は 5 万人程度の小都市であり、学生の半数は道内はもとより全国か

ら集まっており、教育経費の負担が大きい。学生及び学費支払者の負担軽減

を考え、本校では格安の学生寮を提供している。また、登下校の便宜を図る

ために、ＪＲ東室蘭駅など市内各地から無料のスクールバスを運行している。

併せて学生の車通学を許可制にし、駐車場を完備している。また、学生食堂

を学内に併設し、学生の健康管理を目的に主に昼食の提供を行っている。 

本校は実学教育を目的としており、社会で即応できるよう最新の設備･機器

を備えた実習環境が整えられている。また、しん灸科と柔道整復科を除く 8

学科の学生には、自宅学習ができるようノートパソコンの無料貸与を行って

いる。 

学外実習やインターンシップは医療秘書科・情報処理科などの学科で、学

習内容が現場でどのように生かされているかを実体験することができる重要

な機会として位置づけている。実習中は教員が定期的に実習先を訪問し、学

生の状況を把握するとともに相手先の指導者とのコミュニケーションを図

り、連携して学生指導を行っている。なお、実習前にインターシップ（企業

実習･病院実習）に関する覚書を学生と企業で取り交わしている。 

防災については緊急時の組織体制を定め、防災訓練を毎年実施し、自信や

火災の際の避難動作や経路を教職員に周知するよう努めている。また寮でも

同様に定期的に防災訓練を行っており、この際学生の自治組織である寮友会

の協力を得ている。ＡＥＤ，消火器、消火設備など緊急時における機器･備品

も整備され、教職員はＡＥＤの講習会を受講済みである。 

 

 

 

充実した学校施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノートパソコンの無料貸与 

 

 

 

インターンシップ 

 

 

 

 

 

防災訓練 

 
最終更新日付 ２０１４年６月１６日 記載責任者 俵藤 亥久生 



 

 

基準７ 学生の募集と受け入れ 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学生募集については、社団法人北海道専修学校各種学校連合会の自主規約

に基づき、高校生や保護者の方に正確な情報が伝わるよう特に留意しながら

行っている。 

 学校案内書や募集要項、ホームページ、その他のサブツールについては、

学則やシラバス、学校基本調査への報告に基づいて事実を正確に記載するこ

とで、高校生や保護者の方が誤解を招かないように留意している。 

 就職実績については実績年度の表示や卒業者数、就職希望者数、内定者数

を表記のうえ、正確な数字を公表している。また、国家資格においては、受

験年度の卒業者数、受験者数、合格者数を公表したうえで合格率を明記して

いるほか、資格取得者においても在籍期間内に合格した人数を正確に掲載す

ることで、高校生や保護者の誤解を招かないよう充分に留意している。 

 入学選考においては、学則を基に作成した学生募集要項に基づき、適正に

選考を行っている。面接試験がある場合は、複数の担当者を配置し判断が偏

らないよう配慮したうえで、選考を行っている。 

 最新の IT 技術を用いた学生募集のあり方を模索すべき時期に来ており、今

後の検討課題とするところである。 

社団法人北海道専修学校各種学校連合会の自主規約の遵守 

 

 

学則、シラバス、学校基本調査への報告事項の正確な記載 

 

 

 

正確な数字 

 

 

 

 

学生募集要項に基づく入学選考 

 
最終更新日付 ２０１４年５月２８日 記載責任者 俵藤 亥久生 

 



 

 

基準８ 財務 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

（８）財務 

健全な財務内容の維持については将来に亘っての最重要課題であり、予算

計画の立案および執行は事務部が中心となり行っているが、教育部の職員も

含めて全教職員が教育目標の実現に向けて効果的に執行できるような協力体

制を築いている。 

予算計画は 5 ヵ年計画および単年度の収支予算を策定し、予算の執行につ

いては各事業の予算執行部署と事務部による確認体制を構築しており、さら

に 3 ヵ月毎に執行実績を評価することで予算進捗の適正管理に努めている。

現在の学生募集定員は昭和５７年の開校以来一度も変えておらず、実入学生

数と乖離しているが、現状に合わせた予算計画と執行を行っており、本校の

特色である勉学に適したすばらしい環境や設備が継続的に維持されている。 

また、設置する東京工科大学において私立大学等経常費補助金の交付を受

けていることから、監査法人による私学振興助成法に基づく監査も受け、監

事監査と監査法人監査の連携により、効果的な監査体制を構築している。 

 学校法人片柳学園は、平成１７年の私立学校法の改正に伴い、財務情報の

公開体制を整備し、公開を実行するための規程を定め、適法な公開を実施し

ている。さらに公開に際しては、分かりやすい内容とするため、事業報告書

の記載内容の充実を図っている。 

 

 

 

 

５カ年計画と単年度の収支予算 

 

 

3ヵ月毎の執行実績を評価 

 

 

 

 

 

 

監事監査と監査法人監査 

 

 

財務情報の公開 

 

最終更新日付 ２０１４年５月２０日 記載責任者 俵藤 亥久生 



 

 

 

基準９ 法令等の遵守 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

法令･設置基準の遵守について、当校では、専門学校の教育にかかわる各種

の法令及び専修学校設置基準、また、法令等の指定学科にあってはその指定

にかかわる基準等が遵守され、適正な運営がなされるように努力がなされて

いる。法令等を遵守していないと指摘された場合には、速やかに法人に報告

し、指摘事項について改善を図るよう努めている。 

個人情報保護に関しては、学校法人全体の取り組みとして「学校法人片柳

学園における個人情報の保護に関する規程」（平成１７年３月１日施行）が定

められている。また運用方法として本校では「個人情報の安全管理について」

（平成２３年９月２１日施行）で規定されており、専任の教職員及び兼任講

師に副校長あるいは学科長から説明されている。また学生に対しては入学時

のオリエンテーションのほか、適宜説明がなされている。 

ハラスメントに関しても、学校法人全体のものとして取り組んでおり、「学

校法人片柳学園 ハラスメントの防止等に関する規程」(平成２０年４月１日

施行)で定められている。学生からのハラスメントに対応する職員は担任、学

科長のほか事務職員あるいはスクールカウンセラーが当たっており、また職

員間の場合は相談員がこれに当たっている。 

自己点検・自己評価については特定非営利活動法人私立専門学校等評価研

究機構の発足時から加盟し、自己点検等の検討を重ねてきた。毎年、当校独

自の授業評価（平成１８年から前後期終了時実施）あるいは学生生活調査（平

成１５年から２月に実施）、入学生対象のアンケート（４月実施）などで学生

の意識調査等を重ね、学生がより良い学生生活をすごす為に改善を図ってき

た。平成２３年より特定非営利活動法人私立専門学校等評価研究機構の評価

基準に従って自己点検･自己評価を実施し、平成２５年度よりその結果をＨＰ

上で公表している。 

専修学校設置基準等の遵守 

 

 

 

 

「学校法人片柳学園における個人情報の保護に関する規程」 

 

 

 

 

 

「学校法人片柳学園 ハラスメントの防止等に関する規程」 

 

 

 

 

 

自己点検･自己評価 

 
最終更新日付 ２０１４年５月１８日 記載責任者 俵藤 亥久生 



 

 

基準１０ 社会貢献 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 本校の社会貢献としては、「社会に役に立つ人材の育成」が最重点項目であ

る。社会の技術革新に対応でき、多くの人の幸福な生活に寄与できる人材の

輩出が最も大切な社会貢献と位置づけている。学生の社会人としての人格の

向上と共に、日常のマナーの取得に努めさせ、社会貢献に寄与できるステー

ジの確保も大切な点検項目と捉えている。さらに本校は公務員の育成に努め

ており、その職業の性格から、多くの社会貢献する人材を輩出している。 

 本校の教員も日常の業務に加え、社会貢献のための多くの活動を行なって

いる。地域団体や福祉団体のリーダーと協同し、ボランティア活動として、

まちづくりや地域の福祉の向上に大きな貢献をしている。さらに行政機関の

委託を受けて、諮問委員会では専門知識を活かしての中心的役割を果たして

いる。また、地域のＰＴＡ活動でも会長を始めとする役員として教育的活動

も行っており、地域の教育力向上に大きな役割を果たしている。 

 全学生による学生委員会は、役員を中核として、学校に要請されるボラン

ティア活動の管轄を行っている。地域で活躍している教員を顧問団として、

積極的に福祉活動を行い、多くの成果を挙げており、地域にとって大切な学

校となっている。さらにまちづくりのリーダーたちと協同し、各種イベント

にも企画から実施まで、多くの学生を動員し、大きな貢献をしている。その

成果は、市役所・社会福祉協議会を始めとする各団体からの感謝の言葉に顕

著に表されている。 

 スポーツ施設を中心に学校の施設を開放しており、地域の小学校から高等

学校の利用はもとより、市民団体も利用しており、地域の人々の健康増進に

も大きく貢献している。 

本校は平成２４年９月１８日に登別市と災害時における避難所として本校

施設の利用についての「災害時における避難所等施設利用に関する協定」を

結び、また平成２５年２月５日にほろべつ寮を津波発生時に避難する為の施

設として使用するため、「津波時における津波避難ビルとしての使用に関する

協定書」を締結した。 

「社会に役に立つ人材の育成」 

 

 

 

 

 

 

教員による活発な地域活動 

 

 

 

 

 

学生委員会によるボランティア活動の管理･運営 

 

 

 

 

 

 

地域に対する学校施設の開放 

 

 

「災害時における避難所等施設利用に関する協定」 

「津波時における津波避難ビルとしての使用に関する協定書」 

 
最終更新日付 ２０１４年５月１８日 記載責任者 俵藤 亥久生 

 



平成２５年度の項目別の自己評価表 

日本工学院北海道専門学校 

1. 学校の教育目標 

本校は開校以来、科学技術と工業力を支える教育を標榜し学生個人の能力と適正に応じ、

基礎から応用に至る講義と演習・実習により工学に対する深い理解と応用力を身につけた

人材の育成を追求してきたが、ここに改めて科学教育の知識を活用し、実社会にあって活

躍できるより見識のある人材としての工業技術、医療技術そして公共技術の担い手を養成

することを目標とする。 

 

2. 本年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画 

①就職率の改善 

②学生支援 

 

3. 項目別評価に関する基本的な考え方 

昨年度と比較して同じことに取り組んできた場合、自己評価は下がるということを基本的

な考えにしている。 

  

4. 評価項目の達成及び取組状況 

（１） 教育理念・目標 

  

評 価 項 目 
適切…4、ほぼ適切…3、 

やや不適切…2、不適切…1 

2 

4 

・学校の理念・目的・育成人材像は定められているか 

（専門分野の特性が明確になっているか） 
４ ３ ２ １ 4 

・学校における職業教育の特色は何か ４ ３ ２ １ 3 

・社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか ４ ３ ２ １ 3 

・学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが学生・保護者

等に周知されているか 
４ ３ ２ １ 3 

・各学科の教育目標・育成人材像は、学科等に対応する業界のニーズに

向けて方向づけられているか 
４ ３ ２ １ 3 

 

① 課題 

１．将来構想に向けた新学科の設置 

２．保護者に対する学校の情報の周知 

② 今後の改善方策 

 １．平成２７年 4月開設に向けて、公務員 1年制学科の具体的な検討に入る。 



 ２．HP等の充実により、保護者等に本校の教育への取り組みを周知する。 

③ 特記事項 

・建学の精神・教育方針・教育目的及び各学科の教育指標については入学時のガイダン

スで担任が説明するとともに、配布パソコンのハードディスクあるいは CDに焼き付

けて渡すほか、小冊子にして配布している。 

 

（２） 学校運営 

評 価 項 目 
適切…4、ほぼ適切…3、 

やや不適切…2、不適切…1 

2 

4 

・目的等に沿った運営方針が策定されているか ４ ３ ２ １ 3 

・運営方針に沿った事業計画が策定されているか ４ ３ ２ １ 4 

・運営組織や意志決定機能は、規則等において明確化されているか、 

有効に機能しているか 
４ ３ ２ １ 3 

・人事、給与に関する規定等は整備されているか ４ ３ ２ １ 3 

・教務・財務等の組織整備など意志決定システムは整備されているか ４ ３ ２ １ 3 

・業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか ４ ３ ２ １ 3 

・教育活動等に関する情報公開が適切になされているか ４ ３ ２ １ 3 

・情報システム化等による業務の効率化が図られているか ４ ３ ２ １ 4 

 

① 課題 

１．運営組織や意思決定機能の全てが、規則等において完全に明確化されているとは

いえない。 

２．地域社会に対するコンプライアンスについての取り組みを進めたい。 

３．運営方針に従った事業計画が策定されているか。 

② 今後の改善方策 

１．学校の意思決定機関は「規程集」の中で決められておらず、主任会議がそれにあ

たっている。主任会議は月 2回のペースで行われており、議事録は教職員に公開

されている。 

２．地域社会に対するコンプライアンスについては周辺住民が少なくまた大規模施設

等もないことから、日常的に地域社会との摩擦は少なく問題ないと思われる。ま

た登下校時あるいは学生寮での生活における地域社会に対するコンプライアンス

については日頃から学生へきちんと説明し、協力を得ている。 

３．平成 26年度には運営方針が明示されており、それに沿った事業計画が示されてい

る。一方、中長期の計画が平成２５年度で終わり、新たな中長期計画の策定が急

がれる。 



③ 特記事項 

・私立専門学校等評価研究機構は平成１６年に特定非営利活動法人として設立され、

私立専門学校の「情報公開」、「自己点検自己評価」の促進と「第三者評価」システ

ムの構築に取り組んでおり、本校は設立時より会員校として取り組んでいる。 

 

（３） 教育活動 

評 価 項 目 
適切…4、ほぼ適切…3、 

やや不適切…2、不適切…1 

2 

4 

・教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか ４ ３ ２ １ 4 

・教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた学科の修業年限に 

対応した教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされているか 
４ ３ ２ １ 4 

・学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか ４ ３ ２ １ 4 

・キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや教育方

法の工夫・開発などが実施されているか 
４ ３ ２ １ 3 

・関連分野の企業・関係施設等や業界団体等と連携により、カリキュラム

の作成・見直し等が行われているか 
４ ３ ２ １ 3 

・関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシップ、

実技・実集等）が体系的に位置づけられているか 
４ ３ ２ １ 3 

・授業評価の実施・評価体制はあるか ４ ３ ２ １ 4 

・職業教育に対する実施・評価体制はあるか ４ ３ ２ １ 3 

・成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか ４ ３ ２ １ 4 

・資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけ

はあるか 
４ ３ ２ １ 4 

・人材育成目標の達成に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を

確保しているか 
４ ３ ２ １ 4 

・関連分野における業界等との連携において優れた教員（本務・兼務含む）

を確保するなどマネジメントが行われているか 
４ ３ ２ １ 3 

・関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や教員の

指導力育成など資質行動のための取組が行われているか 
４ ３ ２ １ 3 

・職員の能力開発のための研修等が行われているか ４ ３ ２ １ 3 

 

① 課題 

  １．本校の教育において学科によっては実践的なキャリア教育や関連分野の企業や業

界団体との連携によるカリキュラムの作成等という視点が欠けていた学科もある。 

  今後の改善方策 

  １．平成２５年度から教育課程編成委員会を立ち上げ、PDCAサイクルを用い企業や

業界団体等との連携を考慮したカリキュラムの導入を図っている。また平成２５

年度に職業実践専門課程に認可された４学科以外の残りの５学科の職業実践専門

課程の申請に向けて、教育課程編成委員会の充実を目指している。 



  特記事項 

・授業評価アンケートの実施 

・学生生活調査の実施 

・カリキュラムの改定はほぼ毎年実施 

・地元で優れた業績を持つ人材の確保（映画監督、デザイン系） 

 

（４） 学修成果 

評 価 項 目 
適切…4、ほぼ適切…3、 

やや不適切…2、不適切…1 

2 

4 

・就職率の向上がはかられているか ４ ３ ２ １ 3 

・資格取得率の向上が図られているか ４ ３ ２ １ 3 

・退学率の低減が図られているか ４ ３ ２ １ 4 

・卒業生・在校生の社会的な活動及び評価を把握しているか ４ ３ ２ １ 3 

・卒業後のキャリア形成への効果を把握し、学校の教育活動の改善に 

活用されているか 
４ ３ ２ １ 2 

 

① 課題 

 １．在校生の社会的な活動に関しては把握しているが、卒業生のそれについては一部の

ものしか把握していない。 

 ２．卒業後のキャリア形成への効果を把握し、学校の教育活動の改善に活用されている

とは言えない。 

② 今後の改善方策 

 １．卒業生全般に言えるのはまず校友会を中心とした活動を積極的にかつ戦略的に支援

することで全体的な把握に努めることであり、校友会との連携を密にすることを推

進する。 

 ２．入社後の状況を把握するため、就職課と学科が連携して会社訪問に取り組むことに

よってキャリア形成に必要な情報を入手し、学校の教育活動の改善に努めたい。 

③ 特記事項 

 ・退学率は６．３％で昨年度に比べて１．５ポイント上昇した。 

 ・昨年度、卒業生総数は１万人を超えた。 

 

（５）学生支援 

評 価 項 目 
適切…4、ほぼ適切…3、 

やや不適切…2、不適切…1 

2 

4 

・進路・就職に関する支援体制は整備されているか ４ ３ ２ １ 4 

・学生相談に関する体制は整備されているか ４ ３ ２ １ 4 



・学生に対する経済的な支援体制は整備されているか ４ ３ ２ １ 3 

・学生の健康管理を担う組織体制はあるか ４ ３ ２ １ 3 

・課外活動に対する支援体制は整備されているか ４ ３ ２ １ 3 

・学生の生活環境への支援は行われているか ４ ３ ２ １ 4 

・保護者と適切に連携しているか ４ ３ ２ １ 3 

・卒業生への支援体制はあるか ４ ３ ２ １ 2 

・社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか ４ ３ ２ １ 3 

・高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取組が 

行われているか 
４ ３ ２ １ 3 

 

① 課題 

 １．保護者とどのように連携を深めていくのか。 

 ２．課外活動に対する支援体制の２本柱は部活動とボランティア活動であるが、どちら

も指導する教員の数が限られているので、限界が見えてきている。 

② 今後の改善方策 

 １．現在は年１回の地域懇談会（登別、室蘭、函館、札幌、旭川、北見、帯広、釧路）

で学生の成績や学校での様子を２０分程度目安に面談している。また年２回担任の

コメントが記載されている成績表を送付している。新しいインターネットのシステ

ムを利用することによって、個々の保護者の方と今まで以上に細やかな連携を取る

よう努める。 

 ２．校友会との連携をぜひ推進したい。また地元で部活動等を支援してくれる団体、個

人を募る。 

③ 特記事項 

 ・地域との連携 のぼりべつ元鬼協議会参加 

 ・平成２５年度の学校全体の就職率は９７．８％（平成２６年３月３１日現在） 

 ・地元の高校との連携強化 

 

（６）教育環境 

評 価 項 目 
適切…4、ほぼ適切…3、 

やや不適切…2、不適切…1 

2 

4 

・施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか ４ ３ ２ １ 4 

・学内外の実施施設、インターンシップ、海外研修等について十分な教育

体制を整備しているか 
４ ３ ２ １ 3 

・防災に対する体制は整備されているか ４ ３ ２ １ 3 

 

① 課題 



 １．学生に対しする防災の意識づけが足りていない。 

② 今後の改善方策 

 １．現在、交通安全集会や防火訓練などを通して学生に安全に対する教育をしているが、

総合的な防災訓練計画を検討したい。 

③ 特記事項 

 ・所有する校舎敷地面積 21,690㎡ 

 ・耐震診断 

 

（７）学生の受入れ募集 

評 価 項 目 
適切…4、ほぼ適切…3、 

やや不適切…2、不適切…1 

2 

4 

・高等学校等接続する機関に対する情報提供等の取り組みが行われている

か。 
４ ３ ２ １ 4 

・学生募集活動は、適正に行われているか。 ４ ３ ２ １ 4 

・学生募集活動において、資格取得・就職状況等の情報は正確に伝えられ

ているか。 
４ ３ ２ １ 3 

・学生納付金は妥当なものとなっているか。 ４ ３ ２ １ 4 

 

① 課題 

１．HP、ブログ、Facebook、LINEなど多種多様の情報提供手段が増え、特にスマート

ホンの普及によってさらに新しい形の情報提供手段が出現するものと思われる。学

校はどこまで対応しなければならないのか、あるいは対応できるのか検討を要する。 

② 今後の改善方策 

１．学校としては学園でこれらの手段に対応する部署がある。 

特記事項 

 ・現在HP、ブログ、Facebook、Lineについてはカバーしている。 

  ・北海道専修学校各種学校連合会（北専各連）の「AO入試に関する自主運用基準」を順

守している。 

 

（８）財務 

評 価 項 目 
適切…4、ほぼ適切…3、 

やや不適切…2、不適切…1 

2 

4 

・中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか ４ ３ ２ １ 4 

・予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか ４ ３ ２ １ 4 

・財務について会計監査が適正に行われているか ４ ３ ２ １ 4 

・財務情報公開の体制整備はできているか ４ ３ ２ １ 3 



① 課題 

 １．社会状況の変化に伴い、学科の盛衰はさけられないものの、このことによって財務

に大きな影響を及ぼさないよう日頃から社会環境の動向に目を配りながら、広報戦

略を立てていく必要がある。 

② 今後の改善方策 

 １．まずは過去５年間を振り返っての問題点を明らかにし、さらに新たな課題の抽出や

将来分析をした後、中長期的な展望に立った５ヵ年計画の作成にかかるとともに、

常に新しい戦略を伴った学生募集の体制を築き上げ、新入生の募集につなげたい。 

③ 特記事項 

 ・学校法人片柳学園は、平成１７年の私立学校法の改正に伴い、財務情報の公開体制を

整備し、公開を実行するための規程を定め、適法な公開を実施している。さらに公開

に際しては、分かりやすい内容とするため、事業報告書の記載内容の充実を図ってい

る。 

 

（９）法令等の遵守 

評 価 項 目 
適切…4、ほぼ適切…3、 

やや不適切…2、不適切…1 

2 

4 

・法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか ４ ３ ２ １ 4 

・個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか ４ ３ ２ １ 4 

・自己評価の実施と問題点の改善を行っているか ４ ３ ２ １ 3 

・自己評価結果を公開しているか ４ ３ ２ １ 3 

 

① 課題 

 １．自己評価項目は文部科学省が提唱している項目について、すべて検討しているが、

自己評価の取り組み方については今後の課題としたい。 

② 今後の改善方策 

 １．学生に対するアンケートを実施しているが、そこからさらに分析する必要がある。

また今やらなければならない項目と将来に向けて検討しなければ項目とにまず分類

し、すぐ対処しなければならないものについては、主任会議で改善方法を決め、全

職員が共通意識を持ってこれにあたらなければならない。 

③ 特記事項 

 ・「学校法人片柳学園における個人情報の保護に関する規程」（平成１７年３月１日施行） 

 ・「学校法人片柳学園 ハラスメントの防止等に関する規定」（平成２０年４月１日施行） 

 

（１０）社会貢献・地域貢献 



評 価 項 目 
適切…4、ほぼ適切…3、 

やや不適切…2、不適切…1 

2 

4 

・学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか ４ ３ ２ １ 3 

・学生のボランティア活動を奨励、支援しているか ４ ３ ２ １ 3 

・地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）受託等を 

積極的に実施しているか 
４ ３ ２ １ 3 

 

① 課題 

 １．教育訓練に関しては積極的にこれにあたっているが、市街地から距離があるためか、

なかなか募集に応じてもらえない。 

② 今後の改善方策 

 １．学校を知ってもらう良い機会であるのでぜひ今後も続けて生きたい。市民が関心を

寄せる訓練やその内容を研究し、一人でも多くの方が学校を訪れるよう努めていき

たい。また公共施設を利用しての教育訓練が可能かどうか検討する。 

③ 特記事項 

・登別市との災害協定 

   「災害時における避難所等施設利用に関する協定」 

   「津波時における津波避難ビルとしての使用に関する協定書」 

  ・体育館や教室などの貸出 

  ・登別市連合町内会役員会の方々の学校見学の模索 

      

（１１）国際交流（必要に応じて） 

評 価 項 目 
適切…4、ほぼ適切…3、 

やや不適切…2、不適切…1 

2 

4 

・留学生の受入れ・派遣について戦略を持って行っているか ４ ３ ２ １ 3 

・留学生の受入れ・派遣、在籍管理等において適切な手続き等がとられて

いるか 
４ ３ ２ １ 3 

・留学生の学修・生活指導等について学内に適切な体制が整備されている

か 
４ ３ ２ １ 3 

・学習成果が国内外で評価される取組を行っているか ４ ３ ２ １ 3 

 

① 課題 

 １．法人本部に留学生を受け入れる部署（国際交流室）があり、戦略的に計画を立て募

集活動しているが、昨今の外交問題もあり、留学環境が厳しい北海道校への留学生

はなかなかいないようである。 

② 今後の改善方策 



 １．現状では留学生からの問い合わせを待つという姿勢であるが、地道に北海道校の魅

力を伝えていく。登別温泉旅館組合と提携して、優先的に留学生をアルバイトに採

用していただくよう要請し、内諾を得ている。 

③ 特記事項 

 ・過去に５名の入学者 

      以上 



 
 
 
 

 
学校関係者評価 

 



平成２５年１２月２５日 

関係各位 様 

日本工学院北海道専門学校 

学校長 中川明弘 

 

平成２５年度第２回学校関係者評価委員会の開催について 

謹啓、師走の頃、貴職におかれましては、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。また日頃か

ら本校の教育に対し、ご理解とご協力いただきありがとうございます。 

さて皆様のご協力のもと、平成２５年１１月２０日に本校として初めての学校関係者評価委員会を開

催することができました。本校に対する期待が詰まったたくさんのご意見をいただき、驚きと同時に感

謝の念に堪えません。皆様から頂いたご意見は学校として取り組む課題として、各部署において現在検

討を進めております。また第１回の評価委員会の意見については情報公開の対象であり、本校のホーム

ページ（http://www.nkhs.ac.jp/）に掲載しております。 

第２回の学校関係者評価委員会を１月１７日に予定しております。今回は前回よりさらに細部にわた

っての学校関係者評価を予定しております。つきましては、大変ご多忙のことと存じますが、第２回学

校関係者評価委員会への出席をお願い申し上げます。 

謹白 

記 

１．開催日時 平成２６年１月１７日（金） 

開始予定１８：００ 終了予定１９：３０ 

２．場所 登別市民会館２Ｆ小会議室 

３．スケジュール 

１．副校長挨拶 

２．前回の振り返り 

３．前回の意見を受けて、学校の取り組み 

４．副校長より自己評価（大項目）について説明 

５．学校関係者による自己評価に対する評価 

６．次回委員会の日程について 

７．副校長挨拶 

８．終了 

以上 

連絡先 登別市札内町１８４の３ 

    日本工学院北海道専門学校 

副校長 俵藤亥久生（ひょうどう いくお） 

0143-88-0888    hyodo@nkhs.ac.jp 



評価項目
適切…4　　ほぼ適切…3
やや不適切…2　不適切…1

平均点

 （1）教育理念・目標 ４　　３　　２　　１ 3.4

 （2）学校運営 ４　　３　　２　　１ 3.4

 （3）教育活動 ４　　３　　２　　１ 4

 （4）学修成果 ４　　３　　２　　１ 3.2

 （5）学生支援 ４　　３　　２　　１ 3.4

 （6）教育環境 ４　　３　　２　　１ 3.8

 （7）学生の受入れ募集 ４　　３　　２　　１ 4

 （8）財務 ４　　３　　２　　１ 4

 （9）法令等の遵守 ４　　３　　２　　１ 3.6

（10）社会貢献・地域貢献 ４　　３　　２　　１ 3.6

      総　      合 ４　　３　　２　　１ 4

全体に対するコメント

防災活動について。自分の安全を確保することが第一ですが、その中で高齢者・弱者・子供の安全を守り
支援するために何が出来るのかを検討して頂きたい。

学 校 関 係 者 評 価 表（平成25年度第2回学校関係者評価委員会）

学校の設置の経過を考える時、行政や地域との共同・協働活動が更に増える事を期待します。
一方で少子化・人口減少社会が進む中で、学生の受入れや育成が益々厳しい時代になって行くことが予想
されます。多くの課題がある中、学校に期待される事も多いと思いますので、頑張って頂きたい。

自己評価表から学校の様子が詳しく理解する事が出来た。
学校の運営に対する姿勢がわかり大変良いと感じた。

理念・目標に基づいた就職率の高い学校運営を評価させて頂きます。
又、地域貢献に関する指導にも高く評価させて頂きます。

新学科の設置、保護者との情報共有に期待します。













平成２６年５月１０日 

関係各位 様 

日本工学院北海道専門学校 

学校長 加藤和美 

 

平成２６年度第１回学校関係者評価委員会の開催について 

謹啓、師走の候、貴職におかれましては、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。また

日頃から本校の教育に対し、ご理解とご協力いただきありがとうございます。 

本年度第１回の学校関係者評価委員会を下記のとおり行います。今回は自己評価に対する学校

関係者評価を予定しております。つきましては、大変ご多忙のことと存じますが、第１回学校関

係者評価委員会への出席をお願い申し上げます。なお、欠席されます場合のみ電話またはメール

にて、６月１日までにお知らせ頂きますようお願いいたします。 

 

謹 白 

記 

１．開催日時 平成２６年６月１３日（金） 

開始予定１８：００ 終了予定１９：３０ 

２．場所 登別市民会館２Ｆ小会議室 

３．スケジュール 

１．校長挨拶 

２．前回の振り返り 

３．副校長より自己評価結果について説明 

４．学校関係者による自己評価に対する評価 

５．次回委員会の日程について 

６．校長挨拶 

７．終了 

以 上 

連絡先 登別市札内町１８４の３ 

    日本工学院北海道専門学校 

副校長 俵藤亥久生（ひょうどう いくお） 

0143-88-0888    hyodo@nkhs.ac.jp 



平成２６年度第 1回学校関係者評価結果 

 

学校関係者評価の結果、概ね自己評価の通りであると了承された。評価委員からの発

言や質問については次のとおりです。 

 

川田委員 

自動車関連の意見を検討していただき感謝しております。業界の中でも指導者の人材不

足は課題で、指導のセオリーがなく技術職をどうのように指導していくか大きな課題と

なっています。 

 

吉田委員 

空き店舗の活用は、地域の協力も必要となり、大きな課題。 

行政と協力し助成金の活用も検討しながら考えていければ。 

また、社会、会社が人材を育てる仕組みが重要である。 

 

山田委員 

学校見学の際、町を活気づけるような学生が多くいた。登別の町づくりにこの若さをど

のように迎え入れるか地域が考える必要がある。また、公務員 1年制学科立ち上げに関

しては、やる気のある、意欲のある人材を育ててほしい。 

介護制度の改正に伴い、要介護の１．２が介護保険の対象外になる。この方たちを地域

でどのように支えていくかが大きな課題となっている。今後高齢化に向けて福祉は大事

になってくるので、介護の資格を取って地域を支える人材を育成していただきたい。是

非学校の事業として考えていただきたい。 

 

伊藤委員 

校友会の制度を今後も大いに活用してもらいたい。そのためにはしっかりとした制度の

周知も必要である。 

 

木村委員 

福祉、人口減少などは地域の大きな問題である。 

幼稚園、保育所にも人材不足の問題はある。 

資格取得はもちろんであるが、有資格者の現場復帰へのトレーニングの場として活用で

きると地域社会にも大きくかかわることができるのではないか。 

 

以上 



平成２６年７月５日 

日本工学院北海道専門学校 

学校関係者評価委員会 

委員長 中山重夫様 

日本工学院北海道専門学校 

学校長 加藤和美 

平成２６年度の第 1 回学校関係者評価委員会において討議された内容をふまえ、本校で

では次の３点について検討します。 

１．自動車の板金や塗装に関する人材育成について～室蘭地域の関連事業体との連携 

  地域の関連事業体 一般社団法人室蘭地方自動車整備振興会 

北海道立室蘭高等技術専門学院 

 登別地方高等職業訓練校 

２．介護福祉科（仮称）新設について 

３．社会人の学びなおしの場としての活用について 

以上 
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